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はじめに







　「中国に民主化を期待することはもはや幻想だ」──近年こうした議論がメディアを賑わせている。中国で改革・開放政策が始まった頃、西欧世界は中国が経済的に成長すれば次第に民主化も進むと考えていた。一九八九年に天安門事件が発生して政府の弾圧が行われたが、中国も世界的な民主化の流れに逆らうことはできないだろうと考えられてきた。だが、米中間の対立が進む昨今の中国の情況は、こうした見方が楽観的に過ぎたという問いを突きつけている。

　二〇一九年、香港では五年前の雨傘運動に続き、逃亡犯条例に反対する大規模なデモが発生した。それは香港の高度な自治を認めた「一国二制度」はもはや保証されず、自由な空間としての香港の独自性が失われつつあるという危機感が生んだ運動だった。二〇一四年のひまわり学生運動で中国との関係が改めて問われた台湾でも、「今日の香港は明日の台湾」という危機感が広がった。

　その後、香港では二〇二〇年六月に国家安全法が施行され、前年までのような大規模な集会やデモを行う可能性はほぼ失われている。

　中国国内に目を移すと、人権派と呼ばれる知識人、ウイグル人などの少数民族、急速に信者を増やしたキリスト教への弾圧や統制が行われてきた。二〇二〇年の新型コロナウイルスの流行では、感染拡大の危険を指摘した医師の声が封殺され、都市封鎖が強行された。経済的に発展して大国化の道を歩みながらも、中国政府は強大な権限を握ったまま社会の多様性を認めず、現状に異をとなえる動きを封じ込めようとしている。こうした中国の動きは「中華の復興」というスローガンに見られる国家主義的なナショナリズムに支えられており、領土問題をかかえる隣国日本にとっても他人事ではない。

　チャイナスタンダードと呼ばれる、自分たちの原則や価値観を世界に向けて発信する中国のスタイルは、現代的な装いをまとった中華帝国の復活なのだろうか。国家主席の任期期限を撤廃して中央の権限を強化するなど、毛沢東時代への回帰を思わせる習近平の共産党体制は、歴代王朝の統治スタイルであった皇帝政治の再来なのだろうか。こうした問いは日本人である我々だけでなく、中国の人々にとっても深刻な問いであろう。




　昔から中国には「地大物博」という言葉がある。その地理的な広さや物の豊かさを示した言葉だが、異なる習慣をもつ多くの民族が生み出してきた社会の多様さは、中国社会の大きな特徴となってきた。

　いっぽうで中国は「大いなる統一」が叫ばれ、政治的に強い統合圧力をもった社会である。秦の始皇帝が中国を統一して以来、その広大な領域は多くの場合一つの王朝によって統治されてきた。

　むろん三国時代など複数の王朝が並び立つ時代がなかった訳ではない。だがそれらは往々にして、あるべき統一王朝の狭間に生まれた正統性を欠いた時代と見なされがちだった。また一つの王朝においても、高度に発達した官僚機構によって中央集権的な統治体制が形作られ、日本やヨーロッパのように複数の権威が並び立ったり、周辺部を除くと世襲支配を認められた地方領主が多数存在するような体制は生まれなかった。

　中国ではこうした中央集権的な統治を「郡県制」、分権的な支配体制を「封建制」と呼びならわしてきた。だが始皇帝の統一以来、最後の王朝である清朝まで郡県制が主流だったという事実は、現代中国の政治体制に大きな影響を与えている。

　いま中国政府が台湾、香港にむけてとなえている「一国二制度」であれ、少数民族政策のなかで提起された「中華民族の多元一体構造」であれ、実際に強調されるのは「一国」「一体」であって、政治のレヴェルで多様性が確保されているようには見えない。

　だが中国には分権的な政治体制が生まれる可能性はなかったのだろうか。もしないとすれば、それはいかなる理由によって失われたのだろうか。もう少し長期的な視野に立った冷静な考察が必要だろう。

　こうした問題関心のもと、本書が取り上げるのは一九世紀の半ばに中国で発生した太平天国である。それは洪こう秀しゅう全ぜんとキリスト教の出会いがきっかけとなって生まれた。彼は皇帝の称号を神に対する冒瀆として否定し、時の王朝であった清朝の打倒をめざした。太平天国は「上帝のもとでの大家族」という理想を掲げ、始皇帝以前の中国で見られた複数の王からなる復古主義的な政治体制を作ろうとした。

　むろん太平天国は中国が長くかかえてきた問題点を解決できたわけではなかった。むしろ太古の昔に範を求めた政策は現実とのギャップが大きく、内部分裂とヨーロッパ諸国を含む敵対勢力の攻勢によって破産してしまうからである。

　だが実のところ、近代を目の前にした中国にとって、皇帝を頂点とする硬直した統治体制をどのように変えていくかは重要な課題だった。それまで封建制度のもとで分権的な社会が続き、近代に入って中央集権化がめざされた日本やヨーロッパとはスタートラインが異なっていたのである。

　いま一度、私たちは近代の始まりに戻って、中国がかかえていた問題点を見直してみよう。そしてキリスト教との特異な出会いから始まった太平天国がどのような社会を構想し、いかなる過ちによって挫折したのかを見ることで、現在も中国社会が積み残している課題について考えてみたい。

　最後に太平天国と日本の関係について触れておきたい。太平天国が発生したのはペリーが浦賀に来航する少し前の一八五〇年、首都南京が陥落して太平天国が滅亡したのは尊皇攘夷運動が盛んな一八六四年のことだった。太平天国と日本の戊ぼ辰しん戦争、アメリカの南北戦争はほぼ同時代に発生した近代初頭の「内戦（Civil War）」であるが、太平天国の惨禍ははるかに大きかった。「人類史上最悪の内戦」という評価さえある。中国語で「近ジン代ダイ」という言葉は重く、ネガティブなイメージを抱かせるが、それは中国の近代史を見たとき当然のことと言わなければならない。

　当時の日本人は太平天国をどのように見たのか。ここでは二つの例を紹介したい。

　一つは尾張国出身の漂流民だった音吉である。船が難破してアメリカ西海岸に漂着した彼は、一八三七年にモリソン号に乗って日本へ向かった。だが江戸幕府がこれを撃退したため帰還できず、上海でイギリス商社に勤めた。太平天国にも影響を与える宣教師カール・ギュツラフのもとで聖書の日本語訳を手伝った音吉は、太平天国を「明朝の復興」をめざす運動と受けとめて親しみを寄せた。

　一八五〇年代に上海で音吉の援助を受けて帰国した漂流民は、音吉の情報から太平天国が勝利するだろうという予想を語っている。その後シンガポールに移住した音吉は、ここに立ち寄った福沢諭吉を含む幕府の遣欧使節団を訪ね、太平天国に対する軍事弾圧に踏み切ったイギリスの野心を警戒するように訴えた。

　もう一つは、一八六二年に上海を訪ねた幕府使節団の一行である。そのメンバーには長州藩の高杉晋作や薩摩藩の五代友厚がいた。彼らは太平天国がキリスト教の影響を受けた下層民の反乱と聞き、これを島原の乱に重ね合わせて反感を抱いた。また戦乱の影響によって避難民があふれ、ヨーロッパ勢力の支配を受けている上海の姿に衝撃を受けた。帰国後、下関戦争を経験した彼らは、中国の洋式軍隊（常勝軍）にヒントを得た奇兵隊を編制して倒幕に取り組むことになる。

　この二つの例は日本人の相反する太平天国観を代表しているが、キリスト教とどう向き合うかが評価の分水嶺となっていたことがわかる。アジアが近代ヨーロッパと出会ったとき、その価値観を支えていたキリスト教に対する反応はそれぞれの社会の近代のあり方に影響を与えた。それでは中国の場合、キリスト教との接点はどのように始まったのだろうか。まずは洪秀全のキリスト教受容から話を進めることにしたい。
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一　神は上帝ただ一つ






「選ばれし者」洪秀全と客家人

　中国の南の玄関口である広こう州しゅう、その国際空港である白バイ雲ユン空港は、以前は花ファオ都ドゥー空港と言った。花都とはこの地が昔、花か県けんという広州郊外の小さな県（日本の郡に相当する行政単位）だったことに由来する。太平天国の指導者となった洪秀全は一八一四年にこの花県の官かん禄ろく[image: ]ふ村で生まれた。

　洪秀全は客ハッ家カ人であった。客家とは客家語を話す漢民族のサブ・グループで、現在その多くが中国南部の広東、福建あるいは台湾、そして海外の華人社会で暮らしている。客家という呼び名には「後から来たよそ者」というニュアンスが含まれるという。実際に洪秀全の一族は一八世紀に広東東部から花県へ移ってきた。

[image: ]

　いま復元されている官禄[image: ]村の建物は、多くが泥を固めて干した黄土色のレンガで作られている。村内で一番立派な建物である洪氏宗そう祠し（祖先を祀る霊廟）は高価で丈夫な焼レンガを使っているが、これは太平天国が失敗して数十年後に建てられたものだ。洪秀全が使ったとされるベッドや机も粗末なもので、なお貧しかった当時の暮らしぶりがうかがえる。

　後発の移民であった客家は、山がちの貧しい地域に住んだり、社会の下層で過酷な労働に従事することが多かった。彼らは周囲から「よそ者」として排除されたり、差別的な扱いを受けたと言われる。

　洪秀全も「真の君主はあらゆることに公正だ。客家と本ブン地デイはおよそみな同じ」という詩を残している。彼が自分は客家であり、客家が「本地」、すなわち先に広東に定着していた漢族である広東人と比べて不利な立場にあると考えていたことがわかる。

　また客家はこうした境遇に置かれたコンプレックスの裏返しとして、「自分たちこそは中国文明の発祥地である中ちゅう原げんからやってきた正統な漢人の末裔である」という屈折したアイデンティティーをもっていた。

　のちに洪秀全のいとこである洪こう仁じん玕かんが宣教師セオドア・ハンバーグに語ったところによると、洪秀全の一族は南宋の大臣で北方民族の捕虜となった洪姓の人物を自分たちの始祖として祀っていたという。こうした正統なる漢人の末裔という自己認識は、後々、洪秀全がみずからを「選ばれし者」と確信していく基礎となった。








科挙の失敗と幻夢

　幼い頃から利発だった洪秀全に、両親は科挙合格の夢を託した。科挙とは言うまでもなく中国の官吏登用試験である。県クラスの地方試験を通過した後、広東など省の試験である郷試に合格した者は挙人、中央での最終試験に合格した者は進士となって、官僚就任の道が開ける。科挙を受験する者は幼い頃から日常生活の言語とは切り離された儒教経典をひたすら暗記し、幾段階にもわたる競争の激しい試験に合格しなければならない。そのためには長い受験生活を支える資力が必要なのはもちろんだが、著名な教師に教えを乞うたり、地元の優秀な受験生が集まる書院に出入りして学ぶ環境を整えることも不可欠だった。

　だが記録を見る限り、洪秀全と交流があったのは下層の読どく書しょ人じん（儒教的知識人）ばかりで、彼自身も故郷の村で塾教師をしながら、ほぼ独学で受験勉強を続けていた。これでは合格はおぼつかなかったことだろう。

　洪秀全が広州の地方試験に取り組んでいた一八三四年に、この地の科挙を統轄していた監督官が自殺する事件が起きた。この監督官は替え玉受験などの不正行為が頻発することに疑心暗鬼となり、上司に休養を申し出たが認められず、「死んでお詫びしたい」との遺書を残して役所の廊下で首をくくった。清朝政府はこの事件をひた隠しにしたが、世間が注目する試験監督官の異常な死というニュースは隠しおおせるものではない。洪秀全は自分が受けた試験の公正さに強い疑念を抱いたに違いない。

[image: ]

　一八三七年、再び広州の試験に受験して不合格となった洪秀全は、帰宅する途中に落胆のあまり熱病に倒れた。両親に合格できなかった親不孝を詫び、意識を失った洪秀全は、天上に昇って五臓六腑を詰め替えられ、金髪に黒服姿の「至尊の老人」から、この世を救えと命じられる夢をみた。

[image: ]

　実のところ、こうした幻夢を見たのは洪秀全が初めてではなく、死後の世界で閻えん魔ま大王から科挙に合格できる名前を与えられ、現世に戻ってきた読書人の話などが伝えられている。洪秀全の特徴は、これら広東土着の民間信仰と関わる幻夢の内容を、外来宗教であるキリスト教と結びつけていくことにあった。








特異なキリスト教受容

　不思議な体験の後、ようやく科挙受験の準備を再開した洪秀全は、一八四三年にプロテスタントの伝道パンフレットを読んで「長い夢から覚めるような」衝撃を受けた。このパンフレットは『勧かん世せ良りょう言げん』と言い、初期の中国人信者であった梁りょう発はつが書いたものである。一八三三年（三六年ともいう）に試験会場の外でこのパンフレットを受け取った洪秀全は、それほど重要な書物とは思わず書棚にしまい込んだ。しかし改めて『勧世良言』を開いてみると、偶像崇拝を戒める部分にはおよそ次のように記されていた。




　儒教、仏教、道教は人々に尊重されている。だが儒教は虚妄に陥っており、学問の神である文ぶん昌しょう、文章の神である魁かい星せいの加護によって科挙に合格できるとしている。中国人はたいてい儒教の経典を読み、この神々を拝む。人々はそれらに「進士に合格して官吏となれますように」と願をかける。

　だが誰もがこの神々を拝み、幼い頃から勉強を続けているのに、年老いても科挙に合格できない者がいるのはなぜか？　彼は毎年のようにこれらの神像を拝んで来たのに、どうしてその庇護を得られないのか？

　その原因は人々が儒教によって科挙合格の栄誉を求め、惑わされてこの二つの偶像を拝んだことにある。偽りの志によらず、天地の創り主で全世界の富貴や栄華をつかさどる神を尊敬することを思い起こせば、正しい聖なる教えに合致することができるのだ。




　科挙に失敗したのは偶像を拝んだ結果であり、偶像崇拝をやめて真の神を尊敬せよと説く『勧世良言』の問いかけは、熱病に倒れるほどの挫折感を味わっていた洪秀全の心に突き刺さるものだった。これを読んだ洪秀全は幻夢のなかで会った「至尊の老人」こそは、キリスト教の神ヤハウエであったに違いないと確信した。そしてみずから水を頭からかぶって洗礼の儀式を行った。

　このとき面白いことに、洪秀全はキリスト教が外国の宗教であり、その神ヤハウエが外来の神であるとは受けとめなかった。プロテスタントの宣教師たちは聖書を翻訳して伝道を進めるときに、中国の古典で最高神を意味する「上じょう帝てい」という語を唯一神であるヤハウエの訳語にあてた。『勧世良言』を読んで「上帝」の文字を見た洪秀全は、キリスト教こそ太古の中国で崇拝されていた宗教であり、いまその神を信じることは、中国古来のあるべき信仰に立ち返ることだと考えたのである。

　現代の私たちの目から見れば、洪秀全のキリスト教理解は誤解としか映らない。だがヨーロッパ文化の受容にあたり、中国の歴史のなかにその原型となるものを探し出し、中国「起源」であるがゆえに価値があると見なす傾向は、近代中国の歴史でくり返し見られた。それは外国の文化を柔軟に取り入れることで自分たちの文化を形成してきた日本人には考えられない、文明の民としての中国人のプライドがなせる業であった。








布教の旅と大同思想

　さて上帝信仰への回帰をとなえ、上帝教を創って布教活動を始めた洪秀全であったが、アヘン戦争（一八四〇～四二年）から間もない広東では人々の外国に対する反発が強く、のちに南王となる馮ふう雲うん山ざんなど近隣に住む数名の読書人が賛同したのを除くと成果はあがらなかった。

　しかも、洪秀全らが偶像崇拝を禁じる教えに従い、村の塾にあった孔子の位い牌はいを片づけると、塾に通う子供がいなくなってしまった。その結果として洪秀全は失業した。彼を救おうと考えた村の長老たちは、正月明けの節句に使う神々への祝いの言葉を書くことを依頼した。だが、洪秀全が断ったために、彼らは村内で孤立した。

　このとき洪秀全らは「預言者は自分の故郷では受け入れられない」というイエスの言葉を思いだし、親戚のつてをたどって広こう西せい省へ布教の旅に出た。

　広西は現在中国に五つある少数民族自治区の一つで、当時もチワン族、ヤオ族などの少数民族に混じって漢族の移住民が住んでいた。洪秀全らが訪ねた貴き県けんでも客家は貧しい暮らしをしていた。洪秀全は親戚のかかえていた訴訟を助けたことで少しの信者を得たが、彼らは一行の滞在を支えるだけの経済的余裕がなかった。これを知った洪秀全は一度広東へ戻り、布教パンフレットの作成に取り組んだ。
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　花県へ戻った洪秀全が書いた『原げん道どう救きゅう世せい歌か』は、『勧世良言』の内容を彼の儒教的な素養をもとに再解釈したものである。その冒頭部分は「天地を開きし真の神は、上帝一人おわすのみ……。盤ばん古この昔から三代に至るまでは、君民一体となって上帝を敬えり」と述べている。盤古とは中国の神話に見える主人公、三代とは伝説上の王である堯ぎょう、舜しゅん、禹うのことだ。ここでも彼はキリスト教をヨーロッパだけでなく、太古の中国においても信仰されていた宗教であると考えていたことがわかる。

　次に彼が執筆した『原げん道どう醒せい世せ訓くん』は、儒教の大同思想を手がかりに、あるべき理想の社会について語っている。彼は、上帝が世界のすべての人々の共通の父であるにもかかわらず、人々が「私心」に動かされて「互いに侵し、奪い、戦い、殺し合っている」現実を批判した。そして人々が上帝に対する信仰を取り戻せば、社会は正直で公正な「太平の世」へ変わると説いた。

　ここで太平の世とは「家はあけっぱなしで、道にものが落ちていてもだれも拾わず、男女は別々の道を歩く」世界のことで、大同思想のユートピアをさしている。また洪秀全は「大同が実現すれば、天下は公となる」という『礼らい記き』の文章を引用し、「今なお大同を望むことができるだろうか」と結んでいる。彼にとってキリスト教との出会いは伝統文化の否定ではなく、伝統への回帰とその見直しを意味したのである。

　また宣教師セオドア・ハンバーグの著作によると、洪秀全はキリスト教の説く教えが天上における魂の救済を意味するとは考えなかったという。むしろ彼は「天国の約束された領土とは中国をさし、神に選ばれた民族の後裔とは中国人と洪秀全をさすものだと思った」とあるように、上帝の意志は地上、とりわけ中国において実現されると考えた。洪秀全は『旧約聖書』、なかでもモーセ五書と呼ばれる前半部分を好んだと言われるが、離散流浪したユダヤ人が神によって約束の地へ導かれるという旧約聖書のモチーフは、後発移民として差別に苦しんだ客家である彼を引きつけたのだろう。








拒絶された洗礼

　一八四七年に洪秀全は、広州で伝道していたアメリカ・バプテスト派の宣教師イッサカル・ロバーツを訪ねた。アヘン戦争後まもなく清朝はフランスと条約を結び、外国人居留地でのキリスト教伝道を認めた。ロバーツが建てた教会は居留地の外にあり、厳密に言えば条約違反だったが、彼はここを拠点に多くの中国人に洗礼を施していた。ロバーツの助手から紹介を受けて洪仁玕と広州へ向かった洪秀全は、彼の見た幻夢とキリスト教との出会いについてロバーツに語った。

　洪秀全の話を聞いたロバーツは「不思議なこともあるものだ」と考えた。ただロバーツは、その内容が幻で見た天使のお告げにしたがって入信した異邦人コルネリオの物語と似ており、「すべては聖書から出ている」と好意的に受けとめた。また彼は洪秀全がすでに偶像崇拝の誤りについて学んでいると評価し、遠からず自分たちの教会に加わるだろうと報告した。

　しかし二カ月後に洪秀全が洗礼を受けたいと申し出ると、ロバーツは一転して彼の申し出を拒絶した。

　なぜロバーツは洪秀全に洗礼を施すことを拒否したのだろうか。かつて中国では、洪秀全が革命をめざしていることをロバーツが気づいたためと考えられてきた。だが初期の著作を見る限り、当時の洪秀全は武装蜂起など毛頭考えていなかった。むしろ実際の原因は周囲の嫉妬であった。

　ある中国人の助手は、ロバーツが経済的庇護を目当てに入信するライス・クリスチャンと呼ばれる者を嫌っていることを知った。すると彼は洪秀全に、洗礼を受けた後も勉強を続けられるように奨学金を申請すべきだと、悪意の「助言」をした。洪秀全がその通りに行動すると、洗礼試問の席上でロバーツは「教会の一員になることは、金銭的報酬とは無関係だ。我々は邪悪な動機から教会に加わるべきではない」と述べて洪秀全を叱責した。

　ロバーツの言葉に驚いた洪秀全は「私は貧しく、生活の糧がありません。教会に加われば職を失うことになり、どうやって生計をたててよいのかわかりません」と答えた。これを聞いて怒ったロバーツは洗礼を無期限に延期した。

　科挙に続く二度目の挫折によってプライドを傷つけられた洪秀全は広州を去り、仲間の足跡を求めて再び広西へ向かった。

　この残酷なエピソードの責任をロバーツに帰すことはたやすい。ロバーツはアメリカで高等教育を受けておらず、彼の牧師としての資質に疑問を呈したミッション・ボードの反対を押し切って個人の資格で中国へやってきた人物だった。他の伝道団体との折り合いも悪く、伝道方針や細かな教義をめぐって他の宣教師としばしば衝突した。

　また一八六二年と先のことになるが、太平天国の首都となった南京で翻訳官の役割を務めていたロバーツは、思うような伝道ができないことに不満をもち、世話役だった洪仁玕と衝突して上海へ脱出した。そして彼は洪秀全と上帝教を「狂人」の「政治的宗教」、太平天国を「クーリーの王たち」に率いられた政権担当能力のない国家などと罵倒した。その結果、僅かに残っていた太平天国とヨーロッパ諸国との連絡の窓口は断ち切られてしまった。

　こうした人物を訪ねたのは洪秀全の不幸だった。実のところ、一九世紀に中国へやってきた宣教師たちは、往々にしてロバーツのように自己主張が強かった。

　プロテスタント宣教師が中国へやってきたのは、一八世紀後半の欧米で盛んになった宗教復興運動の影響であった。これは合理主義の拡大や世俗化に危機感をもったプロテスタント教派が起こした信仰の刷新運動で、海外に宣教師を派遣して新たな信者の獲得をめざした。『勧世良言』の著者である梁発が所属していたロンドン伝道会は個人の回心体験を重んじ、アジア、アフリカの既存宗教を偶像崇拝として批判する傾向が強かった。

　むろん宣教師たちの既存宗教への批判はしばしば現地社会の反発を買った。また彼らの洗礼希望者に対する要求は厳しく、信者の数は増えなかった。だが宣教師の「唯一の神であるヤハウエを信じるか」という問いかけは、多神教の神々によって救われることなく苦悶していた洪秀全の心をとらえたのである。








上帝会の成立

　洪秀全が広東で布教パンフレットを執筆していた頃、初期の信者で読書人だった馮雲山は貴県から隣の桂けい平へい県けんに入り、紫し荊けい山という山奥で布教活動をしていた。一八四七年に洪秀全が広西を再訪したとき、馮雲山は紫荊山だけで二〇〇〇人の信者を獲得していた。この信者団体を上帝会と呼ぶ。上帝会はその後も広西の東南部と広東西部に勢力を伸ばしたが、この急速な発展は「信徒は大部分が客家人」とあるように、客家の人々によって支えられていた。
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　いま私たちが桂平を訪ねると、太平天国の蜂起地点として有名な金きん田でん村は紫荊山のふもとにあり、目の前には豊かな水田風景が広がっている。だが、なぜこの場所で中国全土をゆるがす大反乱が発生したのだろうか。その原因は、移住民社会の開発史がかかえた激しい格差にあった。

　一七世紀に最初に金田一帯へ入植した漢族の移住民は、地方政府の庇護を受けて広大な土地の所有権を手に入れた。またチワン族や漢族の下層民を小作人として雇い入れ、開墾事業を行わせた。経済的基盤を固めた有力移民は子弟の教育環境を整え、次々と科挙合格者を出して政治的な発言権を獲得した。また婚姻、交遊関係を通じて科挙合格者やその予備軍との間にネットワークを形成し、移住民社会をリードする支配者集団を作り出した。いまも有力移民の屋敷の門には科挙合格者のタイトル、氏名、合格年などを刻んだ扁へん額がくが掲げられており、彼らが「書しょ香こうの家（科挙合格者を生んだ家柄）」であることを誇らしげに語っている。

　有力移民が平野部で成功を収めたのとは対照的に、紫荊山内の暮らしは貧しかった。馮雲山が宿泊先として頼った曽家の人々が住む大だい冲ちゅう村は山間の小さな村で、一九八〇年代になっても一部の建物は板葺き屋根だった。彼らは一八世紀に広東から入植した客家で、開墾して少しずつ耕地を広げたが、耕地を獲得できなかった他の移民たちは炭焼きや牛飼いなどをして暮らしていた。不安定な生活を送る彼らを守ってくれる社会的な保障はなく、神々の庇護さえも有力移民に独占されていた。

　金田一帯の中心的な市場に三さん界かい廟びょうという宗教施設がある。ここは廟の修築などに多額の献金をした有力移民が繁栄を願う場所であり、メンバーシップをもたない下層民はその加護を受けられなかった。個人的なネットワークがものを言う中国社会は、そもそも地縁共同体という概念が希薄だったのである。

　寄りどころのない移民たちは、義兄弟の契りを交わして助け合う天地会、三さん合ごう会などと呼ばれる結社を組織した。しかし、これらの団体は清朝政府からは反体制組織と見なされて厳しい弾圧を受けた。また一九世紀に入って社会治安が悪化すると、地域社会に影響力をもつ科挙エリートたちの手により、三界廟を拠点に地域全体をカバーする治安維持のための組織が創られた。だが、それは曽家のような紫荊山内の農家にも献金を迫ることになり、結局うまく機能しなかった。








『天条書』と民衆文化

　こうした現実を前に、上帝会は現世利益を前面に押し出して布教活動を行った。旧約聖書のモーセの十戒をベースに作成された『天てん条じょう書しょ』は、それまでの洪秀全の著作に見られた儒教経典からの引用が影をひそめた。かわって「上帝のお恵みにより日々衣服と食物を得られ、災いを免れ、魂が昇天できますことを感謝します」「病気がすみやかに退き、健康な体に戻れますようにお願いいたします」など、生活の不安定な人々の願いに密着した祈りの言葉が収められている。

　続いて一〇項目の戒律について解説した部分を見ると、第七の項目である「不義、淫乱の罪を犯すな」では「淫らな心で人に対する者、アヘンを吸う者、淫らな歌を唄う者、これらは全て天条を犯す者だ」とある。また第十の項目である「貪るなかれ」では、他人の財産を欲しがること、バクチや様々な賭けをすることなど、具体的な例をあげながら人間がつつしむべき罪の行いについて説明している。

　この『天条書』の解説部分は宣教師が伝道のために印刷、配布していた十戒の注釈と似ており、洪秀全が広州から持ち帰ったものに手を加えたと見られる。またこの頃広東では宣教師ギュツラフが中国人信徒を中心に作った伝道団体である福ふく漢かん会かいが活動しており、そのメンバーのなかにも上帝会に加わった者がいた。ギュツラフは上帝会と直接の接点はなかったが、太平天国は彼が中国語に翻訳した聖書を底本として用いており、『天条書』も何らかの形で福漢会の影響を受けたのかも知れない。
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　この『天条書』の教えのなかで、中心となるのが「皇上帝はこの世のすべての人にとって共通の父である」という言葉に示される太平天国の大家族思想であった。これは上帝ヤハウエと人間の関係を親子関係になぞらえて理解しようとするもので、後に太平天国が土地や財産の公有をうたった『天てん朝ちょう田でん畝ぽ制せい度ど』や聖せい庫こ制度を生み出す基礎となった。そこでは上帝が父、洪秀全は上帝の嫡男とされ、地上を救う使命を帯びたとされている。上帝は同時に最高神を意味する「天」であり、「天てん父ふ」とも呼ばれた。そして人々は上帝を家長とする大家族に加わることで「衣服があれば共に着、食うものがあれば共に食う」とあるように生活の安定が約束された。

　このように世界を大家族にたとえた救済論は、宗そう族ぞくと呼ばれる父系の同族集団と比べるとわかりやすい。宗族は南中国で発達した相互扶助組織の一つで、共通の祖先をもつと考える人々が族ぞく譜ふ（家系図）を作り、祠し堂どうと呼ばれる祭祀施設で祖先を祀ることで結束を図った。また彼らは族ぞく田でんと呼ばれる共有財産を築いて生活の安定を図り、子弟の教育を支援して科挙合格者を生むことにより政治的な成功をめざした。一つの宗族の規模が数万人に及ぶこともあり、この地で盛んだった海外移住も宗族がベースとなって行われた。だが宗族を形成できるのは有力な移民に限られ、紫荊山内に住む客家のように貧しい人々は宗族を作る力がなかった。

　洪秀全は「天下はおよそ一家、世間はみな兄弟というのはなぜか？」と問いかけた後、人はみな区別があるように見えるが、「万姓は一姓から出で、一姓は一祖からで出た」もので、その大本はみな違いがない。人の霊魂も同じことであり、「みな皇上帝の一元の気を受けて生まれ出たのだ」と述べている。宗族が一人の始祖に連なる人々であるように、人間は唯一の神である上帝に連なることで救われると主張したのである。

　また洪秀全は「一つの本もといが分かれて無数の異なったものとなったのであり、無数の異なったものはみな一つの本に帰着する」と述べるなど、上帝が唯一神であることを「一つの本」という表現で説明している。それは移住することの多かった客家が、持ち運び可能な一つの大型位牌にすべての祖先の霊魂を帰属させる習慣をもっていたことから生まれた比喩であった。

　つまり、上帝会は唯一神につらなる大家族をとなえることで、有力移民を中心とする社会秩序から見捨てられた人々に強力な庇護を約束したのである。








信者たちの証言

　このように上帝会の教えは客家など下層移民の生活に密着したものとなっていた。それでは人々はこれらの教えをどのように受けとめたのだろうか。

　ここに忠王として後期の太平天国を支えた李り秀しゅう成せいという人物の供述書がある。彼は藤とう県けん大だい黎れい郷という山深い貧村の出身で、近所に住む年下の陳ちん玉ぎょく成せい（のちの英王）、いとこの李り世せい賢けん（侍じ王おう）らと上帝会に加わった。李秀成は次のように回想している。




　生活の苦しさは一日を過ごすのも困難な程で、一カ月をやりくりするのはさらに難しく、山を耕し、人に雇われて飯にありついた。二六、七歳になって、洪先生（洪秀全のこと）が上帝を敬うよう人に教えているのを知った。上帝を拝んだ後は、いささかも教えを破ることはせず、ひたすら信じた。蛇や虎にやられるのが怖かったからである。

　上帝会は「上帝を拝む者は災難を免れるが、拝まない者は蛇や虎に傷つけられる。上帝を拝む者は他の神を拝んではならず、拝めば罪になる」と言った。このため人々は上帝を信じると、みな別の神を拝まなくなった。民はみな死を恐れるものだ。蛇や虎にやられると言われて、だれが恐がらないだろうか？　だからこそ彼らに従ったのだ。

　天王（洪秀全）は山奥深くで上帝を拝むことを教え、「災いや病気を除くことができる」と説いた。これを一人が十人、十人が百人という風に伝え、千人、万人に伝わって、数県のあいだに広がった。読書明白の士子は従わず、従ったのはもっぱら農夫の家、貧しい家だった。
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　ここで李秀成は生活が不安定で貧しかったこと、上帝会に加わったのは「災いや病気」「蛇や虎に傷つけられる」ことを免れるためだったと証言している。ヘビは創世記で人間を誘惑した生き物であるが、上帝会は『勧世良言』にならってこれを人々に罪をもたらす「蛇魔」と見なした。当時この地域にはコブラやトラが生息しており、農作業や牛飼いのために山内に入る彼らにとって身近な脅威だった。

　また李秀成は別の部分で「実に食のために彼ら（太平天国）に従ったのだ」と回想している。古くから中国には「民は食をもって天となす」という言葉がある。「農夫の家、貧しい家」であった上帝会の信者にとって「食」を探し求めること（これを広東語で「[image: ]ウァン食セック」と言う）、力強い救済の言葉によって自分たちの生存が約束されることは何よりも切実な願いだった。

　一九世紀半ばの南中国は、先に述べた移住民社会の格差に加えて不景気と災害が続いた。その結果、この地域は「米の値段が暴騰して、人々は飢えて死体が枕を並べた」と言われるほどの深刻な飢饉にみまわれた。また食えない者たちはアヘン戦争の敗残兵と共に、天地会系の武装集団に入って各地を荒らし回った。このように混乱した社会にあって、苦難にあえぐ人々が爆発的な勢いで救いを求めたのが上帝会だった。

　同じくアジアで人々がキリスト教に集団改宗した例として、ビルマとタイ国境に住む山地民であるラフ族がいる。二〇世紀初めに雲南で清朝政府の弾圧を受け、避難先であるこの地で救世主の出現を待ち望んでいたラフ族は、宣教師のキリスト教伝道を仏教的なメシア運動における預言の成就と受けとめた。彼らは聖書を「神の書の回復」と考えて宣教師に「王」の称号を与え、宣教師がまだ来ていない地域でも率先して偶像を廃棄したという。

　ラフ族の場合、苦難のなかで救世主の出現を待ち望んでいたというコンテキスト（文脈）が爆発的な改宗を生み出したと言われる。上帝会も受容する側に固有の文脈でキリスト教のテキストが読みかえられたことが、貧困と飢餓に苦しみ、既存の神々と社会の庇護を得られずに絶望していた人々の心をとらえたのである。








偶像破壊運動の衝撃

　さて馮雲山による布教活動の成功に自信を深めた洪秀全は、一八四七年一〇月から熱心な信者と各地の廟の神像を壊してまわる偶像破壊運動を行った。それは上帝会の既成宗教に対する挑戦であり、地域社会の強烈な反応を引き起こした。

　彼らが最初に目標としたのは甘かん王おう廟であった。これは一〇世紀に南中国を平定した将軍を祀ったもので、親殺しや男女の愛にまつわる伝承をもっていた。これを聞いた洪秀全は怒り、一〇の罪状を数えあげてその神像を打ちくだいた。人々は甘王のたたりを恐れたが、その後洪秀全に何も起こらず、少年に乗りうつった甘王の霊が洪秀全を赦したという噂が広まると、上帝会の知名度は高まって信者の数はますます増えた。

　また洪秀全は六りく烏う廟を排撃した。その主神である六りく烏う娘じょうは失意の科挙受験生と恋に落ち、二人は心中して仙人になったとされていた。これは劉リウ三サン姐ジエの名で知られるチワン族の女性神だったが、洪秀全はこれを「淫いん奔ぽんで野合した」「やりて婆」と呼んでさげすんだ。

　これらの行動に見られる性に対するタブー視は上帝会の大きな特徴であった。「淫乱」の罪を禁じた『天条書』の第七項は、「天国の子女は男には男の組、女には女の組がある。混こん淆こうすることは許されない」と述べており、太平天国の蜂起後には男女を隔離して統率する男営、女営と呼ばれる軍事・社会組織が生まれた。また宿営地や行軍先でも男女が直接物の受け渡しをしないといった厳しい取り決めが作られた。違反者に対する罰則も厳しく、実際に多くの会員が「姦淫を犯した者は妖魔に変わった者と見なす」という条文に従って処刑された。

　こうした厳しい禁令が生まれた理由は旧約聖書の影響や、軍事上の必要もさることながら、中国社会、とくに儒教が「男女七歳にして席を同じくせず」と性に関して厳しい規範をもち、少数民族の習慣や民間宗教を「男女の関係について羞恥心がない」と貶めてきたことに求めるべきだろう。

　だが偶像破壊運動が生んだ最も重大な結果は、破壊された神々を主宰していた有力移民の激しい反発を引き起こしたことだった。その中心は紫荊山に住む王おう作さく新しん一族であった。彼らも客家であったが、開墾によって経済的基礎を固め、教育に力を注いで科挙合格者を生んだ。

　一八四八年の初め、地方の試験に合格して生せい員いんと呼ばれる学生身分をもっていた王作新は、自分が建てた廟が破壊されると、馮雲山を捕らえて地方政府に訴えた。その罪状は「上帝を拝めという妖書に借りて社しゃ稷しょく神しん明めい（国家の神々）を踏みにじっている」「ヨーロッパの旧約聖書に従い、清朝の法律に従おうとしない」というもので、これを取り締まって神々の怒りを慰め、自分たちを安心させてほしいというものだった。

　役人の取り調べを受けた馮雲山は、「古今の経典にも上帝を崇あがめよと書いてある」と反論して上帝崇拝の正当性を説き、すでに清朝がキリスト教伝道を認める告示を出していることを理由に冤罪を主張した。また彼は逆に王作新が生員の資格を武器に横暴を働いていると訴えた。結局のところ地方官は馮雲山に反逆の形跡は見当たらないと判断し、中国内地のカトリック信者を処分した例にならって故郷である広東へ送り返す判決を下した。

　この事件は既成宗教への挑戦を試みた上帝会が初めて経験した外部との摩擦であり、神々の権威によって移住民社会を統合していた有力移民と深刻な対立を引き起こした。これ以後、上帝会は有力者の組織した自警団である団だん練れんと社会の主導権をめぐって争い、反体制的な政治性を強く帯びることになったのである。








シャーマン・楊秀清の登場

　広西で布教活動の中心だった馮雲山が捕らえられている間に、上帝会ではもう一つ重大な変化が起こっていた。楊よう秀しゅう清せいと蕭しょう朝ちょう貴きという二人の会員に天父ヤハウエと天てん兄けいイエス・キリストが降臨し、お告げを発し始めたのである。

　楊秀清は紫荊山の人で、やはり広東から移住した客家だった。両親を早く失った彼は最下層の労働である炭焼きをしていたが、病気で片目を失うなど身体的なハンディキャップを負っていた。また蕭朝貴はチワン族の家庭に生まれ、蕭家の養子となったが、蕭家には男の子がいたために家族から冷遇されて苦しんだ。

　蕭朝貴によるお告げの内容を記した『天てん兄けい聖せい旨し』によると、初めて降臨したイエス・キリストは「朕はイエスである。指示を聞きたい者がいれば、お前の面前で話をしよう」と告げた。ついで洪秀全に「おまえは朕を知っているか」とたずねると、洪秀全は「存じております」と答え、蕭朝貴に乗りうつった霊魂が天兄キリストに間違いないことを認めている。

　こうした神がかりは、広西では降ジャン僮トンと呼ばれる南方系のシャーマニズムだった。紫荊山の降僮は甘王などの中級神を降臨させ、病気の治療法や男の子の出産方法などを伝授した。シャーマンはふつう専業の男性で、降僮を行うときには上半身裸となり、地面に激しく叩こう頭とうをくり返してトランス状態（入神状態）に入った。このため降僮を行うシャーマンはみな額に瘤があり、瘤が大きいほど霊験あらたかとされた。

　宣教師ハンバーグの著作によると、馮雲山の逮捕によって会衆に動揺が広がると、多くの者がトランス状態に陥って様々なお告げを発した。人々がその内容を記録して洪秀全に判断を求めたところ、彼が「まことなり」と認めたのが楊秀清、蕭朝貴のお告げであった。

　その様子は「楊秀清は父たる神（即ちヤハウエ）の名において語り、荘重な、かつ人を恐れさせる態度でほかの人々、ときには個人をさして、その罪を責め、彼らの悪事を暴露した。また善行をなすように勧め、未来のことを預言し、あるいは人々のなすべきことを命令した。彼の言葉は一般に聴衆に深い印象を与えた。蕭朝貴はイエスの名において語り、その言葉は楊秀清よりも穏やかであった」と記されている。

　通常であれば中級の神々が憑依するはずのシャーマンに、いきなり強力な唯一神が降臨すれば、信者たちの驚きと恐れは並大抵ではなかっただろう。この天父と天兄の下シア凡ファン（降臨）によって、それまで無名会員だった二人は上帝会で重要な役割を果たすことになり、やがて会内の序列でも上帝会の創設者である馮雲山をしのぐようになった。

　こうしたシャーマンの登場は決して特異な現象ではなかった。広西のように漢族移民と少数民族が対立と融合をくり返した辺境の多民族社会では、シャーマニズムが漢人集団の統合の中核としてしばしば招きよせられた。もともと漢族の社会はエリートの儒教文化、民衆の道教文化といった表層の文化に加えて、シャーマニズムの文化を根底にもっていたのである。また初めのうち、洪秀全はシャーマニズムを「六つの不正」の一つとして批判していた。だが洪秀全がこれを受け容れたことで、上帝会は中国社会の底層に深く食い込んだ。

　それではなぜ楊秀清がヤハウエの代言人として登場してきたのだろうか。彼は一八四八年から二度にわたって「口はきけず、耳は聞こえず」「耳から膿が流れ、目からも絶えず涙が流れ出した」という異常な病気に冒された。その結果、楊秀清は「自ら進んで他人の病気を引き受けようと祈り、しばらくの間その苦しみをこらえ、かくて他人の病気を身に贖あがなった」「人に代わって神の力を求め、病を治す力があると信じられた」とあるように、特殊な能力を帯びた異人と考えられるようになった。

　この身体的なハンディキャップをもった人間が人々の苦難をあがなうというモチーフは、中国の民間宗教に広く見られる現象だった。一八世紀末の白びゃく蓮れん教きょう反乱ではあばたのある人間が弥み勒ろく仏ぶつの生まれ変わりである「牛ぎゅう八はち（明朝の皇帝だった「朱」姓の文字を分解したもの）」に選ばれた。日本の一向一揆でも「平家語り」と呼ばれる盲目の琵琶法師や山伏が、その神々と交信する能力によって信者集団の中核になったという。上帝会は天父・天兄の下凡によって、中国ひいては東アジアの習慣に根ざした土俗的な宗教となったのである。








救世主と政治結社化

　ところで天父・天兄下凡の開始は、上帝会にもう一つ重要な変化をもたらした。楊秀清らは洪秀全をヤハウエの次子、キリストの弟としてその権威を強調すると共に、彼が来たるべき新王朝の君主であると主張し始めたのである。

　一八四八年四月に初めての天父下凡を行った楊秀清は、洪秀全が天から地上に派遣された「天下万国の真しん主しゅ」であると告げた。また洪秀全が幻夢を見たときに手に入れた「天王大道君王全」という言葉の意味について天兄キリストにたずねたところ、蕭朝貴は「あのとき天父と朕はおまえに兵権を与えたのだ」と答えた。

　古来中国には易えき姓せい革命の思想があり、天から命令を受けることは「兵権」つまり王権を与えられることだと考えられてきた。洪秀全の幻夢体験を聞いた信者たちは、洪秀全こそは中国の民間宗教でくり返し語られてきた「真しん命めい天てん子し（真の皇帝）」すなわち救世主に違いないと受けとめたのである。

　さらに蕭朝貴は洪秀全に対して「天父・天兄がおまえに権威を与える。おまえは兄弟たちを率いて、ともに天下を平定しなければならない」というお告げをくだし、洪秀全が地上の天国を樹立する使命を受けた者であるという人々の期待を具体的な形にした。この上帝会の政治結社への変容は、ユダヤ・キリスト教のメシア待望論が中国社会の文脈で読みかえられた結果であった。








偶像崇拝者としての皇帝

　こうした上帝会の変化と歩調を合わせるように、洪秀全は『原げん道どう覚かく世せ訓くん』を書いておよそ次のような歴代皇帝批判を展開した。




　中国の史書によれば、盤古から三代までは君も民もみな皇こう上じょう帝ていを礼拝していた。だが秦の政（始皇帝）のときに神仙の怪事という悪の端緒が開かれ、舜と禹を祀り、人をやって海上に神仙を探させるなどのデタラメが行われた。宋の徽き（徽き宗そう）は皇上帝を昊こう天てん金きん闕けつ玉ぎょく皇こう大たい帝ていと改称した。

　だが昊天金闕というのはともかく、玉皇大帝と称するのは皇上帝を冒瀆するものだ。皇上帝は世界中の人々にとって共通の父なのだから、どうして個人が勝手にその尊号を改めることができよう。宋の徽が金の捕虜となり、その子欽きん（欽きん宗そう）と共にゴビ砂漠の北で死んだのは当然だ。

　おまえたち世人はまだ帝のことがわかっていない。皇上帝こそが真の神である。俗世の君主といえども王と称すればそれで十分だ。ごくごくわずかでも、そのあいだの隔たりを勝手に踏み越えることは絶対に許されない。

　救世主イエスは皇上帝の太子だが、それでもただ主と称しただけだった。イエスでさえ帝を称することができないのに、他の何人があえて不遜にも帝を称することができよう。そんなことをする奴は身の程を知らぬ尊大な奴で、自ら永遠に地獄の災いを求める者だ！




　ここで洪秀全は、中国の歴代皇帝が上帝に対する信仰を失い、神仙や道教の神である玉皇大帝を拝んだ偶像崇拝者であると糾弾している。とくに「帝」の称号を用いることができるのは上帝のみだという認識に基づき、皇帝の称号を用いた彼らは「身の程を知らぬ尊大な奴」であり、北宋の徽宗、欽宗が北方民族に捕らえられたのはその報いであると非難した。

　それは必ずしも洪秀全の独りよがりな解釈とは言えない。もともと始皇帝が創った「皇帝」という称号は上帝や天に均しい絶対的存在という意味をもち、天の命を受けた有徳者である「天子」が天に代わって地上を統治するという儒教の理想とは相容れないものだった。その後儒教は国教化するなかで「皇帝」と「天子」の折り合いをつける努力を重ね、皇帝の称号は社会に定着した。ただし始皇帝については「焚ふん書しょ坑こう儒じゅ」によって儒教を弾圧した暴君と見なす考え方が儒者のあいだに残った。

　またユダヤ・キリスト教の思想的伝統では、「王の中の王」はまず唯一神であるヤハウエの尊称であった。初期のキリスト教はローマ帝国の神々や皇帝を崇拝することを拒否して迫害を受けたと言われる。中国でもプロテスタントに先立って伝えられたカトリックは、初めのうちイエズス会の柔軟な伝道姿勢によって王朝政府に公認された。だがその後、中国の伝統祭祀をめぐって発生した典礼問題をきっかけに禁教処分を受け、日本のキリシタンほどではないが弾圧を受けた。唯一神信仰と皇帝権力は厳しい緊張関係を伴うものだったのである。

　これらに触発された洪秀全は、上帝のみに使われるべき皇帝の称号を地上の君主が用いたことは天に対する冒瀆だと主張した。この論理に従えば時の清朝皇帝であった道光帝も「永遠に地獄の災いを求める者」ということになる。

　このころ広東ではアヘン戦争の敗北によって清朝の権威が失墜し、地方政府の腐敗に怒ったエリートたちが納税を拒否したり、科挙試験をボイコットする「抗こう官かん」風潮が広がっていた。それらの事件は清朝支配の正統性そのものを否定するものではなかったが、天父と天兄の下凡が伝えた救世主に対する期待は、洪秀全の思想と上帝会の行動が体制の枠組み内に留まる必然性を相対化したのである。

　『勧世良言』はキリスト教がローマ帝国内に広がった時期の「人は皆、上に立つ権威に従うべきです。神に由来しない権威はなく、今ある権威はすべて神によって立てられたものだからです」という聖書の一節を紹介し、地上の権力への服従を説いた。著者の梁発が強い関心をよせたのは人間の死後の裁きや魂の救いだったのである。いま上帝会が清朝の打倒をめざすことは、彼らの活動が『勧世良言』の影響下から離れることを意味した。それは宣教師から見れば予想外の結果であり、長くキリスト教が禁止されていた中国で、書物のみを媒介として伝道することの難しさを示していた。








「太平の日」を求めて

　上帝会はいつから武装蜂起の準備を始めたのだろうか。一八四九年に天兄は「洪秀全を早く金きん竜りゅう殿でんに座らせる」ことについて語ったが、それ以上具体的な記録は現在のところ見あたらない。だが一八五〇年四月に天兄は「太平の事は決まった」というお告げを下し、皇帝が着る衣装である黄色い袍パオ（長衣）を試着した洪秀全に対して「身を隠せ。外部の者に見せてはならず、大事な計画を知られてはならない」と軽率な行動をたしなめた。またこの時期には上帝会員が財産を売り払い、武器および食糧調達の資金を献ささげる動きが始まったが、天兄は「このことは秘密にやる必要があり、軽々しくやるな」という指示を与えている。

　だが上帝会が信者を増やして影響力を拡大すれば、様々な紛争に巻き込まれるのは不可避なことだった。一八五〇年初めに貴県で「来らい土ど械かい闘とう」と呼ばれる武力抗争が発生した。ここで「来」とは後発の移民である客家、「土」とは先住民であるチワン族や漢族の早期移民をさす。また械闘とは武器をもって争うことを意味した。この来土械闘が発生すると、行き場を失った客家の人々は上帝会を頼り、後に翼よく王おうとなる石せき達たっ開かいに率いられて、地方の有力者が組織した団練と戦った。

　石達開は客家の父親とチワン族の母親のあいだに生まれた。有力移民が富と権力を独占するなか、同じく社会の下層にいた客家とチワン族は助け合って暮らしていたからである。だが残された利益をめぐって両者のあいだに抗争が発生したとき、チワン族の団練を率いたのは石達開の母の一族だった。上帝会の勢力拡大は二つの民族の境界線上にいた人々を引き裂く形で進んだのである。

　桂平県の西部地方、桂平の東側にある平へい南なん県けん、広東の西部でも、上帝会員が有力移民から告発を受けたり、団練と武力衝突する事件が相次いだ。

　このとき天兄は「忍耐することが先だ」「いまは旗をあげるべきではない。多くの兄弟が集まることができなくなってしまうからだ」というお告げをくだし、全面衝突を避けつつ火薬を購入するなど蜂起の準備を進めるように指示した。

　一八五〇年七月下旬、広東にいた洪秀全の親族が広西に呼び寄せられた。蜂起によって彼らが清朝に捕らえられ、殺されてしまわないようにするためである。また六月に天兄は「妖と妖が殺し合って疲れ切るのを待って、天父と天兄が聖旨を各地に発して事をなす」というお告げを下した。ここで「妖と妖が殺し合う」とは天地会系の武装集団と清軍の戦闘をさしている。

　そのうち天地会の首領数人が上帝会との提携を申し出てきたが、上帝会が粥を食わせて彼らの心を試したところ、彼らの多くは厳しい戒律について行けず、清軍に投降して上帝会と敵対した。だが首領の一人だった羅ら大だい綱こうは上帝会に参加し、後に太平天国の有力な武将として活躍した。上帝会の蜂起準備が様々な勢力がうごめき、しのぎを削る混乱のなかから慎重に進められたことがわかる。
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　一八五〇年秋になると「八方に炎が起ち、もはや止むことはない」という天兄の言葉が現実になった。八月に貴県の会衆は家族ぐるみで桂平県の西部へ移動し、ここの会員と共に九月に金田村へ到着した。また広西南部の上帝会も北上を開始し、一一月に金田村へ到達した。洪秀全が身を隠していた平南県では一〇月に会衆の動員が始まった。知らせを受けた地方官が弾圧のための軍隊を派遣すると、健康を回復した楊秀清の指揮のもと一二月下旬に上帝会はこれを打ち破り、洪秀全を金田村へ迎え入れた。

　伝承によると、このとき金田村の奥にある陣地跡に集結した上帝会員は、地面に置かれた旗がひとりでに立つまで祈る「拝はい旗き」という儀礼を行って蜂起を宣言した。現在もそのときに使われたという土台の石が残っている。またそれまでに秘かに製造され、陣地裏の池に隠しておいた武器を取り出し、これを「天父から賜った贈り物」として人々の士気を鼓舞した。二万人の会衆（うち戦闘が可能な壮年男子は三〇〇〇人ほどだったという）は頭に紅巾を巻き、辮べん髪ぱつを切って清朝に対する抵抗の意志を明確に示した。

　一八五一年一月には洪秀全の名で五つの軍令が発せられ、命令に従うこと、男女を別々の集団にすること、略奪を行わないこと、頭目の指揮のもと心を合わせて戦って、決して退かないことなどを定めた。実際に戦いが始まると、毎回の戦闘で命令に従わなかった者が二、三〇人も殺されたため、みなが必死で戦うようになったという。こうして一四年におよぶ太平天国の戦いが始まったのである。






二　約束の地に向かって






その名は太平天国

　太平天国はどのように中国を席巻する勢力に発展したのだろうか。

　洪秀全を金田村へ迎え入れた上帝会は、一八五一年一月に清朝の政府軍と本格的な戦闘を開始した。はじめ彼らは金田の東にあった米の集散地を占領し、広東をうかがう姿勢を見せた。だが三月には本来の根拠地であった紫荊山へ軍を返し、さらに西北方面を転戦して蜂起に間に合わなかった会員たちを糾合した。

　清朝は上帝会がそれまで広西で活動していた武装勢力とは異なり、旺盛な戦闘意欲をもっていることに気づいた。地方長官である広西巡じゅん撫ぶの周しゅう天てん爵しゃくは、上帝会がキリスト教の影響を受けていること、二五人を一隊とするなど整った組織をもち、兵法に通じた読書人がいるために巧みな用兵で清軍に打撃を与えていると報じた。とくに上帝会が太平天国を自称し、新王朝創設の意志を明確に示したことは清朝側の注意を引いた。

　一般に太平天国は一八五一年一月の洪秀全の誕生日に建国されたと言われるが、実際はいつ、どこで太平天国という国名が決まったかは明らかではない。洪秀全も早くから「太平王」を名乗っていたが、のちに一八五一年三月を天王への即位日として記念するようになった。また太平天国という国号は、上帝ヤハウエの庇護のもとで一切の対立や不公正を解消し、中国古来の「大同」の理想を実現する地上の天国という意味だった。私たちもこれ以後は上帝会を中心とするこの集団を太平天国、その軍隊を太平軍と呼ぶことにしたい。








清軍の無力

　清朝は太平天国が危険な存在であることを認識したが、これを弾圧するための有効な方法をもっていなかった。多民族王朝である清朝は満洲人、蒙古人などの旗き人じんからなる八旗と漢人中心の緑りょく営えいという二つの軍をもっていた。建国当初は勇猛をうたわれた八旗であったが、清代中期になるとその組織は旗人とその家族を養うことに重点が置かれ、戦力としての役割は低下した。これを補うべく設けられたのが緑営であったが、清朝の制度では軍と警察の区別がなかった。緑営の将兵は各地の警備のために分散して配置されることが多く、治安維持を超えた役割を担うことが難しかった。

　一九世紀に入ると清朝の軍隊は八旗、緑営を問わず弱体化が進んだ。この頃広西へ派遣された旗人将校の烏ウ蘭ラン泰タイは、アヘン戦争に敗北してから清軍の士気低下を指摘する声があったが、今回その現実を目の当たりにして驚いたと述べている。彼によると、平和が長く続いた結果、将兵で戦いを知っている者は少ない。上官の命令も徹底されず、「敵陣で一発銃声が響けば兵たちは驚き慌て、たまたま誰かが負傷すると全軍が退却しようとする」ために戦っても勝利できない。実際にある戦いでは、七人の太平軍兵士が訓練不足の緑営兵一〇〇〇人の守る陣地に向かったところ、緑営兵は陣地を捨てて逃亡し、これをきっかけに清軍は多くの戦死者を出して敗れた。烏蘭泰は「一〇〇〇人の官兵が七人の賊にかなわないのでは話にならない」と憤慨している。

　だが清軍が無力だった実際の理由は、司令官の事なかれ主義と諸将の不和にあった。烏蘭泰は地方長官が敗北を勝利と偽ったり、殺した敵の数を多く、損害を少なく報じて処罰を免れるようとする弊害があると指摘している。その結果将兵たちは苦労が報われず、ますます萎縮して戦おうとしなくなるという。指揮官同士の対立も深刻で、烏蘭泰も漢人出身の提督である向こう栄えいと意見が合わなかった。

　八月に清軍は紫荊山へ戻った太平軍を包囲したが、烏蘭泰は向栄の手柄になることを嫌って応援の兵を送らず、太平軍に脱出のチャンスを与えてしまった。山内を転戦するなかで塩と食糧の不足に苦しんでいた太平軍はこれで息を吹き返し、九月に平南県で追撃してきた清軍を撃破した。そして二手に分かれて北上した太平軍は永えい安あん州しゅうへ向かったのである。








洪秀全と五人の王

　一八五一年九月に太平軍が占領した永安州は、城壁の四周を合わせても八〇〇メートルほどの小さな山城であった。だが太平天国にとっては初めて占領した行政所在地であり、ここで彼らは半年のあいだ新王朝のかたちを模索することになった。

　永安州を占領すると、太平天国は州の役所の壁に黄色い紙を貼り、洪秀全らの宮殿として用いた。門には一対の竜が描かれ、廊下には黄色に紅文字で「王府」と記された灯とう籠ろうが掲げられた。また紅色の絨じゅう毯たんが敷かれて威厳ある空間を演出した。城の周囲は清軍の攻撃に備えて防禦態勢が整えられ、東西二つの砲台や土塁が築かれた。

　一八五一年一二月、洪秀全は詔を発布して五人のリーダーを王に封じた。その筆頭は正軍師の楊秀清で、彼を東の国々を支配する東王とした。続いてもう一人のシャーマンだった蕭朝貴を西の国々を支配する西王に、副軍師の馮雲山を南王に、金田村の住民で蜂起の準備に功績をあげた韋い昌しょう輝きを北王にそれぞれ封じた。さらに貴県のリーダーだった石達開を翼王として補佐させることにした。

　この詔は上帝ヤハウエだけが「真の神」であり、地上の支配者が皇帝を名のることは許されないという主張を踏まえ、洪秀全と楊秀清以下の五人、つまり六人を王としている。ここで王とは秦の統一以前の中国に存在した封建国家の君主で、洪秀全の称号である天王は周代に用いられた。東王以下の諸王は天王の臣下であるが、身分的にはみな均しく王だった。中国の歴代王朝では皇帝が皇族や功臣を王に封じており、太平天国もそれにならったと考えられる。

　また上帝教は、すべての人々を上帝の子女と見なす大家族主義と並んで、小家族主義と呼ぶべき特異な家族観をもっていた。そこでは洪秀全は天父がその妻との間に親しく生んだ次男（長男はイエス）であり、五人の王たちも三男以下の兄弟（三男は馮雲山、四男は楊秀清）として位置づけられた。彼らは洪秀全を補佐する役割を担って地上に派遣された者たちと考えられたのである。このため洪秀全は彼らを「同はら胞からの弟」と呼ぶなど、その区別は皇帝と臣下の関係のように絶対的ではなかった。

　次に東王楊秀清がもっていた軍師という称号は、『三国志演義』の諸しょ葛かつ亮りょう孔こう明めいなど用兵に巧みな参謀を思い起こさせる。太平天国の軍師は「国務を総理」する者を意味し、蕭朝貴以下の四人の王は楊秀清の統率に従うものとされた。元々洪秀全は人前に出ることが少なく、清軍が捕らえた太平軍将兵は太平天国の君主が誰なのか供述がまちまちだったという。五王制の宣言はこうした混乱を収拾し、「真主」として多分に宗教的な権威である洪秀全と、軍事、政治面での権限を担った楊秀清および他の王たちの役割を明らかにするものだったと言えるだろう。








「官」への上昇志向

　次に洪秀全は全軍に対して戦闘時の功績、過失を記録するように命じ、戦死者と功績のあった者については「小しょう天てん堂どう（地上の天国）」に到達したときに官職を与えると宣言した。そこでは両りょう司し馬ば（二五名を統率する下士官）から総そう制せい（一軍の将）に至る階級制度が示され、太平軍の編制が整えられたことを示している。また別の詔は「功績が大きければ丞じょう相しょう、検けん点てんなどに封ぜられ、小さくとも軍ぐん帥すいの職を世襲して、朝廷で高貴な服を身につけることができる」と述べ、勝利後の栄光を約束することで人々を鼓舞した。

　日本の太平天国史研究者として知られる小島晋治氏は、こうした太平天国の「官」志向をドイツ農民戦争と比較し、農民が農民として解放されず、農民であることを放棄して官への上昇をめざすという点で農民戦争とは評価できないと述べている。

　また日本の百姓一揆では農民が大名や武士への身分的上昇を要求することは考えられないと述べたうえで、科挙制度によって社会的身分が流動的な中国社会の特質が、中国の農民反乱に「昇シェン官グワン発ファー財ツァイ（官となって財産を築く）」という官界への強い上昇志向を刻みこんだと指摘した。挙兵時に上帝会員もなぜ太平軍に加わるのかと問われ、「おれは太守だ、将軍になるんだ！」「私は貴婦人よ！」などと叫んだという記録があり、太平天国の参加者が救済の具体的な形として官僚就任や高貴な身分への上昇をイメージしていたことは間違いない。








矛盾する儒教的倫理の評価

　このような太平天国の伝統王朝としての性格は、キリスト教の影響を受けた上帝教の教義とある意味で矛盾していた。それが端的に表れたのが儒教的倫理をめぐる評価であった。すでに見たように洪秀全は儒教を偶像崇拝として否定し、蜂起後も太平軍は行く先々で孔子廟などを破壊した。

　だが太平天国が出版した青少年向けの教育書である『幼よう学がく詩し』は、「天朝は厳粛なところ、天子の威厳は張りつめ、生かすも殺すも天子の御意なれば、諸官はなべてそむき得ず」と述べるなど、儒教的な視点から洪秀全の権威を強調した。また臣下、親子、兄弟、夫婦のあるべき姿について言及し、女性に対しては幼いときは親、結婚後は夫、老後は息子に従う「三従の道」を説いている。

　さらに洪秀全が人々に厳守を求めたのが男女の隔離で、永安州でも違反者は即刻斬首するという命令を発した。彼がこの禁令にこだわった背景には、歌垣などに見られる性に関する開放的な習俗を貶めてきた読書人のまなざしがあった。

　ちなみに永安州で太平天国は多くの書籍を出版あるいは編纂した。この自分たちの主張を書籍という形で広め伝えようとする努力は、他の農民反乱に見られない太平天国の特徴だった。太平天国独自の暦である天暦を作成したのもこの時期で、新王朝の創設に不可欠な事業だった。このように太平天国は読書人の影響を際立たせながらその統治体制を形作ったのである。








聖庫制度

　ところで永安州時代の太平天国はどのようにして食糧を確保したのだろうか。この地は客家が多く住んでいた地域で、太平天国は小作人だった彼らの支持を得て刈り入れた収穫物を折半し、手に入れた食糧を聖庫と呼ばれる公有の倉庫に収めた。これは「飯があれば共に食い、衣服があれば共に着る」という上帝会の理想を実現するための制度で、永安州では米以外の財物もすべて聖庫に収めるように命令が出された。こうして集められた兵糧は半年分近くあったと言い、現在も聖庫の跡地からは炭化した米が大量に出土している。

　こうした制度の根拠となったのは、聖書でイエスが「何を食べようか、何を着ようかと言って思い悩むな」「天の父は求める者によい物をくださる」と説いた山上の説教だったという説がある。また辺境の移民が相互扶助のために作った宗族では、祖先祭祀などの名目で一族共有の財産である族田を作り、その収入の一部を貧しい家族や寡婦、孤児などの救済にあてていた。聖庫制度は生存の保障を願う移民たちの慣行と軍事上の必要から生み出され、太平天国が南京へ到達した後も社会制度として行われた。

　だが実際には二万人近い人々の食糧を確保することは多くの困難が伴った。李秀成は太平軍が彼の故郷に入ってくると、「村々の食糧や衣服はすぐに取られてしまい、人々が山奥に隠した食糧もやはり取られてしまった」と述べている。もともと貧しかったこの地域では、食糧の供出後は軍に加わる以外に生きる道がなかった。李秀成も「みなが飯を食えるのだから、逃げる必要はない」という太平軍の呼びかけに応じて従軍したと述懐している。また多くの土地を所有する有力者にとってみれば、食糧や財産の供出を求める太平天国の存在は脅威であった。永安州でも多くの有力者が逃亡するか、団練を組織して太平軍に抵抗したという。








反主流派に対する粛清

　さて清朝は全権大臣にあたる欽きん差さ大だい臣じんの賽サイ尚シャン阿ガ（旗人）を派遣して軍を統率させることにしたが、彼はなかなか前線に出向こうとせず、包囲した清軍部隊は相変わらず連携を欠いて攻めあぐんだ。こうしたなか、太平天国内部では一二月に天父ヤハウエが下凡し、清軍と内通した罪で周しゅう錫しゃく能のうを告発した。

　周錫能は故郷へ戻って金田蜂起に間に合わなかった会員を糾合し、太平軍との合流を図ったが、途中警戒が厳しかったために壮そう勇ゆう（傭兵部隊）になりすまして清軍陣地へ入った。彼はわずかな部下と共に永安州へ戻ったが、楊秀清は彼が「妖魔の頭かしら」である賽尚阿と通じて内応を図ったと断じた。そして周錫能と彼の妻、息子は公開斬首刑に処せられた。

　天父ヤハウエのお告げを記した『天てん父ふ下か凡ぼん詔しょう書しょ』は、処刑を前にした周錫能夫婦が天父の権威をたたえ、人々に自分たちのような誤りをくり返さないように忠告した部分があるが、いかにも作為的でそのまま事実とは受けとめられない。周錫能の故郷だった広西南部は楊秀清や蕭朝貴によるシャーマニズムの影響を余り受けなかった地域だった。他にも古参のリーダーでこの時期に姿を消した者がおり、楊秀清は天父下凡を利用して自分と意見の合わない反主流派を粛清したと考えられる。

　またこの頃の太平天国で排除の対象となった人物に洪こう大だい全ぜんがいる。彼は本名を焦しょう玉ぎょく昌しょうといい、湖こ南なんで天地会の反乱を起こしたリーダーの兄だった。彼自身は科挙に失敗した読書人で、太平天国に参加して様々な献策を行った。だが彼はシャーマンの楊秀清が軍事権を握ることを嫌悪し、「彼の妖術は古来事をなしえたことがない」「なんじの天父・天兄がいるのであれば、私はどうして用いられよう」などと批判した。結局洪大全は監禁され、太平天国が永安州を脱出したときに置き去りにされた。清軍は捕らえた洪大全の供述を真に受け、洪秀全の弟を捕らえる大戦果をあげたと報じたが、実のところ彼もまた楊秀清の反対勢力であったために排除されたのである。

　このように見ると永安州時代の太平天国は、延えん安あん時代の中国共産党とよく似た側面をもっていたことに驚かされる。この二つの勢力は辺境の根拠地で体制作りを進めたが、毛沢東は整風運動を進めて反対派を排除し、共産党内の指導権を確立した。同じように楊秀清は意見の合わない古参幹部を粛清し、太平天国内の軍事、政治的指導権を確立したのである。この二つの「革命」勢力の類似点は、後々彼らの作り上げた政権に抑圧的な体質を刻みこんでいくことになる。








北上と勢力の拡大

　金田蜂起に間に合わなかった広東西部の上帝会軍との合流を断念した太平天国は、一八五二年四月に包囲網を突破して永安州を脱出した。そして北へ向かい、広西の省都である桂けい林りんを急襲した。太平軍は追撃して来た烏蘭泰を戦死させ、城外の岩山に大砲をすえて攻撃を加えたが、城を陥落させることはできなかった。すると太平軍は再び北へ向かい、広西と湖南の省境にある全ぜん州しゅうを攻めた。全州の清軍守備隊は太平軍の猛烈な攻撃に逃げ場を失い、必死に抵抗した結果全滅した。この戦いに驚いた人々は、太平軍が王を殺された報復のために住民を虐殺したという「全州屠と城じょう伝説」を作って宣伝した。

　六月に全州を退出し、さらに北へ軍を進めた太平天国は、蓑さ衣い渡とで江こう忠ちゅう源げんが率いる楚そ勇ゆうの抵抗にぶつかった。江忠源は湖南出身の挙人で、義勇軍である楚勇を組織して太平軍の湖南進入を防ごうとしたのである。この戦いで太平軍は敗北し、馮雲山が戦死した。すると太平天国は南へ進路を変え、道どう州しゅうを占領し、ここで二カ月のあいだ軍を休息させた。

　この間太平天国は軍の拡大と再編制に努め、客家を含む新たな参加者を得た。これを新しん兄きょう弟だいと呼び、蜂起以来の参加者である老ろう兄きょう弟だいと区別した。八月に軍を東へ移動させた後も参加者は増えて、蜂起当初の二万人の規模を回復し、戦闘可能な兵力も一万人を超えた。このように太平天国が勢力を拡大した背景には、中国とくに華南地方の社会がかかえていた構造的な問題があった。






[image: ]






　一八世紀の中国は人口爆発の時代であった。それまで一億人前後で推移していた人口が、三億人へ増えたのである。むろん一八世紀の人口増加は温暖な気候の影響もあって世界的に見られる現象だが、政治的に安定していた清朝統治下の中国はその増加ぶりも突出していた。

　それは同時代の日本と比較するとよくわかる。戦国時代に一五〇〇万人程度だったと言われる日本の人口は、戦乱の終息や新田開発の結果もあって江戸時代前期に三〇〇〇万人近くまで増えた。だが一八世紀を通じて見るとその後人口は増えなかった。社会の基礎となるイエ制度や本百姓の経営規模を維持するために、次男以下の男子を「人口の蟻地獄」と言われる江戸へ丁稚奉公に出したり、耕地を相続できず小作人となった息子夫婦が子孫を残せないまま死亡し、人口が抑制されたためと言われている。

　いっぽう中国の場合は違った。当時の日本では一子相続が一般的だったのに対して、中国では息子たちに財産を均等に分割する均分相続が行われていた。科挙合格者を生むためには多くの男子を生み育て、競争させて社会的に成功する可能性を高める必要があったからである。だが均分相続は財産の分割を伴うため、世代がくだる度に一人当たりの取り分は減少する。これを補うために行われたのが国内のフロンティアあるいは海外への移住で、清代には四し川せん、台湾や東南アジアに多くの漢族移民が移り住んだ。華南の広西、湖南といった地域も多くの移民が入植しており、だからこそ客家の人々がこの地に住んでいたのである。

　一九世紀に入る頃には、中国国内の入植地は飽和状態になっていた。それを示すのが四川で発生した白蓮教反乱で、入植後も不安定な生活に苦しんだ移住民が帰依した民間宗教が起こした反乱だった。同じ時期に台湾でも移民同士の利害衝突をきっかけに天地会の反乱が起きた。

　またイギリスが中国とのあいだにアヘン交易を始めると、それまで中国経済の繁栄を支えていた銀が大量に流出し、国内とくに南部の各省は不況にみまわれた。湖南でも耕地や職を得られない移民が多くなり、先住の漢族や少数民族と衝突したり、西南中国に広がった民間宗教である青せい蓮れん教きょうや天地会系の結社に庇護を求めた。湖南南部で太平天国に加わった人々もこうした組織の会員が多く、実際に太平天国の工作員が広東北部で活動していた天地会のメンバーと連絡を取り、彼らに太平軍へ合流するように促したことを示す供述書などが見つかっている。

　これと並んで見逃せない点として、現状に不満な地域リーダーの太平天国への参加が挙げられる。彼らは一定の経済的基盤をもちながら、科挙に合格していないために官僚に就任するチャンスがない新興勢力で、人口増加に対応できない地方行政の隙間をぬうように政治的な影響力を拡大していた。

　当時銀納を原則としていた土地税の負担は、銀の海外流出に伴う銀貨の高騰によって、それまでの銀一両あたり銭一千文程度から倍以上に増えた。漕そう米まいと呼ばれる北方へ輸送する米の負担についても、様々な名目の付加税が取り立てられた。

　これらの地域リーダーは税負担に苦しむ人々の先頭に立って異議を申し立てたが、清朝の地方政府はこれを反政府的な運動と見なして武力で容赦なく弾圧した。こうしたリーダーのなかには本人あるいは親族が天地会系の組織に加わっていた者もおり、太平天国が湖南に入ると東とう安あん県の蔣しょう[image: ]ひん（元生員で弟は天地会員）、瀏りゅう陽よう県けんの周しゅう国こく虞ぐ（徴ちょう義ぎ堂どうと呼ばれる天地会系組織の首領）、岳がく州しゅうの晏あん仲ちゅう武ぶなどが工作員の呼びかけに応えて蜂起した。なかには明朝復興のシンボルである「天てん徳とく王おう」の名前をかかげ、独自に蜂起して合流しようとする者もいた。彼らは清朝の統治に失望して太平天国に呼応したのであり、これらの人々が参加することによって太平天国は全国的な規模の反乱に拡大していくのである。








長沙攻撃と長江進出

　湖南南部で勢力を拡大した太平天国は、一八五二年九月に三〇〇〇人の兵を派遣して湖南の省都である長ちょう沙さを急襲した。洪秀全と同じ広東花県の出身だった湖南巡撫の駱らく秉へい章しょうはすでに長沙の防備を固めており、攻撃は失敗して蜂起以来先鋒隊を率いていた蕭朝貴が戦死した。この知らせを受けた洪秀全、楊秀清の本隊も北上し、約八〇日にわたって長沙を包囲して攻撃した。

　太平軍は湖南南部で加わった鉱山労働者で「土ど営えい（工兵部隊）」を編制し、長沙城の下へ向かって坑道を掘って爆薬をしかけ、城壁を爆破する作戦を試みたが成功しなかった。また湘しょう江こうの西岸に進出した部隊は清軍に損害を与えたが、城の包囲を完成して清軍の補給路を遮断することはできなかった。

　一一月末に太平軍は長沙を撤退し、途中数百隻の船を手に入れると洞どう庭てい湖この東岸を水陸に分かれて北上した。兵力を長沙に集中させていた清軍はこの変化に対応できず、湖南東北部の要衝である岳州は陥落した。

　長江への連絡口にあたる岳州の占領は、太平天国の戦略に変化をもたらした。広西で蜂起した当初、洪秀全は「小天堂」への到達を目標にかかげたが、それが具体的にどこをさすのかは明らかではなかった。湖南南部で活動していたときの太平天国では広西に戻ることを願う者、広東へ進出すべきだと主張する者などがいた。このとき楊秀清は「すでに虎の背中に乗ったのだ。どうして恋々とすることができようか。今日の上策は広東、広西を棄てて顧みず、真っ直ぐ突き進むことにある」と述べて北進を促した。

　また長沙撤退後に多くの船を獲得すると、楊秀清は「これは天父が賜ったものだ。天に逆らうことは不吉である。まさに進撃方向を変えて洞庭湖へ向かい、岳州をめざすべきだ」と主張した。

　洪秀全は「中原」と呼ばれる中国文明の発祥地で、客家の伝承上の故郷である河南に都を置くことを望んでいた。そこへ湖南のある船頭が「河南は水路の便が悪く食糧もなく、敵に囲まれたら救いようがない」「河南は中原の地ではあるが、堅固さという点では江南に及ばない」と進言した。これを聞いた楊秀清は、長江を東進して南京をめざすことを決めたという。








「賊に恩を感じる」

　この時期の太平天国の進撃ぶりは人々に強い印象を与えた。太平天国は楊秀清の強力な指導力のもと、「民家に右足を入れた者は右足を切る」という厳しい軍律を定めた。湖南南部で天地会系組織のメンバーが太平軍に加わると、太平天国は新たに編制した部隊に彼らを編入して管理し、略奪した物品を私蔵することを禁じた。

　別の規定では、将兵が勝手に村に入って食事を取ったり、民家を壊したり、軍に物を売りに来た地元民を捕らえて人夫にすることを禁じた。また負傷した者、身体の弱い者、身寄りのない者を「同じ上帝の子」としていたわり、馬に乗せたり、他の兵士が担いだり、薬を与えるなどして見捨ててはならないと命じている。

　その結果生まれた太平軍の厳格な規律と統率力の高さは、略奪、殺人の絶えなかった清朝正規軍や壮勇などの傭兵部隊と対照的であった。ある読書人は次のように記録している。




　賊（太平軍）は人を誘い脅すことに長たけている。一つの街や村を通過する前に告示を出して人々を安心させ、食物を買う必要があれば余分に金を払う。あるいは財産家の名前をあげて金や財産を差し出させるが、厳密に勘定する訳ではなく、与えさえすれば騒ぎを起こさない。もし土着の匪賊が略奪をしたり、兵士でニワトリなどを盗む者がいれば、賊は必ずこれを斬首して見せしめとする。このため進軍先でわが兵（清軍）が食物を買おうとしても誰も出てこないが、賊は逆に満腹して去る。ついに主客が転倒して、人々は兵を仇と見なし、賊に恩を感じるようになるのである。




　他の記録によると、太平軍は清軍将兵や下層役人、清朝から官位を与えられた者などは問答無用で殺したが、一般の人々を虐待せず、進撃先で食事を提供させる程度だった。また兵士が女性のいる家に入ることを許さず、物の受け渡しも直接は行わなかった。これに対して清軍将兵、わけても潮ちょう勇ゆうと呼ばれた広東東部出身の傭兵が行う略奪や暴行は「ほとんど生きた人間を残さない」程に激しかった。

　実のところ清軍の略奪行為は軍の腐敗だけでなく、兵へい站たんが後方に取り残されて補給が続かず、給料の欠配が続くといった構造的な問題にも原因があった。烏蘭泰の死後、太平軍追撃の中心となった向栄は評判の悪かった潮勇を解散させたが、かえって略奪の被害が拡大したために彼らを引き続き用いざるを得なかったという。

　この様子を見たある清朝官僚は「およそ民は国のもといである。賊が略奪しないことでわが民を誘い、官兵が騒ぎを起こしてわが民にせまっているのは、民の心を駆りたてて賊へ向かわせているようなものだ。民心が去ってしまったら、天下は誰が共に守るというのか」と清軍将兵の無軌道ぶりを批判した。太平天国が急速に勢力を拡大したのは、清軍に対する人々の信頼の失墜にも後押しされていたのである。








滅満興漢の主張

　このように太平天国が人々の支持を取りつけながら、勢力を拡大する過程で提起したのが滅めつ満まん興こう漢かんの主張であった。一八五二年に楊秀清と蕭朝貴の名義で発せられた「天を戴いただいて胡を撃つ檄文」は次のように述べている。




　あぁ、天下は中国の天下であって、胡こ虜りょの天下ではない。衣食は中国の衣食であって、胡虜の衣食ではない、子女人民は中国の子女人民であって、胡虜の子女人民ではない。ああ、明の失政以来、満洲は戦乱に乗じて中国をかき乱し、中国の天下を盗み取り、中国の衣食を奪い、中国の子女人民を犯し虐げている。しかるに中国は国土が広く、人口が多いがゆえに胡虜の横行に任せ、恬てんとしてこれをとがめない。中国の人はこうべをたれてその下風に立ち、甘んじてその臣僕となっている。中国にはこれほどまでに人物がいないのか？

　あぁ、中国は頭、胡虜は足である。中国は神州、胡虜は妖人である。中国を神州と名づけているのはなぜか？　天父皇上帝は真の神である。天地山海はみなその創造にかかる。だからかつて中国を神州と呼んだのである。胡虜を妖人と見なすのはなぜか？　蛇魔である閻えん羅ら妖ようは邪鬼である。韃だっ靼たんの妖胡はただそれだけを崇拝する。だから現在胡虜を妖人とみなすのだ。しかるに足が頭の上に乗り、妖人が神州を盗み取り、わが中国をことごとく妖魔に変えてしまっているとは。




　檄文は清朝および満洲人、蒙古人などの旗人を「胡虜」「妖人」と激しく罵り、「中国の人」すなわち漢人の手によって「中国」を取り戻せと訴えている。『原道覚世訓』は歴代皇帝を偶像崇拝者と位置づけ、その系譜に連なる存在として清朝皇帝を批判した。だが檄文は旗人を人々に罪や害をもたらす「蛇魔」、あるいは「閻羅妖」を崇める偶像崇拝者として排撃し、その一掃を唱えている。この檄文は金田蜂起に参加した読書人の手になるものと考えられ、現代の目から見れば漢族以外の人々を「夷い狄てき」として排撃する華夷観念が濃厚に現れている。

　多民族王朝であった清朝の君主はいくつかの顔をもっており、漢人に対して皇帝として君臨すると共に、遊牧民に対しては大ハーン（汗）として君臨した。またモンゴル人の有力者に王号を与えたり、チベットに対してはチベット仏教の宗教的権威であるダライ・ラマを擁護するなど柔軟な支配を行っていた。

　だが近世の東アジアでは清朝の成立を「華夷変態」即ち中華帝国としての正統性をもたない異民族統治と見なす考えがあった。朝鮮や日本では清朝はもはや「中華」を代表せず、自分たちこそがその正統な後継者だと見なす「小中華」思想が生まれた。似たような現象は中国国内でも見られ、政府に禁圧されていたにもかかわらず反モンゴル主義などの形をとって底流として存在していた。読書人を対象としたこの檄文も北方民族の支配に従わなかった文人の名前を挙げ、「諸君は読書をして古いにしえのことは知っているが、今の恥はいささかも知らないのか」と問いかけている。

　また清代に弾圧を受けた白蓮教や天地会が掲げた「反清復明」などのスローガンも、下層社会で影響力をもった政治的な言説であった。太平天国が出したもう一つの檄文「天を戴いて妖を討伐し、世を救い、民を安んじる布告」は、天地会系組織の出身だった団練兵士に対して「なんじら壮丁の多くは三合会の会員である。洪門が血をすする儀礼を行うのは、実に心と力を一つにして清を滅ぼすためではなかったか」と訴えた。

　さらに清朝初期に平西王に封じられた呉三桂らが三藩の乱で敗北した後は、漢人で王号を受けた者はいなかった。太平軍は岳州を占領すると、かつて呉三桂の軍が用い、地中に埋められていた大砲を掘り出して船に備えつけたという。それは太平天国が漢人の王としての正統性をもっていることを主張する行為だった。








「中国人」の発見

　ところでこの檄文で特徴的なのは、「中国」「中国の人」という用語が多く用いられた点であった。中国社会が「中国」という語を自称として用いる頻度は時代によって差があり、明代は比較的多かったが、清代に入ると減少して「天朝」といった表現が増えたという。だがこの檄文に限らず、太平天国は満洲人王朝である清朝に対抗する意味をこめて「中国」を多用した。

　なぜ太平天国は「中国」という語を多く用いたのだろうか。その理由は洪秀全が初めてキリスト教と触れた伝道パンフレットである『勧世良言』にあった。著者である梁発はChineseの訳語として「中国人」を用い、これを「西方の善人君子」である宣教師と並んで用いた。そこではヨーロッパは「夷狄」ではなく、「西方」という価値判断を伴わない中立的な概念で表現されている。こうした発想は当時の中国においては珍しいことであった。洪秀全もヨーロッパも中国も同じく上帝の加護を受けた国なのだから、「どうして互いに侵略したり、併合したりするなどの考えをもってよいものだろうか」などと述べている。

　このように見ると、太平天国はヨーロッパとの出会いを通じて、「中国人」という後の民族的アイデンティティーの境界を形づくる「われわれ」を発見したことがわかる。そして彼らが現実の中国社会を批判するための表象としたのが満洲人王朝としての清朝とその担い手である旗人だった。したがって太平天国のいう「中国人」には北方民族が含まれず、清代に新たに版図に入った新しん疆きょうなどの広大な地域も「中国」には含まれなかった。

　実のところ、八旗駐屯地での旗人と漢人のトラブルなどを除くと、華南の辺境に住む人々にとって旗人は必ずしも身近な存在ではなかった。先の檄文は清朝が貪欲な汚職官吏を派遣して人々を貧困に突きおとしたと非難したが、汚職に手を染めた者は多くが南方出身の漢人官吏だった。また檄文は清朝が中国の髪型、倫理道徳、制度ひいては言語を破壊し、辮髪や北京なまりを強制したと主張している。だがここで言う中国の失われた伝統とは、辺境で貧困に苦しんだ客家などの下層移民がもっていた「自分たちこそは正統な漢人の末裔」という屈折した自己認識の現れだった。

　つまり太平天国の滅満興漢の主張は旗人を偶像崇拝者と見なすことで「創り出された」言説だったと言えるだろう。社会の歪みを生んだ原因は王朝統治そのものにあり、人々が生活のなかで清朝が満洲人王朝であることを意識する機会は多くなかった。だが逆に実感がなかったからこそ、太平天国は「民族浄化」を連想させる激しい言葉で旗人への敵意を煽ったのである。








大都市の「富」との出会い

　岳州を出発した太平天国は長江沿いに湖北省の武ぶ漢かんへ向けて進撃した。武漢は長江中流域の中心都市で、長江南岸の省都である武ぶ昌しょう、北岸の漢かん陽ようおよび商業中心地の漢かん口こうからなり、武漢三鎮と呼ばれた。だがここを守る清軍の兵力は数千名に過ぎず、清朝側は各地に分散していた兵力を武昌城に集めて防衛しようとした。

　一二月下旬に太平軍はまず漢陽を占領し、長江に架けた浮き橋を渡って武昌城を包囲した。太平軍を追撃して来た向栄が郊外に姿を見せ、武昌城内の守備隊と連携しようと試みたがうまくいかなかった。一八五三年一月に地下に坑道を掘った太平軍は城壁を爆破し、城内へ突入した。慌てた清軍はほとんど抵抗できずに壊滅し、太平軍は武昌を占領した。城内に隠れた清軍将兵に対する捜索と殺戮が行われ、清朝の官僚や有力者は殺されるか家族もろとも自殺した。

　武昌は太平天国が初めて占領した省都クラスの都市であった。入城した太平軍は人々を集めて「講こう道どう理り」と呼ばれる上帝教の宣伝活動を行い、男女それぞれ二五人を一組として「館」と呼ばれる組織に収容した。

　つぎに行われたのが「進しん貢こう」と呼ばれた物品の献上で、進貢公所を設けて人々に金銀や食糧、家畜や茶葉などを献げるように求めた。人々は初め模様眺めをするか、兵役を免れることを期待して貢物を献げたが、やがて「隠した金銀が発見されたら、家中を斬首する」という命令が伝わり、怯えた人々は争って家中の財産を公所に持ちこんだ。さらに強制的な財産の没収が始まり、集められた財物は聖庫に収められた。

　現在も中国には「城チェン郷シアン区チュー別ビエ」という言葉があるが、都市と農村との間には富の集中をめぐって圧倒的な格差があった。辺境の貧困地帯との差はさらに大きく、南京のある読書人は「太平天国の者たちが言うには、湖南省へ入って初めてこの世に銀貨というものがあることを知ったという。その貧苦は察するに余りある」と記している。太平軍の将兵にとってみれば、都市の豊かな富との出会いは「小天堂」を実感させるものだった。貧しかったために纏てん足そくの習慣がなく、重い荷物を平気で持ち上げる広西出身の女性兵士が華やかな服や飾りを身にまとって得意げに闊歩する姿を、武昌の人々は「大ダー脚ジャオ婆ボー（足の大きな女）」と呼んでさげすんだことが伝えられている。

　だが辺境の民の都市との出会いは、これまで富を独占してきた都市住民に対する抑圧的な行動を生んだ。もともと太平天国は食糧不足もあって、進撃先の住民に必ずしも軍への参加を強要しなかった。だが武昌で大量の財宝を手に入れると、一転してすべての住民を軍に編入し始めた。人々は一〇軍に分かれた太平軍の各部隊に振り分けられ、胸に「太平某軍」、背中に「聖兵」と記された布をつけるように命じられた。壮年の者は牌はい面めん（正規兵）として戦闘に参加させ、老人や子供は牌はい尾び（後方部隊）として後方で旗を振らせたり、鬨ときの声をあげさせた。

　こうして入隊した者たちは「武芸に秀でておらず」、鉄砲を撃たせても命中しなかった。また太平軍は彼らに倉庫の米を船に積む作業を行わせたが、重労働に慣れていない都市住民はこれに耐えられず、休もうとしたところを鞭打たれた。さらに女館に収容された女性は多くが纏足をしていたため、荷物を担ぎ、子供を抱いて移動することは大変な苦痛だった。だが女館を統率する女将校は彼女たちへの苛立ちを隠さず、綺麗な服やかんざし、腕輪を身につけているとすぐに奪い取った。

　太平天国の都市に対する収奪をよく示すのは、太平天国の暦で大晦日にあたる二月二日に行われた妃選びだった。この日、洪秀全は城内に集められた若い娘たちから六〇人を選んで後宮へ入れ、命令に従わない者は親子共々処刑すると命令した。両親は娘にみすぼらしい格好をさせて選にもれることを願ったが、準備された水で顔の汚れを落とされてしまい、逃げることができなかったという。

　翌三日には太平天国の正月が盛大に祝われた。将校たちはそれぞれの上官に新年の挨拶を行ったが、「みな芝居の衣装に身をつつみ、鐘や太鼓の音が鳴り響くなど、武昌城内はあたかも一大劇場と化した」という。それまで辺境の地で富とは無縁だった太平天国の人々は、全知全能の神のもとで都市の祝祭空間を独占的に享受することにより、失われた歴史を取り戻そうとしたのである。








南京占領と旗人虐殺

　一八五三年二月、十数万の兵力に発展した太平天国は水陸両軍に分かれて武昌を出発した。その行き先について、後に北伐軍と戦うことになる旗人の勝シェン保バオは「南京がねらわれれば災いは速やかに拡大する」と予想した。

　彼によると、南京の防備は手薄で、太平軍が攻めれば「戦わずに壊滅する」に違いない。南京が陥落すれば中国で最も豊かな江南地方が影響を受け、大運河の輸送がストップして北京に食糧が届かなくなる。さらに貧しい淮わい河が流域の飢えた人々が太平天国と結びつけば、清朝の統治そのものが深刻な事態に陥るというのである。実際の歴史はまさにこのように展開した。

　のちに太平天国の最大のライバルとなる湘しょう軍ぐんの首領である曽そう国こく藩はんが作成させた『賊ぞく情じょう彙い纂さん』という本によると、武昌占領後の太平天国のやり方には変化が現れた。農村で略奪をしないだけでなく、都市で獲得した物資を進撃先の農村で人々に分け与え、「将来租税を三年間免除する」といった宣伝を行った。事実上の増税に加え、農村部で厳しく税を取り立てて私腹を肥やす地方政府の腐敗によって苦しんでいた人々は太平天国に期待をかけ、一族に官僚経験者がいることで様々な特権を享受してきた都市在住の有力者が太平軍の攻撃で苦しんでいても助けようとはしなかった。貧しい農民のなかには太平軍が来るのを幸いと考える者もいたという。

　実際に太平天国が長江を下ると、清軍は大きな筏の上に土塁を積んで陣地化した水上要塞を用いた太平軍の攻撃に圧倒された。江こう西せい省九きゅう江こうの守備隊は戦わずに逃亡し、長江上流の防衛のために西へ軍を進めていた両りょう江こう総督の陸りく建けん瀛えいは慌てて南京へ逃げ戻った。安あん徽き省の省都だった安あん慶けいの清軍は抵抗を試みたが、一日と持ちこたえられずに城は陥落した。

　江西や安徽では地方政府の役人が清朝の年号である「咸かん豊ぽう」を用いるのをやめ、太平軍のことを「西せい兵へい（広西兵という意味）」と呼んで中立の立場を取った。地方の有力者はあらかじめ貢物や租税台帳を準備し、人々は家々の門に「帰順」の文字を記した黄色い紙を貼って太平軍を迎えた。

　三月初めに太平軍は南京郊外へ到達し、城南の防衛拠点である雨う花か台だいを占領して攻撃の準備を整えた。南京は堅固な城壁に囲まれた周囲四八キロに及ぶ巨大な城で、城内は旗人が駐屯する内城と漢人地区の外城に分かれていた。内城には江こう寧ねい将軍の祥シャン厚ホウが率いる八旗兵三〇〇〇人とその家族がいたが、緑営の兵力は二〇〇〇人に満たなかった。

　清朝側は桂林で太平軍と戦った経験のある元広西巡撫の鄒すう鳴めい鶴かくに防衛計画を立てさせ、近隣各地に援軍を求めたり、義勇兵を組織して兵力を増やそうとした。だが到着した部隊は「どれもこれもアヘン中毒者ばかり」と戦力にならなかった。陸建瀛が長江上流から逃げ戻ると城内の緊張は一気に高まり、避難しようとする者が続出した。地方長官同士の内紛も発生し、その一人は下流の鎮ちん江こうを防衛することを口実に南京を脱出した。

　三月八日に太平軍の南京攻撃が始まると、清軍守備隊は恐怖心のため銃砲を乱射し、早々と火薬を使いはたした。太平軍は雨花台から城内へ砲撃を加える一方で、地下道を掘り進めて城壁の爆破を試みた。一九日に太平軍は西北の城門を爆破して城内へ突入した。清軍は一度これを押し戻したが、西南の防備が手薄になった隙をついて大勢の兵が城壁を乗りこえて突撃し、外城は陥落した。地方長官の不和による指揮の不統一が原因だった。陸建瀛は内城へ逃げ込もうとしたところを殺され、鄒鳴鶴も太平軍兵士とはち合わせした。兵士たちは「こいつは桂林でわが兄弟を傷つけた鄒の妖魔だ！」と叫び、口々に罵ったうえで彼に刀を浴びせて惨殺した。
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　いっぽう内城への攻撃は八旗兵の頑強な抵抗に遭遇した。祥厚は予備役の旗人を動員し、旗人女性も矢を放ったり、後方支援で戦闘に加わった。太平軍は城壁に将兵の死体が積み重なるほどの損害を出したが、やがて疲労した清軍は抵抗力を失った。これを見た太平軍は攻勢をかけ、内城も陥落して南京は占領された。二三日に太平軍は生き残った旗人女性数千人を城門の外へ駆りたて、これを殺した。川辺でも旗人女性の殺害が行われ、「泣き叫ぶ声は天地を震わせた」。結局この戦いで二万人以上の旗人が殺されたという。








近代ヨーロッパから何を学んだのか

　こうして金田村で蜂起した太平天国は南京を占領した。生きる場所を失った辺境の下層移民は上帝ヤハウエの庇護のもと、いにしえの中国を回復すべく清朝の打倒をめざした。それは社会の行きづまりに苦しむ多くの人々の参加を生み、全国的な運動に発展した。永安州で出版された『三さん字じ経きょう』は旧約聖書の出エジプト記について詳しく解説している。それは彼らにとって南京への道のりが、モーセに率いられてカナンへ向かったユダヤ人の足跡と重なるものとして理解されていたことを示している。

　太平天国の南京攻撃は旗人の虐殺という血塗られた結果に終わった。太平天国史の研究者でクリスチャンだった簡かん又よう文ぶん氏は、太平天国が滅満興漢の民族主義を掲げ、また頑強な抵抗に遭って無数の戦士が犠牲になったのだから、城が陥落すれば虐殺が起きるのは「自然な人情」だと述べる一方で、「残酷にして人道なき暴行は、古代に行われた戦争の特徴であって、現代文明においては許されざることである」と評している。

　また当時キリスト教の影響を受けた太平天国に注目していたヨーロッパ人にとっても、南京での旗人虐殺のニュースは衝撃だった。上海で発行されていた『ノース・チャイナ・ヘラルド』紙は「これ（旗人虐殺）はヨーロッパ人に反感を抱かせるが、激情にかられた中国人は報復をやりすぎたとは決して思っていない。彼ら（清朝）の刑罰の方法が極度に残酷なことで知られているからだ」と述べ、虐殺の発生原因を清朝の過酷な統治に求めている。

　太平天国の蜂起と快進撃が偶像崇拝を否定する上帝会の教えから生み出されたことは間違いない。上帝教は既存の神々から見捨てられていた辺境の下層移民に希望を与え、厳格な戒律と相まって人々の積極的な行動を引き出した。だがそれは偶像崇拝者と見なされた者たちに対する排撃と表裏の関係にあった。

　太平天国はその矛先を清朝皇帝と旗人に向け、進撃先で清軍将兵や清朝関係者を容赦なく殺した。またプロテスタントよりも先に中国に伝えられていたカトリックも排撃の対象となった。太平天国が南京を占領すると、太平軍の将兵はカトリックの教会堂にあったイエス・キリストの像を偶像崇拝だと言って叩き壊したという。

　こうした知らせにショックを受けた宣教師たちは、太平天国の排他性は洪秀全のキリスト教理解が旧約聖書に偏り、律法主義に陥った結果だと考えた。ユダヤ・キリスト教の伝統では、ヤハウエは戒律を守らない者に滅びをもたらす裁く神だったからである。また広西全州で住民虐殺が行われたという噂を聞いたある宣教師は、「聖書は偶像を拝むなとは言ったが、壊せとは言っていない」と述べたうえで、太平天国の行動は「キリストよりも悪魔ベリアルに近い」と非難した。

　だがヨーロッパ人のなかには太平天国を異端視する論調に警鐘を鳴らす者もいた。それによればヨーロッパにおけるキリスト教の歴史も血なまぐさいものであり、「真のキリスト教精神」はゆっくりとしか成長してこなかった。偶像破壊はヨーロッパでもくり返し発生した現象であり、いま太平天国が過激な偶像破壊を行っていることを理由に、これを異端と決めつけることはできないというのである。








近代文明と排除の論理

　それでは洪秀全と太平天国がヨーロッパとの出会いから学んだのは、一神教であるキリスト教の宗教的な不寛容だったのだろうか。キリスト教の伝道史から見ればそれは事実かもしれない。一九世紀にアジア、アフリカへもたらされたキリスト教は、現地の宗教に対して挑戦的な姿勢で臨んだからである。だが自分たちの価値観が合理的、絶対的な真理であると見なし、それにそぐわない異質なものを排除する論理はヨーロッパの近代に共通するものだった。

　それは製鉄所の精錬の工程をみればよくわかる。高い温度と圧倒的なパワーで不純物を排除し、純粋な鉄を作り上げる過程は近代の縮図そのものである。近代医学も人々に病気をもたらす細菌を脅威と見なして排除し、人間の身体を飼い慣らすことで感染を防ぐという構造をもっていた。そもそも私たちが享受している近代社会の「平等」とは、異質なものを「野蛮」として排除したうえに成り立っているのである。

　一九世紀後半のヨーロッパ人は近代文明とキリスト教を全世界に広めることを「文明化の使命」と考えたが、それはアジア、アフリカの社会に対する非妥協的な「問いかけ」を伴うものだった。そして「未開」に対する教化と排除の論理は、帝国主義による軍事的侵略や植民地支配を正当化した。

　それは中国においても例外ではない。その後清朝との間に第二次アヘン戦争（アロー戦争）を起こしたイギリスとフランスは、一八六〇年に北京へ進攻し、イエズス会宣教師のカスティリオーネが設計に加わったことで知られる離宮の円明園を破壊した。このときフランスの作家ヴィクトル・ユーゴーは「われわれは自らを文明人と称し、彼らを野蛮人という。しかしこれが、文明が野蛮に対してやったことだ」と批判したという。

　むろん、太平天国の満洲人に対する敵意に満ちた檄文を見ても、彼らの旗人虐殺は中国社会がその内部にかかえる暴力性が生んだという側面は否定できない。だが「文明が野蛮を排除してもよい」という論理は、ヨーロッパとの出会いがもたらした近代社会の負の側面だったのである。

　さらにアジア近代の歴史に目を向けるならば、ヨーロッパの近代文明がもたらした異質な他者に対する「排除」の論理は、アジアの抵抗運動に「報復の暴力」という形を取って受けつがれた。それは社会の底辺で抑圧に苦しんだ被害者たちの異議申し立てにおいては避けられない現象だったかもしれない。だが排除すべき「敵」を探し出し、容赦ない攻撃を加えるその不寛容さは、二〇世紀に入ると階級闘争の理論となって大きな影響力をもった。中国もマルクス主義の影響のもと、抑圧と暴力の連鎖が長く続くことになる。






三　「地上の天国」の実像






洪秀全らの南京入城

　「南京占領後の祝い」と題された二枚の絵図がある。これは一八五三年にロンドンで出版された太平天国に関する本に載せられたもので、一枚は端午の節句で行われる競きょう渡と（ボートレース）を思わせる船が進む様子を描いている。もう一枚は市場の人々を描いた絵で、様々な形をした幟のぼりが空をおおうように揺れている。それでは太平天国が首都とした南京の光景はどのようなものだったのだろうか。

　城内に隠れた清軍将兵の捜索が終わった三月二九日、天王洪秀全をはじめとする四人の王は壮麗な行列を組んで南京へ入城した。彼らの乗る輿や掲げられた旗、護衛する将兵の衣服はみな黄色を基調とし、東王楊秀清、北王韋昌輝、翼王石達開の旗と兵士の服にはそれぞれ緑、黒、藍のふちどりがついていた。古くから中国では天地万物が「火水木金土」から造られたとする五行思想があり、青色（緑と藍）は東方、黒は北方、黄色は中央といった具合に、色は方角と関連づけられていた。

　黄色は本来皇帝のみが使うことを許された色であった。上帝教は地上の君主が皇帝を名のることを禁じたため、黄色はまず上帝ヤハウエを意味していたが、洪秀全は黄一色の旗を用いた。他の王たちは黄色を基調としながら、それぞれの王号の方角に相応する色を用いた。これら諸王の五色旗には、上帝の庇護を受けながら天下をわが物とするという意味が込められていた。

　洪秀全らの入城後、南京は天てん京けいと改称され、王たちはそれぞれ王府を構えた。城の東側にあった洪秀全の天王府は旧両江総督の衙が門もん（役所）を拡張して作ったもので、周囲は高く厚い壁に囲まれ、その外側には深い濠が掘られた。太平天国の滅亡時に多くの建物が焼かれたため、現在残っているのは庭園のあずまやなどに過ぎない。当時は南端に照しょう壁へき（目隠しの塀）があり、次に上帝を祀る天父台があった。洪秀全は誕生日のときなどに楊秀清と共にここに登って上帝を祀った。

　続いて宮殿を囲む濠にかかった橋を渡ると天てん朝ちょう門もんがあり、「大小の臣下はここで歩みを止めよ。詔があって初めて進むことを許す。さもなければ即刻斬首」と記された金色の緞どん子すがかけられていた。そこから奥へ進むとまた門があり、洪秀全が執務した金竜殿があった。金竜殿の奥には天兄基キリ督スト殿でん、天父真しん神しん殿でんがあり、さらに洪秀全の私的な生活空間である内宮がある。ここで洪秀全は一〇〇〇人余りの女官、多くの妃に囲まれて暮らしていた。

　次に城の西側には楊秀清の東王府があった。その規模は天王府には及ばないが、やはり壮麗なもので、「東西対峙して互いに拮抗し、誰が臣で誰が主であるかわからない」と言われた。門を入ると両側に官庁があり、東とう殿でん尚しょう書しょと呼ばれる六りく部ぶの尚書を中心とする行政機構をもっていた。また韋昌輝、石達開も小規模ながら北王府、翼王府を開いた。南京までの道のりで戦死した蕭朝貴の長男は幼よう西せい王おうに封ぜられ、西王府を設けた。馮雲山の家族は蜂起に参加できなかったため、彼の死後は蕭朝貴の次男が跡を継いだ。さらに一八五四年には桂平県西部、平南県の上帝会リーダーで、蜂起後もたびたび功績をあげた秦しん日じつ綱こう、胡こ以い晄こうの二人が燕えん王おう、豫よ王おうに封ぜられた。

　これらの王府は楊秀清以下の諸王も新王朝の統治者の一人であり、世襲的な権力を認められたことを示していた。








住民の組織化と「百工衙」

　次に天京の社会について見たい。南京占領後に楊秀清は布告を出し、「誰もが天父を知り、天王に帰順して共に天下を取り、天の福を受けよう」と住民に呼びかけた。将兵が駐屯した家々の門にも「早く来て上帝を拝め」などの文字が記された。また「民を安んじる」宣言を行って将兵に殺人を禁じ、人々に進貢を求めた。

　続いて南京の住民を男女に分けて「館」に収容する組織化が始まった。家族は引き離され、男性は二五人が一組となって、新たな参加者を意味する「新兄弟」として両司馬（主に湖南、湖北人）の統率を受けた。また住民の登記票である「門もん牌はい」の制度が設けられ、毎月館内の人数を上官に報告して清朝側の密偵が混入することを防いだ。両司馬の上には卒長から軍ぐん帥すいに至る様々な階級の将校がおり、さらに総そう制せい、監かん軍ぐんと呼ばれる上級将校が統率するのは軍の制度と同じだった。壮年男子は南京到達後に五〇軍へ拡大された部隊へ編入され、諸王や丞相、検けん点てんと呼ばれる指揮官に率いられて戦闘に参加した。

　女性は「新姉妹」として二五人ごとに組織され、広西人の女性幹部に統率された。彼女たちは陣地構築や濠に張り巡らす竹棒の加工、南京に到着した食糧を聖庫へ運び込む作業などに従事した。纏足を禁止する放ほう脚きゃく令れいが出され、従わない者は鞭打ちや首かせの刑を受けた。城内各地に女性集住区である「女じょ営えい」が作られ、男性がここに入ることは厳しく禁止された。親子や夫婦であっても館の外から顔を見るか、大きな声で短く言葉を交わすことしか許されなかった。密会する者は監視官の摘発を受け、天条を犯した罪で殺された。

　また南京の場合特徴的だったのは、様々な物資を製造、管理する「匠しょう営えい」「典てん官かん」と呼ばれる官職を設けた点であった。もともと太平軍は軍中で武器を製造し、土営と呼ばれる工兵部隊を組織していた。南京到達後は建築作業を行う木ぼく営えい、金属製品を作る金きん匠しょう営えいなど七つの職人集団を設けた。典官の種類は多岐にわたり、典てん聖せい糧りょう、典てん聖せい庫このように食糧や物資の管理と調達に当たる者がいた。また生産および分配に携わる者がおり、大砲を造る典てん砲ほう衙が、火薬を製造する紅こう粉ふん衙が、王や将校の衣装を作る縫ほう衣い衙がなどが置かれた。日用品を製造する組織も多く設けられ、典てん竹ちく衙がは竹細工を行う職人を集めた。また食品を扱う部署として飲ヤム茶チャの点心を作る茶ちゃ心しん衙がなどがあった。さらに詔書や官印の製造、書籍の出版をつかさどる鐫せん刻こく衙が、刷さっ書しょ衙ががあり、「百ひゃく工こう衙が」と総称された。

　これらの部署は「百工の技芸は帰する場所があり、軍中で必要な物資は立ちどころに備えられた」とあるように、技能をもつ人々を効果的に動員することができた。このうち織しょく営えいは南京の特産だった織物の職人を集めた部署であったが、兵役の忌避を願う者が一万人以上も集まった。また老民館、能のう人じん館は従軍できない老人、身体障害や疾病のある者を収容し、屑拾いや掃除などを行わせた。








宣教師の見た南京

　一八五三年末に南京を訪問したあるカトリック神父は、「南京は都市というよりも一つの兵営だった」と述べている。城内には至るところに望ぼう楼ろうと呼ばれる見張り櫓が設けられ、清軍が進攻してくる方向などを五色の旗で合図した。城門は狭く改造され、厳密な検査によって不審者の入城を防いだ。城外には深い濠と土塁が築かれて防禦力が強化され、戦略上の要地だった城南の雨花台や、追撃してきた清軍の欽差大臣である向栄が城東の鍾しょう山ざんのふもとに設けた江こう南なん大だい営えいの付近には多くの兵が置かれた。

　この神父は南京で人々が「兄弟」と呼び合い、共同生活をしていると指摘したうえで次のように述べている。




　すべての住居は共有財産となり、衣食は公共の倉庫に貯蔵され、金銀や財宝は公共の金庫に収められている。人々は買うことも、売ることもできない。金は実のところ、個人の手元にあっても使うところがない。我々は広西人が現在着ている服を購入しようとしたが、不可能だった。それは首領たちによって彼らの部下たちに供給されるからである。そして南京への進攻後に人口が一〇〇万を突破したにもかかわらず、衣食の供給がこのように規則正しく行われていることは尊敬に値する。我々はそれが内戦のただ中に、敵軍の包囲を受けながら行われているのをこの目で見た。




　ここで彼が南京の人口を一〇〇万人以上と考えたのは正確ではない。太平天国を経験したある読書人が残した記録によれば、一八五三年夏の段階で南京の人口は男性が一〇万人、女性が一四万二〇〇〇人であったという。その内訳は広西人が四〇〇〇人、湖南人が一万人強、湖北人が五万五〇〇〇人、安徽の安慶や長江下流の揚よう州しゅう、鎮江などの出身者が二万三〇〇〇人、南京人が一五万人であった。五三年末になると出征する将兵が増え、逃亡者も増えたが、また新たに加わる者たちもおり、男一〇万人、女一三万人が南京で生活していた。

　またこの神父が驚嘆したように、太平天国は清軍の包囲のなかで城内の人々に生活物資を支給した。清朝側の記録によると、一八五三年末の南京には籾と米を合わせて二〇〇万石が貯蔵されていた。また聖庫には住民から没収した銀二六三万両、大量の銅銭と首飾りなどの宝物があり、これを用いて食糧を購入した。

　住民の組織化が終わると食糧配給の規定が設けられ、二五人ごとに毎週米二〇〇斤（一斤は六〇〇グラム弱）、銭一二五〇文、塩と油それぞれ七斤が分配された。また軍内の役割によって支給される米の量は異なり、牌面として出征する壮年男子は一日一・五斤から一斤、牌尾である老人や子供は半斤、女性の場合は出身地に応じて一斤から〇・六斤が配給された。これらの食糧は上帝が与えたものと考えられており、人々は太平天国に加わることを「天父の飯を食う」と表現した。

　次に神父は「人々は買うことも、売ることもできない」と述べたが、これは半分正しく、半分誤っていた。南京占領後、太平天国は「およそ物は天父が賜ったもので、金で買う必要はない」と主張し、城内の店舗は営業を禁止された。やがて物資が不足すると、人々に城外へ出て近郊の小商人や農民が持ちよる商品を購入することを認めたが、隙を見て脱走する者が相次いだ。そこで新たに「天朝某店」と呼ばれる店舗群を開き、古参兵である老兄弟が城外で購入した物資を各館に転売した。

　これらの店舗は雑貨や米、油、肉、海産物、絹や布などを扱ったが、まず聖庫の物資を販売する許可が必要で、利潤をあげることにも制約があった。購入する側も「館」を単位に費用を申請する必要があり、ある軍帥が部下一七〇人のおかず代が足りないため、聖庫から一人あたり銭八〇文を支出してほしいと上官に求めた記録が残っている。また元太平軍兵士が宣教師に語った話によると、少なくとも館のなかでは下士官、兵士の区別なく同じ食事をしていた。南京の商業活動は物資の配給を補完する目的で行われたのである。








特徴的な宗教儀礼

　太平天国統治下の社会を特徴づけたのは礼拝などの宗教儀礼だった。

　たとえば、一八五三年に太平軍が占領した鎮江を訪問したあるプロテスタントの宣教師は、宿営地で『天条書』に収められた「上帝は天の聖なる父であることを讃えん。イエスは救世の聖主であることを讃えん。聖せい神しん風ぷうは聖霊であることを讃えん。三位は一体となって真の神たることを讃えん」という賛歌を耳にし、それがバプテスト派の頌しょう栄えいの賛歌と似ていることに心を動かされたと述べている。

　この賛歌は太平天国を通じて礼拝や朝晩の祈祷でくり返しとなえられた。毎週土曜日の礼拝では前日から合図の旗が掲げられ、夜明け前から起きて出席することが義務づけられた。洗礼式や食事の前にとなえる感謝の祈りも『天条書』の内容をもとに暗誦された。また礼拝銭が支給され、人々はそれを用いて館ごとに感謝の供え物をささげた。こうした活動は人々に上帝教の教えを伝えるうえで大きな役割を果たした。

　太平天国の賛歌は、ときに変更が加えられた。一八五三年に秦日綱らが作った賛歌は、三行目の聖霊に関する部分が「東王は聖神風であることを讃えん」となり、以下三位一体には触れることなく、蕭朝貴以下の諸王を「雨師」「雲師」「雷師」「電師」といった称号で讃える内容に変わった。
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　また人々を集めて行われた宣伝活動である講道理では、老兄弟が壇上に立って上帝教の教えを説いた。彼らは困難な戦いで勝利できたのは、天父の示した奇蹟のお蔭だったと自分たちの信仰を熱く語った。だが同時に「天父天兄は人々を救い、各王を生み出されてお前たちを教え導いたのだ」「天王は天父の第二の愛する子であり、なんじら世の人を救った。なんじらは皆、恩に報いなければならない。どうやって恩に報いるのか？　戦って妖魔を殺すこと、これが第一の恩に報いる行いだ！」と説くなど、太平天国の政治的主張が強調された。食事の前の感謝の祈りも、最後に叫ぶ言葉は「妖魔を殺し尽くせ！」だったという。

　次に偶像破壊について見ると、太平軍は「神廟を妖廟と呼び、神仏を壊して水や厠に捨てた」とある。南京でも多くの寺院や廟の建物を取り壊し、その木材を宮殿の造営や陣地構築に用いた。儒教経典や書籍を焼き捨てることも行われ、読書人の反発を招いた。中国社会で重んじられてきた祖先祭祀は「妖」として禁止され、人が死ぬことは「昇天」つまり喜ぶべきこととされた。遺体の埋葬は聖書の記載に基づいて布にくるむことが義務づけられ、棺桶や喪服を用いたり、「南な無む」ととなえることは許されなかった。墓碑も死者の名前と年月を刻むだけの簡単なものに変わった。








習俗の改変

　太平天国の人々を最もよく特徴づけたのは長髪姿であった。太平天国に共鳴し、母国イギリスの中国政策を批判したオーガスタス・リンドレーの著書によって広く知られているこの髪型は、清朝統治下で行われた辮髪を拒否した点で太平天国側の人間であることを示す明確な指標となった。伸ばした髪の長さによって老兄弟か、最近参加したばかりの新兄弟であるかが一目瞭然だったため、清朝側は投降した太平軍兵士を髪の長さで殺すか、脅されて従った者として放免するかを決めた。また髪の長い太平軍将兵の首は褒美の対象となったため、戦場となった地域では髪の長い女性が褒美目当ての清軍兵士に首を取られる悲劇が相次いだ。このため清軍の支配地域へ出かける商人は証明書をもらって薙ち髪はつ姿にすることが許された。
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　また髪型は服装とも密接に関連しており、太平天国は男性が清朝スタイルの帽子をかぶること、女性が裙子（スカート）を履くことを禁止した。将校たちは階級に応じて黄色か紅色の袍や馬ば褂かい（長衣の上に着るジャケット）、風ふう帽ぼうに身を包んだ。

　太平天国統治下の南京ではアヘンの吸飲は厳しく禁じられた。とくに「洋煙」と言われたインド産アヘンは上帝会時代から禁じられ、南京到達後も洪秀全は「アヘンを戒める詔」を出してアヘン吸飲は「変じて妖を生む」ことだと批判した。そして吸飲した者は死刑に処せられた。タバコや酒、賭博も禁止されたが、楊秀清が「朝廷内や軍中で酒を飲んで騒ぎを起こす者が少なくない」と述べたように、必ずしも完全に禁絶することはできなかった。

　また太平天国が禁圧したものに「娼しょう妓ぎ」つまり売春があった。これを禁止したある布告は「一夫一婦は理の当然」と述べたうえで、「娼となった者は家中を一網打尽にする」とあるように、被害者である女性とその家族に対して厳しい処罰を命じている。しかし、後期に投降した清軍将兵が増えて軍の規律が弛緩したため、こうした慣行はなくならなかった。








めざされた公有制

　それでは太平天国がめざした社会とは、いったいどのようなものだったのだろうか。先の神父の観察にもあったように、太平天国は財産や食糧を共有財産とする一種の公有制を実現しようとした。南京到達後に太平天国が刊行した『天朝田畝制度』は、あらゆる財産を上帝の所有としたうえで、これを平均に分け与えて「すべての人々を暖だん衣い飽ほう食しょくさせる」ことを掲げた。聖庫による富や食糧の公有と分配は軍事的色彩の強い集権的な制度であり、洪秀全が初期の著作で主張していた「大同」世界の実現をめざしたものだったが、同時にそれは「天下はみな天父上主皇上帝の大家族」という上帝教の理念の表れでもあった。

　後のことになるが、一八六〇年に蘇そ州しゅう、南京を訪問したある宣教師は次のように述べている。




　物品の公有制度はなお継続して行われており、南京では最も徹底している。あらゆる物資はみな公有であり、彼らに給与はない。天王はあらゆる首領、王や将兵にそれぞれが受け取るべき食物、銭、衣服を分給している。彼はこの家庭の父親だからだ。もちろん、外地へ出征している王や将軍は、決して単に首領が彼らに与えた手当に依存している訳ではない。




　また南京を訪問したあるイギリス軍将校は、南京は一種の「族長統治」の状態であり、人々は主人の旗の下で服役し、毎日の食品や衣服などの供給を受けている。彼らは諸王のなかの誰か一人のもとに所属し、その王が管轄する公共機関に名前を登録することで日々の配給品を受け取ると述べている。人々は上帝の子である諸王に従うことで、「上帝の大家族」のメンバーとして一律な生活を保障されたのである。








深刻な不平等

　もっとも南京の社会体制は様々な問題をかかえていた。第一に挙げられるのは、清軍の軍事的な圧力によって、『天朝田畝制度』が説く「田があれば皆で耕す」ための耕地を確保できず、しばしば食糧不足に悩まされた点である。

　南京に置かれた官職に天てん朝ちょう典てん農のう官かんがある。城内の田畑を管理したとされるが、どの程度の耕地が存在したのかはわからない。太平天国の農村統治を担ったのは郷きょう官かんと呼ばれる地方官（後述）であったが、南京近郊で郷官が置かれていたことが確認できるのはわずか一例にすぎない。

　太平天国は上帝会員に、「小天堂」に到達したときには高位高官になることを約束していた。中国社会では科挙に合格して政治的に成功することは、農民をやめて官僚になることを意味したからである。また、太平天国には処罰を受けて官職を剝奪された者を「貶おとしめて農民とする」という規定もあった。ここから見て、彼らは自分たちで生産を行うという意識は希薄だったに違いない。

　一八五四年春に長江上流から輸送していた食糧が途絶えがちになると、楊秀清は支給する米を牌面で一日半斤、牌尾は〇・四斤に減らした。女性に対しても同様の処置を執り、「人々に粥を食うように命じた」。太平天国はこれを天父の与えたもうた試練だと説明したが、人々は空腹に苦しんだ。この年の夏に楊秀清は女館の女性八、九万人を城外に駆りたて、放棄されていた近郊の田で稲の刈り取りを行わせた。男館でも支給する米がなくなり、やはり城外で稲を刈り取って食糧に充てさせた。だがその隙に脱走する者が相次ぎ、男は四万人、女は一一万人まで減ってしまったという。

　次に食糧、物資の分配と管理も大きな問題をかかえていた。長江上流で獲得した物資は南京へ運ばれ、洪秀全をはじめとする諸王の奢侈な生活を支えた。天王である洪秀全は毎日肉を一〇斤支給されたが、官位が下がるにつれてその量は減った。もっとも洪秀全は聖書が豚を不浄とみなしたために豚肉を食べず、牛肉や油で炒めたムカデを食べた。彼は当時の中国人としては珍しく、生ものを食べることを好んだという。

　また天王府は一度火災に遭い、長江上流から資材を取りよせて再建した。他にも宮廷内の調度品の多くが純金製だったなどの記録が残っている。百工衙で生産される物資も基本的には諸王や高官たちに提供され、一般の将兵に対する分配は「様々な制限があり、名目は公であったが実は公平ではなかった」という。このため人々は輸送船が到着すると、「秘かに自分たちの館へ入れて」食糧を確保しようとした。

　すると太平天国政府は長江沿いに関所を設け、輸送船の積み荷を検査した。最初の関所で提出された書類に基づいて検査が行われ、荷物が多ければ没収された。そこを抜けると第二の関所があり、秘かに荷物を持ち込んだり、金銭の私蔵が発覚すれば殺されることもあった。二度目の検査が終わると典官の船がやってきて、荷物を役所に運び去った。関所の官員が徹底した捜査を行ったため、輸送船の将兵は館に運び込むつもりだった貨物を長江に投げ捨て、熱心に物資を集めたことを後悔したという。








諸王の庇護のもとで

　このように聖庫制度は食糧不足を解決することはできず、むしろ富を管理、配分する老兄弟の特権化を生んだ。それは「小天堂」到達後の栄光のイメージとして官への上昇を約束していた上帝教の教えがもたらした結果であった。こうした現実を前に、人々は手を尽くして権限をもつ部署へ異動（これを「過か館かん」と言った）するか、豊富な物資を独占的に所有している諸王に庇護を求めた。

　一八五四年に入ると、国こく宗そうと呼ばれる諸王の親族が競うように長江上流へ出陣した。太平天国では軍事的功績をあげて高い官位につくことが重んじられたため、彼らは発言権を得るために出征することを望んだ。またそれぞれの王府が食糧を確保するためには、穀倉地帯へ出かけてみずから徴発を行うことが早道だった。「外地へ出征している王や将軍は、決して単に首領が彼らに与えた手当に依存している訳ではない」という先の宣教師の指摘は、食糧不足のなかで公有制が充分に機能しなかったことを示していた。とくに強大な権限を握った楊秀清の東王府には、夫が戦死した妻など多くの人々が庇護を求めて集まった。

　さて南京到達後も厳しい男女隔離策が行われると、「小天堂」に到達したときに一家の団らんを願っていた将兵とその家族の不満が高まった。太平天国は『天てん情じょう道どう理り書しょ』を刊行し、「いまは創業の始めであるから、必ず国があってのちに家族があり、公を先にしてあとに私に及ぶようにしなければならない」と述べて、引き続き第七の天条を守るように説得した。また夫婦で密会した老兄弟を天父下凡で告発し、見せしめの処罰を行った。だが洪秀全をはじめとする諸王が自分の王府に多くの妃をかかえていたのでは、これらの命令も人々の不満を抑えることはできなかった。

　一八五五年九月に楊秀清はすべての男女に結婚と夫婦同居を認める詔を出し、南京の男館、女館制度は事実上撤廃された。この頃、南京付近で活動していた先のカトリック神父は集団結婚式の様子を目撃した。それは功績をあげた老兄弟に女館の若い女性を娶めとらせるもので、望まぬ結婚を強いられた娘たちは多くが自殺したという。太平天国は「婚姻は財産の多寡を論じない」ととなえ、一般の兵士については一夫一婦制を原則として証明書を発行した。だがそれは伝統的な男尊女卑に基づく婚姻制度を変えるものではなく、むしろ婚姻は天父（実質は諸王）が将兵に与える「恩恵」と見なされた。

　また男女隔離政策と関わる点として、義子（事実上の養子）や男色という問題があった。かつて中国では「人じん丁てい興こう旺おう」という言葉があり、家族の人数が多いことが幸福とされた。だが蜂起と共に家族が解体され、男女の接触が禁じられると、人々は子供を産み育てることができなかった。代わって行われたのが戦乱でうち捨てられた子を義子として育てることで、将校たちは多くの少年を小間使いとして侍らせたり、聡明な子を育いく才さい館かんで勉強させたりした。なかにはとらえた少年に男色を迫る将校もいたという。

　こうした少年のなかには上帝教の教えをたたき込まれ、童どう子じ兵へいとして「打だ先せん鋒ぽう」と呼ばれた有力者の財産没収に熱心に取り組む者がいた。英王として後期の太平天国を支えた陳玉成はこの童子兵の出身だった。また武昌、南京で太平天国に加わった女性の数は、彼女たちが纏足のために逃げられなかった点を差し引いても多かった。おそらくは彼女たちを妻や娘として養育したいという意図があったと考えられるが、それは扶養すべき非戦闘要員の人口を増やすという皮肉な結果を生んだ。








分権的な五王制

　こうして見ると南京に突如出現した太平天国の社会組織は、上帝ヤハウエを父とする擬似家族的な大同ユートピアの産物であったことがわかる。それは現実の家族を否定し、貧困のなかで自分たちの生存を保障できなかった下層民の願いに応えるものだった。だが公有制の理想を実現するために作られた煩雑な官僚組織は、老兄弟に与えられる特権として機能した。また重要なことはこうした社会組織が、洪秀全と同じく上帝の子とされた諸王の統率のもとにあった点である。

　彼らは洪秀全に対して臣下の立場を取り、軍師である楊秀清の命令に従って軍事作戦を行うと共に、自分たちの王府に所属する人々を庇護する責任を負っていた。もともと中国の宗族では一族全体の結束をとなえる一方で、特定の祖先に連なる小集団（これを「房ファン」という）が固有の共有財産をもつなど一定の独立性を保ち、互いに競い合う一面をもっていた。太平天国の諸王においてもこうした関係はある程度当てはまり、人々の諸王に対する評価は「飯があれば共に食い、衣服があれば共に着る」という理想をどこまで実現できるかで測られた。

　また太平天国は科挙を行ったが、洪秀全が行った試験のほかに、それぞれの王府が別に試験を行って人材を登用した。つまり太平天国の五王制は一定の権限を与えられた諸王が人々を支配し、庇護を与えることを競う側面をもっていたのである。

　この五王制の王たちは東西南北翼の称号こそもっていたものの、それぞれが支配する領土をもたなかった。そのため、中国で郡県制との優劣が長く議論されてきた「封建制」、すなわち諸侯が自分の領内を治める地域支配の概念をそのまま当てはめることはできない。だがそれは、皇帝以前の中国を模範とする復古主義的な体制であったがゆえに、中央集権的な統治とは異なる分権的な性格を帯びていたのである。








南京人の反応

　それでは新たな主人を迎えた南京の人々の反応はどうだったのだろうか。太平天国の滅亡後、江南地域ではこれを未曽有の災難として記憶することが一九一一年の辛亥革命後まで続いた。なかでも、比較的冷静な記述を残した例として『乙おつ丙へい日記』がある。

　著者の汪おう士し鐸たくは科挙合格者で、太平天国が南京を占領すると老人を収容する老民館に入った。やがて彼は南京を脱出したが、女館に残された二人の娘（うち長女は東王府の文書係となった）は死亡した。彼は中国の人口問題を憂慮し、食いぶちの多い下層民が太平天国の到来を歓迎し、小作料の支払いを拒否したことを伝えた。また彼は太平天国の南京の女性に対する待遇について、およそ次のように述べている。




　賊（太平天国のこと）はもともと山地の人で、その婦人にとって耕作や機織り、染色は日頃手慣れた仕事であったから、南京の婦人ができないということがわからなかった。そこで自分ができることは、他人もきっとできるだろうと思って、米を担ぎ、稲をつき、竹を伐り、竹を削り、濠を掘り、レンガをかつぎ、麦を刈り、稲を取り入れ、塩を背負い、水を運ぶといった仕事は、各自が考えて骨を折ることを要求した。また纏足は不便なので、纏足をやめるように強要した。ところが小さくなった足はもはや大きくならないことに気づかなかった。このため人々はそれを暴虐だと喧しく騒ぎたてた。

　しかしこれは江蘇の婦人だけが苦しみとするのである。安徽の女性だったらもともと当然のことで、不思議ではないと見なすだろう。男子に重い荷物を背負わせ、力の要る一切の荒々しい仕事をやらせるのも同じことである。これは江蘇では人の仕事が十等級に分かれているからだが、安徽の男であれば当然のことと見なすだろう。だから賊に従うことを願う者には安徽南部の人が多い。江蘇の人間は貧しい農村の出身者でも参加したがらない。これはその社会の風俗がそうさせたのである。




　ここからは太平軍将兵が都市住民の習慣を理解できず、南京の女性に苛酷に対処したことがわかる。また逆に安徽など貧しい地域の出身者は肉体労働が苦にならず、太平天国に参加する者が多いのだという。続けて汪士鐸は「水郷（江蘇をさす）と山郷の人は、天と地のようにはっきり分かれている」と述べた後、古代の偉大な君主はみな「性情が中庸」を得ている平原の出身者であり、水郷や山郷からは生まれないと断じている。

　上帝のもとでの大家族という理念によって社会全体を政治・宗教化し、人々が一律に平均化された生活を送れば貧富の格差を解消できると考えた太平天国の復古主義的な社会建設は、当時華南と違って景気が比較的良く、脱政治化しつつある成熟した社会で暮らしていた江南の人々には受け入れがたいものだった。

　また太平天国の主張はキリスト教という外来思想の影響を受けながらも、儒教の「貧しきを憂えず、均しからざるを憂う」という中国古来の伝統的価値観への回帰をめざすものだった。それは国内の格差を前提に繁栄を享受してきた世俗的な社会にとっては、扱いづらい原理主義と映ったことだろう。

　この理想とする社会観の違いは、人民公社を設立して人々が画一的な生活をすることを理想とした毛沢東時代の中国と、沿海部の経済発展を推し進めた鄧小平の改革・開放路線との違いを先取りしていたようで興味深い。近年であれば、毛沢東時代への回帰を連想させる習近平の政策に対する多くの中国人の当惑と重なると言ってもよいかもしれない。

　ちなみに別のある読書人は、太平天国統治下の南京で清掃作業が厳しく行われたと述べている。太平天国の清潔好きは、マラリアなどの風土病への予防を求められた移民、とくに客家の習慣と関わっていた。また太平軍の将兵は犬の肉を食べることを好んだと言われるが、これも客家の習慣から来ている。太平天国が出した布告や書籍にも客家語固有の単語が多く用いられており、太平天国初期史の研究で知られる鍾しょう文ぶん典てん氏は「客家語は太平天国の国語だった」と指摘している。

　客家と言えば、外敵の侵入を防ぐために作られた「土楼」と呼ばれる要塞型の住宅が有名である。この土楼では同族の人々が一律な大きさの部屋を割り当てられ、共有財産を頼りに生活したという。いま誤解を恐れずに言うなら、「上帝のもとでの大家族」の実現をめざした太平天国当時の南京は、それ自体が一つの巨大な土楼だったと見ることができる。太古のあるべき中国に範を求めた太平天国の社会建設プランもまた、中国文化の正統性にこだわる客家のアイデンティティー形成と不可分の関係にあったのである。








不寛容への反発

　だが太平天国が主張した理想の社会像は往々にして貧困と差別に苦しんだ客家のコンプレックスの裏返しであったため、北方民族だけでなく漢族の他のサブ・グループの文化や習慣に対する包容力を欠いていた。またそれらは強制力を伴う宗教的な言説として語られたため、辺境の下層民に対する差別意識と相まって都市住民の反発を招いた。

　たとえば、ある江南の読書人が記した筆記は、太平天国が「天父の教えをとなえ、愚かな民を従わせている」と述べたうえで、「山洞蛮野に住む連中を騙して誘うことはできても、いま南京に来たからには、三歳の子供でもそれが噓だと知っている」と述べ、太平天国の担い手であった広西出身者にあからさまな侮蔑を加えている。

　これに対して太平天国の側も、上帝教を受け容れず、郊外から交易に来るだけで太平天国に従わない人々を「外小」と呼んで保護しなかった。宣教師から礼拝に参加しない者をどうするかと問われたある太平軍将校は、彼らが偶像を拝まない限り殺すことはしないが、彼らを兄弟とは見なさない。もし彼らが暴動を起こせば、偶像崇拝者と同じく死刑に処せられると答えている。

　実際に南京の元生員で団練指導者だった張ちょう継けい庚こうは、南京人の多かった織営や待遇に不満な水軍将兵のあいだで同志を集め、江南大営にいた向栄と連絡を取って内応工作を進めたが、一八五四年三月に計画が発覚して捕らえられて殺された。

　つまり太平天国が主観的にどれほど正統なる中国王朝を復興したつもりでも、それが南京をはじめとする江南の人々に積極的に支持されることはなかったのである。








北伐軍の出発

　さて南京占領から間もない一八五三年五月、太平天国は北京攻略のための軍を派遣した。その兵力は約二万人で、蕭朝貴の戦死後に先鋒を務めた丞相の林りん鳳ほう祥しょう、李り開かい芳ほうらが率いる精鋭部隊だった。南京を出発した北ほく伐ばつ軍は大きな抵抗を受けることなく北上し、河南省へ入ると清朝の地方軍を撃破した。また黄河を渡河できる場所を探して西へ進み、河南の省都である開かい封ほうを攻めたが、陥落させることができなかった。

　その直後に林鳳祥らが南京へ宛てて送った報告は、麦作地帯である河南では米が手に入らず、南方出身の将兵は難儀をしているが、途中で新たに参加する者もおり進撃は順調であると述べている。六月下旬に北伐軍は船を手に入れて黄河を渡り、北岸の要地である懐かい慶けいを攻撃した。

　北伐の失敗後に捕らえられた李開芳は、南京を出発するときに洪秀全から「天津についたら報告せよ。さすれば援軍を送る」と命じられたと供述した。先に少数の精鋭を送って奇襲させ、本隊が後を追うのは長沙攻撃でも用いられた太平軍の戦術だった。また彼は「南京到達後、洪秀全はここを動くことを望まなかった」と述べている。

　後にリンドレーは、太平軍は南京占領後もここに留まることなく、一気に北京へ進撃すべきだったと惜しんだ。だが当時多くの非戦闘要員をかかえていた太平天国が、全軍をあげて風土の異なる北方へ進撃することは容易ではなかった。

　また研究者のなかには、このとき急ぎ北京攻略をするよりも南京周辺の清軍を一掃し、豊かな江南地域で勢力を広げることに全力をあげるべきだったという見解がある。事実将校のなかには江南大営を攻撃することを願う者もいたが、洪秀全は清軍の兵力を分散させるのだと言って聞き入れなかった。

　なぜ洪秀全はそうしたのか、真相はわからない。金田村での挙兵よりこのかた太平天国は常に清軍に追尾されており、弱体な向栄の軍が南京付近に展開していても意に介さなかったという記録がある。清軍を完全に排除するだけの戦力をもっていなかったというのも事実だろう。むしろ、このとき太平天国は長江以南の経営に専心し、南北が対峙するなかで単一でない中国のあり方を模索すべきだったのかもしれない。








天津郊外への到達

　五〇日のあいだ懐慶を包囲して黄河南岸に残された後続部隊との合流を図っていた北伐軍は、旗人出身の直ちょく隷れい総督である訥ネ爾ル経ギン額ゲ率いる清朝救援軍が集結するのを見て、九月初めに防御の手薄だった西北方面に進撃を始めた。清軍はこの情勢の変化について行けず、北伐軍が山西南部を大きく迂回して直隷省との省境である臨りん[image: ]めい関かんへ到達すると、わずかな手勢を率いて追撃してきた訥爾経額はあっけなく敗れた。
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　同じころ山西では清朝の命令に忠実たらんとした巡撫の哈ごう芬ふんが、多額の献金を評価されないことに不満な有力商人たちの告発を受け、北伐軍の進撃を止められなかった罪で処罰された。華北でも清朝の地方政府に対する人々の不信は根強く、清朝は地域のエリートの協力を得て防禦体制を整えることができなかった。

　直隷へ入って再び北進を始めた北伐軍は、一〇月初めに北京から二五〇キロほどの深しん州しゅうに到達した。当時北京の総兵力は一一万人と言われたが、動員できる人数は六万人ほどで、実戦に堪えられる数はさらに少なかった。北伐軍が引き続き北京へ向かっているという誤った報告が届くと、朝廷内はパニックに陥った。時の皇帝だった咸かん豊ぽう帝ていは顔を真っ赤にして怒りに震え、官僚や商人で北京を脱出する者が相次いだという。

　そこで参さん賛さん大臣でモンゴル人貴族の僧セン格ゲ林リン沁チンは、北伐軍を迎え撃つべく四五〇〇人の兵を率いて北京を出発したが、彼の部隊も実戦経験はなかった。このとき北伐軍が北上を続けて僧格林沁の軍を破っていたら、清軍は北京を守り切れなかったかも知れない。
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　当時広東にいたあるイギリス人は、「広東では北京の陥落は避けられないと考えられていた」と証言しており、北京の混乱ぶりは朝鮮を通じて日本の江戸幕府にも伝わった。その情報は幕末の攘夷論者だった吉よし田だ松しょう陰いんにも影響を与えたと言われている。

　だが林鳳祥たちは出発時の命令に従って東へ進路を変え、再び迂回しながら天津へ迫った。天津はおりからの水害で城の西南が水没しており、北伐軍は坑道を掘り進めて城壁を爆破する得意の戦術を使えなかった。そこで一〇月末に武力偵察程度の攻撃が失敗すると北伐軍は天津攻略をあきらめ、城南の大運河沿いにある独どく流りゅう鎮ちんと静せい海かい県けんに軍を分けて駐屯しながら南京からの援軍を待つことにした。

　このとき北伐軍の総兵力は途中参加した者を含めて三万人ほど、ある兵士の供述では天津で数日間休息した後に北京へ向けて出発するつもりだったという。なかには敵中深く行軍を停止する目的が理解できず、たまたま出発前にイギリス公使一行が南京を訪問するのを目撃したため、イギリス船の支援を受ける約束になっていたと考えた者もいた。林鳳祥らはくり返し部下を派遣して援軍を要請したが、途中清軍に捕らえられてしまい、南京に到達できなかった。








華北社会の反応

　ところで南京から天津付近に到達するまでの間に、北伐軍は二度の住民虐殺事件を起こした。一度目は山西を進撃中のことで、軍に参加を強要された者が清軍と交戦中に部隊へ向けて発砲し、それがきっかけで敗北したことに対する報復だった。二度目の事件が起きたのは直隷の滄そう州しゅうで、そこには八旗兵一〇〇〇人が駐屯していた。清軍守備隊は北伐軍の先鋒隊に戦いを挑んだが、北伐軍本隊が姿を見せると敗北し、市街戦となって旗人とその家族三〇〇〇人が殺された。太平軍の略奪行為が清軍に比べて抑制されたものだという事実は華北でも広く知られていたが、これらの事件は言葉も習慣も異なる北伐軍将兵に対する人々の反発を引き起こした。

　ある兵士の回想によると、華北の人々は進駐してきた北伐軍将兵を家のなかで隠れて待ち構え、隙を見て斬り殺すゲリラ的な抵抗をくり返した。また別な兵士の供述では、北伐軍は新たに参加させた兵士が逃げないように焼き印を押したり、丸薬を飲ませて興奮状態にさせて戦場に駆りたてた。逆に手柄をあげた者には連行した女性を褒美として与えたという。

　太平軍は本来不慣れな新兵を攻撃に用いないことを原則としており、南京では男女隔離政策がなお実行されていた。林鳳祥らが兵数を確保しつつ士気を鼓舞するために苦労していたことがわかる。また太平軍の格好をして略奪を働く匪賊集団（ニセ太平軍）も、華北の人々の北伐軍に対する敵意を増幅させたという。








雪解けの泥に敗北

　北伐軍が懐慶から天津郊外まで進撃を続ける間、これを追撃していたのは欽差大臣の勝保だった。彼の軍は補給や連絡体制の整わないなかで行軍を続けたが、北伐軍と正面から戦うだけの兵力はもっていなかった。北伐軍が独流鎮、静海県で籠城を始めると、勝保はその近くに陣地を構えた。やがて後方に取り残されていた他の部隊が到着し、僧格林沁の軍も姿を見せたが、僧格林沁は「北面の守り」を重視すると言って天津城の北から動かなかった。

　北伐軍が南方からの物資輸送の窓口である天津郊外に駐屯することは、北京の喉元をおさえられているに等しいことを知った咸豊帝は、勝保にすぐさま北伐軍を殲滅するように命じた。だが清軍の攻撃は北伐軍が防禦を固めていたために成功せず、勝保とこれを傍観していた僧格林沁との対立が深まった。

　いっぽう援軍を待っていた林鳳祥らのもとに、南京から「春になったら援軍を送る」という回答が届いた。そして一二月末に揚州にいた丞相曽そう立りつ昌しょうの軍が南京へ呼び戻され、長江上流の安慶で軍の編制が行われた後、一八五四年二月に七〇〇〇人の兵力で北へ向けて出発した。

　このように援軍の派遣が遅れた原因の一つは、北京に潜伏していた密偵の報告であった。彼らは僧格林沁が北京を出発する前に、人心安定のため「大軍が集結している」と宣伝した告示を見て、「くれぐれも軽率に北進するな」という手紙を南京へ送った。これを見た太平天国側は援軍の派遣に慎重になったと見られる。

　また南京の幹部たちは困難が予想される北伐軍の救援に行きたがらず、楊秀清が石達開、韋昌輝の部下に出征を命じたことも将兵の反発を招いた。実際に指揮官の一人は途中友軍から救援要請を受けたことを口実に、黄河の手前で引き返してしまった。また従軍した兵も湖北一帯で新たに徴募された者が多かった。

　天津郊外で籠城をしていた北伐軍は、一八五四年一月末に西北へ向けて移動を始めた。そこで援軍と合流し、北京攻略をめざすつもりだった。だが南方出身者が多かった北伐軍将兵は防寒対策が充分でなく、厳しい華北の冬、とくに夜間の行軍で凍傷になるか、身動きが取れなくなって凍死する者が続出した。そこで林鳳祥らは八〇キロほど離れた束そく城じょう村で進撃を停止したが、ここは長期間の籠城ができる場所ではなかった。清軍が包囲すると北伐軍はまもなく食糧不足に陥り、三月初めに林鳳祥は再び移動を命じた。

　この日は雪解けの時期と重なり、村の周囲は一面の深い泥に覆われていた。先の行軍で足を凍傷でやられていた兵は泥に足を取られて身動きが取れなくなり、助けを求めたところを清軍に察知されることを嫌った上官に殺された。また大勢の兵が落伍し、追撃を始めた僧格林沁の軍に首を取られた。北伐軍の先頭はようやく阜ふ城じょう県けんに到達したが、後続の部隊は清軍の攻撃が始まると「足が凍って力を出せなかった」ために大損害を受けた。北伐軍は華北の冬と雪解けの泥に敗北したのである。








救援軍の壊滅

　一八五四年二月に安慶を出発した北伐援軍は、順調に北上を続けていた。三月に黄河を渡り、山東西部を経由して一気に北伐軍本隊がいる直隷をうかがう勢いを見せた。ところがここで援軍は突然進路を東に変え、大運河沿いで物資の集散地だった臨りん清せい州しゅうの攻撃を始めた。史料は「案内人が道を間違えた」と述べているが、実態はそうではなかった。

　元々安徽北部には捻ねん子しと呼ばれる反体制集団がいた。前年北伐軍がここを通過したとき、広西で太平天国と戦った巡撫の周天爵は捻子を弾圧して、彼らが北伐軍に参加することを防いだ。だが北伐援軍が通過すると、息を吹き返した捻子は大挙してこれに参加し、その数は援軍本隊を大きく上回った。その結果、援軍は物資の獲得を願う彼らの要求を抑えきれずに臨清を攻撃したのである。

　実のところ、反体制集団の参加によって戦略を誤ったのは北伐援軍が初めてではなかった。蜂起当初、広東西部にいた上帝会軍は金田村をめざしたが、参加した天地会軍に引きずられる形で途中の城を包囲攻撃し、本隊と合流するチャンスを逃した。このため太平天国は湖南で勢力を拡大したときに、参加してきた天地会の組織を解体し、「天徳王」を名乗っていたリーダーを粛清して厳しい管理下に置いた。だが援軍は経験不足の新兵がほとんどで、加わった捻子を統率する力をもっていなかった。

　北伐援軍の臨清攻撃は一カ月以上続き、四月中旬に臨清州城は陥落した。清朝は勝保を救援に向かわせたが、彼は敗北の責任を山東巡撫の張ちょう亮りょう基きに転嫁し、張亮基は漢人官僚に不信感を抱いていた咸豊帝に解任された。臨清を占領すると、曽立昌は楊秀清の名義で略奪を禁止する命令を出したが全く守られなかった。これは厳しい軍規で将兵を統率してきたそれまでの太平天国ではあり得ない現象だった。また充分な略奪品を手に入れた新規参加者はそれ以上従軍することを望まず、援軍将兵の制止を振り切って南へ帰り始めた。

　この混乱に自信を喪失した援軍本隊も南への撤退を始め、なお北進を主張する曽立昌と他の将校たちが対立して、もはや軍としての統制が取れなくなった。勝保の追撃と地方の有力者が組織した団練の攻撃を受けた援軍は敗北を重ね、曽立昌が行方不明になると散り散りになって、五月に黄河付近で壊滅した。

　北伐援軍は新たに参加した反体制勢力を統率できなかったために敗北した。この問題は太平天国が他の反乱集団、とくに捻子が発展して生まれた捻ねん軍ぐんや天地会との共同作戦を進めたときにも直面することになる。








苛酷な籠城戦

　北伐援軍が臨清を攻撃していた頃、北伐軍本隊は阜城県にいた。林鳳祥は変装した兵士を派遣して援軍の動向を探らせ、五月初めには清軍の包囲を破って阜城の東南三〇キロにある連れん鎮ちんへ移動した。ここで援軍が臨清まで到達していることを知った林鳳祥は、五月下旬に李開芳を六〇〇人の兵と共に南へ向かわせた。

　だが李開芳は山東の高こう唐とう州しゅうまで来たところで援軍がすでに壊滅したことを知った。彼は連鎮にいる林鳳祥に「南へ逃れて生き延びよ。固守してはならない」との手紙を送ったが、この知らせは連鎮に届かなかった。そして北伐軍は連鎮の林鳳祥、高唐州の李開芳に分かれて苛酷な籠城戦を行うことになった。
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　まずは連鎮に残った林鳳祥軍の七〇〇〇人について見たい。連鎮も大運河沿いの要衝で、籠城に必要な物資は豊富であった。包囲する清軍が何度か攻撃を試みて失敗すると、僧格林沁は連鎮の周囲に土手を築き、運河の水を引き込んでこれを水没させる作戦に出た。七月にこれが完成すると、連鎮の東側に蓄えられていた穀物が水没し、軍は食糧不足に陥った。

　その後林鳳祥は様々な方法で包囲網からの脱出を試みたが、ことごとく失敗した。清朝側も咸豊帝が目立った成果がないことに苛立って攻撃を急がせたが、モンゴル人貴族として不動の地位を築いていた僧格林沁は皇帝の性急な命令をかわすだけの余裕があった。

　一一月になると、北伐軍のなかから攻撃中に跪いて投降を願う者が出始めた。彼らは湖南、湖北出身の兵士たちで、軍を率いていた広西人とは支給される食糧に差があり、戦闘による損失が多いことに耐えられなくなったと供述した。僧格林沁はこのチャンスを見逃さず、彼らを殺さずに「義ぎ勇ゆう」を編制して北伐軍を攻撃させた。投降した仲間が殺されないことを知った湖南、湖北人将兵は脱走を試みるようになり、林鳳祥がこれを厳しく禁じても止めることができなかった。

　一八五五年二月に入ると連鎮の食糧はいよいよ底をついた。兵士たちは軍馬や皮製品、雑草、木の皮を食べて飢えをしのぎ、さらに死体を掘り出して食べた。三月に僧格林沁が義勇に総攻撃を行わせると、ついに北伐軍は持ちこたえられなくなって連鎮は陥落した。最後まで抵抗した将兵はすべて殺され、地下に潜伏していた林鳳祥も捕らえられた。彼は北京へ送られた後に極刑に処せられた。








北伐軍の最後

　いっぽう高唐州の李開芳は勝保の攻撃を受けた。彼らが城の外に幾重にも濠を設け、清軍の攻撃を度々はね返すと、わずかな兵力の李開芳軍を殲滅できない勝保に対して漢人官僚の批判が集中した。三月に連鎮が陥落すると、咸豊帝は勝保を独断専行の罪で解任し、指揮を僧格林沁に交代させた。戦線に到着した僧格林沁は高唐州が難攻不落なのを見て、わざと警備を解いて李開芳軍をおびき出すことにした。

　はたして李開芳は城を出て南へ向かったが、馮ふう官かん屯とん村に到着したところで清軍に包囲された。ここでも李開芳は抵抗を試みたが、僧格林沁は再び村の周囲に土手を築いて水攻めを行った。村が水没して飲料水がなくなり、将兵の多くが疫病にかかって死亡すると、五月末についに李開芳も降伏した。

　僧格林沁の前に連れ出された李開芳は南京攻略の方法を尋ねられた。彼は「専ら兵力に頼るならうまくいかないだろう」と述べたうえで、清朝が「広西人は投降しても罪を赦さない」という方針を改めれば、多くの広西出身者が投降して南京を攻め落とすことも可能だと供述した。それは投降した湖南、湖北人将兵を北伐軍と戦わせる僧格林沁の作戦があげた効果を物語っている。参加の時期や出身地に基づくヒエラルキー構造こそは太平軍の特徴であり、同時に弱点だったのである。

　こうして二年間におよぶ太平天国の北伐は失敗に終わった。

　この敗北によって太平天国は中国全土を統一する可能性を失い、彼らが主張していた漢人を中心とする「いにしえの中国」の復活も遠のいた。もとより南京で実施された社会建設プランは、そのまま全国で施行できる性質のものではなかった。また天津到着後に援軍を要請せよという北伐の作戦計画は杜撰で、援軍出発の遅れは北伐軍にとって致命傷となった。

　さらに北伐軍の司令官だった林鳳祥らは、必ずしも独立した指揮権が与えられていなかった。彼らは「孤軍で深入り」したために後方との連絡が杜絶し、援軍を待つことで時間を浪費して北京攻略のチャンスを逃した。そして最後は挙兵以来の老兄弟である広西人が上位に置かれる太平軍組織の弱点を突かれ、北伐軍は壊滅した。

　これらの過ちはあったが、太平天国の北伐は同時代の人々に深い印象を与えた。香港、上海で翻訳官を務めたイギリス人のトーマス・テイラー・メドウスは、北伐軍が「孤立しながらも粘り強く北へ向かって進路を取り」、幾多の困難に立ち向かったことに「太平軍組織の強さをよく物語っている」と賞賛を送った。

　彼はまた王朝交代をくり返してきた中国の歴史を踏まえ、太平天国のような反乱は「天の意志」の表れと考えられており、イギリスはこの内戦に介入すべきではないと主張した。それはイギリスの外交政策には活かされなかったが、北伐軍の記憶は清末に「第二の洪秀全」を自任した孫文による北伐計画へと受けつがれることになる。






四　曽国藩と湘軍の登場






西征の開始

　太平天国が北伐軍を出発させて間もない一八五三年六月、一〇〇〇隻余りの船に分乗した数千人の部隊が南京から長江上流に向けて出発した。これから一八五六年の天京事変まで、太平天国の主要な戦いの一つとなる西せい征せいの始まりである。

　一般に西征は長江上流の要地を占領して領土を広げ、南京の守りを固めるために行われたと考えられている。だが作戦開始当初の西征軍にそうした意図はなかった。ある太平軍将校が手にしていた命令書には「船に乗り、兵を率いて江西の南なん昌しょう、湖北の武昌一帯へ行き、貢物や食糧を集めて天京へ輸送せよ」とあり、二〇万を超えた南京の人口を養う食糧の確保が目的だったことがわかる。船も輸送用の空船が多く、途中立ち寄った地域では高い値段で食糧を買い取った。

　長江をさかのぼった西征軍は途中で軍を分け、主力は江西の省都である南昌を攻撃した。南昌には清軍の兵站基地が置かれていたからである。城外に到達した太平軍は攻城戦を始めたが、指揮官の経験不足もあって坑道を掘って城壁を爆破する作戦は成功しなかった。この間、別の一隊が江西南部と東部を転戦して貢物や食糧の獲得に努めた。

　江西の人々は太平軍を「漢兵」と呼んで帰順の姿勢を示し、米や銭、地元の特産品を貢物として献げる「進貢」の風潮が広がった。ある地方では生員たちが抗戦の準備をしていた清朝の地方官を捕らえて差し出してしまった。太平軍も「住民は恐れるな。大軍の至るところ、秋しゅう毫ごうも犯さない」と記した布告を出し、貢物を献げに来た人々を「兄弟」と呼んで出迎えた。また油や塩、衣服などの答礼品や刊行した書籍を送り、彼らの太平天国に対する支持を取り付けようとした。

　むろん強制的な貢納の要求がなかった訳ではなく、地元の貧民に資産家が誰であるかを聞き出して財産没収を行う打先鋒が行われた。また各地の廟に対する偶像破壊も行ったが、一カ所の滞在期間が短く、県城などの行政中心地に進駐しても農村部まで入ることはしなかった。このため清朝地方政府の過酷な税の取り立てに抵抗する人々が太平軍と連携を試みても、西征軍は彼らの期待に応えることはできなかった。

　さて南昌の清軍は各地に援軍を要請したが、彼らが頼りにしたのは湖南で太平軍を破った経験をもつ江忠源の楚勇であった。九江にいた彼は一〇〇〇人余りを率いて急行し、西征軍の攻撃が始まる直前に南昌に入城した。これには太平軍も「江の妖魔はどうしてこんなに早く来たのか？」と言って驚いたという。

　江忠源はまず城壁の周囲にある民家を焼き払い、太平軍に攻撃の拠点を作らせなかった。また太平軍が坑道を掘って城壁を爆破しようとしていることを察知し、あらかじめ準備をすることで城内突入を図る太平軍を撃退した。さらに各地からの援軍、とくに湖南で編制途上にあった湘しょう勇ゆうの一隊が到着すると、城外へ出撃して西征軍と戦った。

　むろん清軍の防禦態勢も万全ではなく、独断専行の目立つ江忠源や楚勇の暴行に対する批判も絶えなかった。また湘勇は味方を装った太平軍のだまし討ちに遭い、多くの損害を出した。だが西征軍も増援が続かず、南昌攻撃は終了した。








地域支配の始まり

　一八五三年九月に長江へ戻った西征軍は西へ向かい、韋昌輝の弟である国宗韋い志し俊しゅんらの指揮のもと九江を占領した。西征軍が湖北へ進出する構えを見せると、清朝側は要害である田でん家か鎮ちんで迎え撃つ準備を進めたが、兵力不足から長江南岸に兵を配置できなかった。その誤りに気づいた江忠源は救援に向かったが間に合わず、西征軍が攻撃をかけると清軍は敗れた。一〇月下旬に西征軍は湖北の省都武昌の対岸にある漢陽、漢口を占領したが、食糧調達の任務を終えるといったん軍を引きあげた。

　一八五三年九月に翼王石達開の軍が安徽の省都である安慶に到着した。彼はここを長江中流域の重要拠点と位置づけて城の防禦力を強化した。また地方政府を設立して住民の戸籍を作成させ、郷官と呼ばれる地方官を置いて積極的な地域支配を試みた。

　この郷官制度は中国の古典をベースとしたもので、『天朝田畝制度』の規定によると中央から派遣される総制（清朝地方官の知ち府ふクラス）、監軍（同じく知ち県けんクラス）と、一万二〇〇〇戸余りを統括する軍帥から二五戸を統括する両司馬、五戸を統括する伍長に至る地元出身の官吏に分かれていた。

　これら軍帥以下の郷官は地域社会から推挙され、徴税や徴兵、裁判など農村の具体的な統治に当たった。安慶近郊のある県では六人の軍帥をはじめとして一〇〇人近い郷官が任命され、市場や村々に「館」と呼ばれる役所を設けて県城にいる監軍を補佐した。別な県では有力者が清朝の処罰を恐れて郷官になろうとしなかったため、科挙には合格していないが地域社会に影響力のある「董とう事じ」と呼ばれる人々が郷官に就任した。さらにある林姓の同族村落では、宗族会議を開いて正副の両司馬二人、五人の伍長を選出し、共有財産の一部を彼らに与えて公務を担当させることに決めた。
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　明清時代の中国では地方政府が急増する行政サービスの需要に対応できなくなり、地元の科挙エリートが公共事業などを担う形でその空白を埋めていた。董事も社会の成長を背景に台頭してきた新興の地域リーダーであったが、清朝の地方統治制度では彼らの力を活用する場所がなかった。

　太平天国が長江中流域に進出すると、これらの人々は「公こう局きょく」と呼ばれる一種の「自治」組織を設け、豊かな家に食糧を供出させて貧民の救済を行った。また彼らは規定額をはるかに超えた清朝地方政府の納税要求を拒否した。太平天国の郷官制度はこうした社会の変化に形を与えるものとなり、彼らが地方統治に参与する道を開いた。

　もともと郷官制度は明清時代に行われた封建制をめぐる論争のなかでも重要な位置を占めていた。顧こ炎えん武ぶなど明末清初の読書人は、郡県制のもとで派遣される地方官は「原げん籍せき回かい避ひ」の原則のため頻繁に赴任先が変わり、地方の防衛に責任を負わないため、それが明朝の滅亡をもたらしたと考えた。そして地方行政の最末端にあたる知県に土着の人間を登用し、彼らに大きな権限を与えることで郡県制の弊害を改めることを求めた。

　太平天国の郷官は県クラスの地方官である監軍の権限が小さく、世襲ではない点などでそれまでの議論と異なっていた。だが郡県制のなかに封建制につながる内容を組み込むことで地方のリーダーに行政への参与を促し、分権的な体制を形作るという方向性では、両者は親和性をもっていたのである。

　むろん郷官のなかには私腹を肥やす者もおり、清朝側の記録は「無恥の輩、無学の徒が惑わされて栄達を求めた」などと記している。だが一方で郷官のなかには地域の利害を守るために「死の危険を冒して賊中に出入りした」者もいた。また両司馬や伍長は村落レベルに置かれた官職で、規定では冠婚葬祭、孤児や老人の扶養、毎週の礼拝や教育などに責任を持っていた。

　中国では歴代王朝の地方統治が及ぶ範囲は州県と呼ばれる行政所在地に止まり、村落まではほとんど影響力を行使できなかった。太平天国の郷官制度が規定通りに実行されれば、逆に中央政府の意志が末端にまで貫徹されることになったかもしれない。

　それでは太平天国はどの程度の税負担を求めたのだろうか。初め西征軍は「なんじに租税を求めない」という布告を出して、清朝に対して納税しないように呼びかけた。江西の人々が争うように貢物を献げたのはこれが伝わった結果であり、一種の徳政に対する期待感を示す現象だった。

　やがて郷官制度を始めた太平天国は「天下の農民の米穀、商人の資本はみな天父の所有であり、すべてを聖庫に納めるべきだ。大人はここから毎年一石、子供は五斗を与えて食糧とする」という布告を出し、土地公有の原則に基づいて収穫物を聖庫へ納めるように命じた。だがこの政策は「惑わされていた郷民はやっと夢から覚めたようだった」とあるように、人々の反発を受けて実行されなかった。また『天朝田畝制度』はすべての耕地を収穫に応じて九段階に区分し、一六歳以上の男女に均等に割り当てることをうたっていたが、これも実際には行われなかった。

　こうした紆余曲折の後に、石達開が安徽で始めたのが「旧に照らして交こう糧りょう納のう税ぜい」と呼ばれる方法だった。これは従来通りの土地税を納めさせるもので、地主の土地所有を否定するものではなかったが、社会秩序を回復して安定した税収を図るという点では確実な方法だった。

　一八五〇年代初め、清朝統治下のある県では、土地税である地丁銀を支払うときの銀と銅銭の換算率が銀一両あたり銭四八〇〇文だった。それは以前の換算率と比べて数倍の高額であり、人々は重い税負担に苦しんだ。これに対して一八五七年秋の太平天国による半期分の地丁銀徴収は「一畝あたり銭二〇〇文」で、もともとの徴税額と大きく変わらなかった。ただし他にも洪秀全の息子の誕生祝い、報ほう効こう米まいと呼ばれる一戸あたり米三〇斤の臨時税、書籍の出版や武器の製造など様々な名目の雑税が徴収された。

　こうして集められた税は、三分の一を郷官に与えて彼らの報酬や地方行政の経費にあて、残りを中央へ送った。地方の財源が確保されたのもこの制度の特徴だった。

　一八五六年に『ノース・チャイナ・ヘラルド』に寄稿したあるヨーロッパ人は、石達開が支配した安慶では税率が清朝のそれに比べて軽かったと記している。また安徽のある読書人も、太平天国統治下の暮らしについて「物は豊かで民は安んじており、いわゆる乱世であることを忘れるほどだった」と述べている。単純な比較はできないが、軍事的に優勢で安定した統治が実現すれば、地域住民にとって太平天国の方が構造的な腐敗をかかえた清朝地方政府に比べて「よりましな政権」であったと言えるだろう。








清朝の漢人官僚不信

　安慶を拠点に地域支配の基礎を固めた石達開は、一〇月に清朝の臨時省都が置かれていた廬ろ州しゅう（現在の合ごう肥ひ）へ向かって進攻作戦を開始した。安徽の清軍は弱体で敗北を重ねたが、北伐軍への対応に追われていた清朝は、江忠源を廬州へ救援に向かわせる以外に手はなかった。

　江忠源は途中病に倒れ、楚勇も過酷な行軍に耐えられず故郷へ帰ってしまった。そこで清軍の敗残兵や付近の郷勇を集めた江忠源は、一二月一〇日に廬州へ到着した。入城した彼は早速防衛の準備に取りかかったが、二日後には太平軍の攻撃が始まった。その光景を目撃したある読書人によると、「（太平軍は）頭に紅巾をかぶり、緑の短い上着を身につけ、赤いエビが湧き上がってくるようだった」という。

　以後、江忠源は一カ月にわたって防戦に努めたが、援軍の動きは緩慢で、太平軍の包囲を解くことができなかった。のちに太平天国の鎮圧で名をあげる李り鴻こう章しょうも団練を率いて郊外に駐屯し、清軍に攻撃を促したが効果はなかった。さらに城内では江忠源が地方官と対立し、一八五四年一月に太平軍が城壁を爆破すると内応者が出て廬州は陥落した。江忠源は抵抗を試みたが負傷し、井戸に身を投げて死んだ。

　江忠源はそれまで太平天国が最も恐れた相手であった。彼は故郷である湖南の防衛から「帝国の安泰」という課題を背負って奔走したが、清朝とその軍隊を覆っていた事なかれ主義によって見殺しにされたのである。

　さて安徽の安定的統治をある程度実現した西征軍にとって、次の課題は湖北への進出だった。ちょうどこの頃、一八五三年に南京へ向かった太平軍が退出した武昌を守っていた清軍で内紛が発生していた。湖北巡撫だった旗人の崇ツォン綸ロンは西征軍が兵を引いた今こそ追撃すべきであるのに、湖広総督で漢人の呉ご文ぶん鎔ようが怯えて出撃しないと告発した。実は崇綸はアヘンの常習者で、先の戦いで逃亡しようとしたところを呉文鎔に叱責され恨んでいたという。

　呉文鎔は強力な水軍なしに太平軍と互角に戦うことはできないと主張した。だが相次ぐ敗北の知らせに余裕を失っていた咸豊帝は、崇綸の告発に同調して呉文鎔に出陣を厳命した。一八五四年一月、大雪のなかを出撃した呉文鎔の軍は寒さと飢えに苦しみ、付近の民家を壊して暖を取ろうとして住民の憤激を買った。清軍が太平軍を攻撃したところ、突然廬州から戻った西征軍の主力が姿を見せ、さらに家を壊された人々が太平軍に加勢した。圧倒的な兵力差に清軍は壊滅し、呉文鎔は乱戦のなかで死んだ。彼は咸豊帝の漢人官僚に対する不信感によって殺されたのだった。








太平天国の科挙

　呉文鎔の軍を破った西征軍は西へ向かい、三度漢陽、漢口を占領した。だが清軍が立てこもる武昌には手をつけず、湖北各地へ軍を進めた。その目的は引き続き食糧の調達と支配地の拡大であったが、この時期の西征を特徴づけるのが読書人対策である。

　もともと太平天国は洪秀全ら下層の読書人が生み出した運動であり、南京への進撃途中に出した檄文でも読書人に参加を呼びかけた。南京到達後、太平天国は科挙を実施して新王朝の建設に必要な人材を確保しようと試みた。

　清代の科挙には中央で行われる会かい試しと殿でん試し、それぞれの省で行われる郷きょう試しなどがあった。太平天国の京きょう試し（会試）は、洪秀全が主宰する天てん試しと楊秀清以下の諸王が実施する東試、北試、翼よく試しがあり、将校の選抜試験である武ぶ科かも行われた。また男女が別々に収容された住民の居住区では、読み書きができる女性を選んで各王府の書記係にあてた。これが「女試」で、楊秀清の秘書として活躍した傅ふ善ぜん祥しょう（南京人）は有名である。

　一八五四年に長江中流域に占領地を広げた太平天国は、安徽、湖北で郷試を実施した。出題は上帝教の教義から出され、湖北郷試の論題は「真の神はただ一人の皇上帝」「皇上帝は真の皇帝」であった。太平天国は人材獲得のために多くの受験生を合格させ、湖北では受験生約一〇〇〇人に対して八〇〇人が挙人となった。またある進士合格者は育いく才さい官かんに任命され、故郷で多くの読書人に科挙を受験するように働きかけた。

　安徽の郷試でも七〇〇人以上が挙人に合格し、さらに進士に合格して故郷で軍帥となり、地域の防衛に尽くした者もいた。一八五七年の安徽では郷試と共に県レベルの試験である童どう試しが行われ、受験生も増えて倍率も高まった。科挙試験の実施は「粤えつ人じん（粤は広東の意味で、ここでは太平天国をさす）は民を安んじ、科挙を実施して士子を登用するなど、王者の風格があった」と言われたように、太平天国が新王朝の正統性を主張するうえで大きな意味をもった。

　また太平天国は「招しょう賢けん」と呼ばれる読書人の登用策を行った。太平軍の占領地では「一芸に長じた者は申請して軍のために尽力し、みずから長じるところを献げよ」と記した告示が張り出され、一八六一年の浙江では天文、地理、兵法、医療などに通じた人材を求めた。とくに医師は必要とされ、一八五四年には眼科や婦人科、小児科などの知識をもった医者を求める布告が出された。招きに応じて軍に加わった読書人は「先生」と呼ばれて敬われ、文書の作成などを任された。

　長江中流域で地域支配が始まると、中央から派遣される上級の郷官（総制、監軍）を担当可能な人材が不足した。そこで太平天国は清朝の地方官に帰順を促し、彼らに地方統治を担わせようとした。実際に安徽のある知県は「城門を開き賊に降伏」して太平天国の監軍となった。江忠源と対立した廬州の知府も太平天国に投じたという。








対儒教政策の転換

　だがこうした努力にもかかわらず、多くの地方官は太平天国に従おうとしなかった。一八五四年に太平軍は安徽で一人の地方長官を捕らえた。太平天国は彼を「忠義の臣と称え、丁重にもてなして、意を尽くして降伏を勧めた」が、この官僚は絶食して協力を拒否したため、やむなく彼を南京で斬首した。湖北でも太平軍はある知府を捕らえたが、彼は投降を拒否して投水自殺した。戦場となった地方では清軍が敗走後、ただ一人役所に取り残された地方官が太平軍将兵に殺される例が多くあり、地方官も後々の処罰を恐れて降伏できなかったと考えられる。

　次に読書人について見ると、太平天国が比較的安定した支配を行った安徽では、生員クラスの読書人で「賊官となったり、賊試に応じる」者がいた。また太平軍将校と姻戚関係を結ぶ者も現れた。むろん彼らのなかには面めん従じゅう腹ふく背はいで、太平軍と誼よしみを通じながら、清軍と連絡を取って内応を謀る者もいた。

　また読書人にも太平天国に抵抗する者は多かった。湖北のある生員は太平軍の要求をすべて断り、「私が聖せい賢けんの書を読んだのは、国家の士子となるためだ。お前たち叛はん賊ぞくの肉など憎くて食えぬ。どうして膝を屈することができようか」と叫んで殺された。また安徽のある生員も「私は大清の読書人だ。どうしてお前たち賊に降ることができよう」と言って投降を拒否した。

　これら読書人の太平天国に対する抵抗は、キリスト教の影響を受けた太平天国が儒教を否定し、孔子廟を壊したり、儒教の経典を焼いたことへの反発が主な原因だった。蜂起前にイエスを降臨させた蕭朝貴は孔子が天上で鞭打たれ、二度と地上に降りることを禁じられていると述べ、儒教の経典について「誤りが多いので、太平の時が来たら一律に焼き捨てなければならない」というお告げを下した。また南京に到達した後は儒教関連の書籍を「妖よう書しょ邪じゃ説せつ」としてすべて焼却し、これを売買したり、所蔵して読むことも許さないという禁令が行われた。

　ところが一八五四年二月に楊秀清は天父下凡を行い、「さきに一切の古書を妖書として貶めたが、四書十三経のなかには天情や性せい理りを明らかにし、家を整えて国を治め、親への孝、君への忠を尽くす道を明らかにしたものが少なくない」「これらの書物を廃棄して、世に埋もれさせてよいものだろうか」というお告げを下した。太平天国は対儒教政策を転換させ、統治に必要な部分について容認することにしたのである。

　そして南京には儒教経典の改変を行う刪さく書しょ衙がが設けられ、「妖よう話わ」即ち上帝教から見て不適切な部分を削除する作業が行われた。その結果について『乙丙日記』の著者だった汪士鐸は、「賊は四書五経を改作し、鬼神や祭祀、吉礼といった部分を削除した。この功績は聖人に劣るものではない。いつか評価されるときが来るだろう」と好意的に評価している。








読書人対策の失敗

　だがこれらの措置にもかかわらず、読書人を太平天国に参加させることは容易ではなかった。たとえば西征軍が廬州を占領したとき、ある読書人が老母を家に残しているので帰りたいと申し出た。儒教の「孝」の論理に訴えたのである。これに対して太平軍の将校は、自分にも家族がいるが、天下統一の事業のために戦っている。まずは国家への「忠」を優先すべきだと説得した。

　続けて将校は「天父の飯を食えば、生きては天の福があり、死んでは天国に昇る」という上帝教の教義を説いたが、これは上帝信仰をもたない読書人には全く通用しない理屈だった。さらに二人の議論は釈放という「恩」を与えるのは上帝か、将校なのかで平行線をたどった。

　広東語で背景の異なる者同士の議論がかみ合わないことを「ニワトリと鴨の会話（鶏ガイ同トン鴨アップ講ゴン）」と呼ぶが、二人のすれ違いぶりは辺境の下層社会出身の太平軍将兵と豊かな長江流域の人々との文化的な差異が決定的だったことを示している。

　また太平軍に参加したある読書人の手記は、「賊は文人に対しては、大変礼儀ある扱いをしていた。一人の読書人を得ると、着物や食事を勧めて思いやり、もてなしが周到でないことを恐れる。気に障ることをしても、穏やかに受け入れて叱ったりしない」と述べており、太平天国が読書人を厚遇していたことは間違いない。

　だがその場合も「書生を脅して従わせ、人夫と馬を与えた」「官紳兵吏を重んじ、「妖魔の頭目を殺せ！」と叫ぶのはその闘志を失わせるためだった」とあるように、参加を促すやり方は脅迫を含む強圧的なものだった。読書人は書記として軍務に関与したものの、決定権はなく、不遇を託つことが多かった。また情報の漏洩を恐れた太平軍は彼らの脱走を警戒したため、逃げ出すことは難しかったという。








曽国藩の登場

　さて清軍が安徽や湖北で苦戦している間、湖南では曽国藩が太平軍に対抗するための私的な軍隊を創設していた。曽国藩は一八一一年に湖南湘しょう郷きょう県けんで生まれ、洪秀全より二歳ほど年上に当たる。曽国藩の故郷である白はく楊よう坪へい村は目の前に棚田が広がる山村で、彼が自分を「山中の人」と評したのもうなずける。曽国藩の家は父親がようやく生員の資格を獲得した新興勢力で、曽国藩も子供の頃は薪拾いを手伝ったという。
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　洪秀全が貧困と差別のなかで科挙に挫折したのに比べると、曽国藩の人生は順調だった。一八三八年に曽国藩は進士となり、全国のエリートが集まるアカデミーである翰かん林りん院いんに入って北京暮らしを始めた。曽国藩は有名な学者のもとで朱子学や訓くん詁こ学を学び、修身の実践に取りくんだ。また李鴻章など後に太平天国鎮圧の過程で協力する人々と幅広いネットワークを築いた。

　さらに曽国藩にとって政治的な財産となったのは穆ム彰ジャン阿ガとの出会いだった。穆彰阿は道光帝の重臣で、アヘン戦争では講和派として林りん則そく徐じょの罷免に関わった人物であった。穆彰阿に注目された曽国藩は内ない閣かく学がく士しに抜擢され、礼れい部ぶ侍じ郎ろうの肩書きを与えられた。だが一八五〇年に道光帝が崩御すると、穆彰阿は失脚して曽国藩は旗人貴族の後ろ盾を失った。

　咸豊帝が即位すると、曽国藩は積極的な政策提言を行った。彼は人心の掌握こそが統治の要であると述べ、「民の苦しみが帝に届かない」現実に警鐘を鳴らした。そこで曽国藩は「民の苦しみ」の具体的な内容として三つあげている。

　その第一はアヘン交易の結果生まれた銀価の高騰による税負担の増加であり、傾き始めた財政を支えるための苛酷な税の取り立てであった。第二は盗賊の横行とこれを取り締まろうとしない地方官の無気力であり、第三は地方政府の腐敗を中央へ訴えた人々が逆に拷問や冤罪をこうむり、官民の信頼関係が失われて一触即発の状態になっているという事実であった。

　この頃広西では太平天国が清朝の打倒をめざして蜂起した。曽国藩は反乱の拡大に危機感を持ち、敗走を重ねる清軍正規兵の「賊を見れば戦わずに逃げ、賊が去れば民を殺して手柄にする」無軌道ぶりを告発した。また彼の批判は漢人エリートの提言に耳を傾けない清朝中央政府に及んだ。

　曽国藩は年老いた賽尚阿では太平天国を鎮圧することはできず、清朝が重大事件の対処には旗人を用いる通例にならって彼を欽差大臣に任命したことは誤りだと考えた。そして咸豊帝に対して「広西がすぐに平定されれば、陛下にとって天下に難しい問題はなくなり、ご自分を助けてくれる人がお目に入らなくなるでしょう。これはお考えが傲慢になる萌しであり、わたくしが最も恐れるところであります」と苦言を呈した。

　この率直過ぎる諫かん言げんは咸豊帝を激怒させ、周囲のとりなしによってようやく罪を免れたという。これ以後言動に慎重となった曽国藩から清朝に対する批判は影をひそめ、彼はもっぱら反乱軍の殲滅と兵の育成に力を注ぐことになった。








湘軍の創設

　一八五三年に清朝は母親の死によって故郷へ戻っていた曽国藩を団練大臣に任命した。団練は一八世紀末の白蓮教反乱の鎮圧に効果をあげたが、今回の団練結成は費用が自弁だという点で前回と条件が大きく異なっていた。初め曽国藩が団練に期待したのは太平軍との戦いではなく、これに呼応する勢力の摘発や清軍将兵の暴行を押さえる治安維持の役割だった。

　曽国藩は団練の指導者に警察、司法権を与え、みずからも長沙に私的な裁判所を設けて一〇〇人以上の容疑者を処刑した。人々は曽国藩を「首切りの曽」と呼んでその強引なやり方を批判したが、彼は「残忍厳酷との汚名を得ようともあえて辞さず」と言って強硬な姿勢を崩さなかった。曽国藩にとって一番の問題は中国官界や有力者の事なかれ主義であり、果断な行動力を備えた新興エリートが政治的な発言力を伸ばすことで、社会秩序を再構築すべきだと考えていた。

　このような情況が変化したのは、同郷の生員である羅ら沢たく南なんの率いる湘勇が江西の南昌へ救援に向かったことだった。彼らは西征軍に敗れたが、その奮戦ぶりを知った曽国藩は、彼らを「敗れても互いに救わない」清朝正規軍に代わる軍事力に育てることを決意した。そこで曽国藩は職業軍人を採用せず、自分の弟子たちに湘郷県内で身元の把握が可能な素朴な農民を募集させた。

　将校となったのは科挙合格を果たせないでいた読書人であり、兵士には緑営兵の三倍近い高額の俸給を約束した。また清軍だけでなく江忠源の楚勇や潮州勇が往々にして激しい略奪を行い、人々を太平軍支持へ追いやっている現状を踏まえて、曽国藩は将兵に「民の物を奪うな」とくり返し教育した。

　さらに曽国藩は軍の結束を重んじ、「殺された同郷人の仇を討って国難を救おう」を合い言葉にした。この頃の太平軍には湖南人の将兵が多くおり、湘軍が出撃すると互いに地元なまりで「俺たちの陣地へ来いよ！」と呼びかけ合った。だが曽国藩はそうした現実に目をそむけ、太平天国の中核を占めた広東、広西人に対する敵愾心を煽ることで人々を戦いに動員しようとした。それは中国社会に濃厚な地域主義を生み出した。

　曽国藩が軍を編制するうえで重視したのは火力と水軍であり、とくに水軍は長江流域を活動する太平軍を攻撃するために不可欠だった。彼は広東から技術者を招いて軍船の建造に取り組んだが、この間に清朝側では咸豊帝の叱責をうけた呉文鎔が死地に追いやられる事件が発生した。曽国藩も咸豊帝の出撃命令を受けたが、彼は水軍の創設が急務であると主張して動かなかった。

　また義勇軍である湘軍にとって兵糧の調達は頭の痛い問題だった。初めのうち湖南の地方長官たちは湘軍の創設に協力せず、曽国藩はもっぱら湖南のエリートたちの寄付に頼った。だが軍の規模を拡大すれば支出もかさみ、公費に頼らざるを得なかった。水軍の創設にも十数万両の銀が必要となったが、湖南にはそれだけの備蓄はなく、広東から江南の清軍陣地へ送られる予定だった銀を借り受けた。

　このため曽国藩は徴税の強化を唱え、「世界がすでに乱れたから、税を納める必要がないと言う者は一度捕らえたら即刻処刑する。私が厳しすぎるのではない。これらの造言をする者が賊に従う乱民なのだ」と厳しい態度で臨んだ。また彼は四川など他の省にも寄付を募り、一八五三年に江南で創設された釐り金きんと呼ばれる物資の流通にかける地方税を積極的に活用した。それは清末に湘軍出身の地方長官たちが省を単位に相対的に自立した権限をふるううえで重要な財源になった。








湘軍の出撃と勝利

　一八五四年二月、曽国藩は一万数千人からなる水陸両軍の編制を終え、出撃にあたって『粤えつ匪ひを討伐すべき檄文』を発布した。そこで彼はキリスト教の影響を受けた太平天国は儒教文明を否定する異端的宗教であり、「大清の非常事態であるのみならず、開かい闢びゃく以来の名教のあり得べからざる大非常事態である」と訴えた。また太平軍が各地の寺廟を破壊したことを激しく非難し、「孔子、孟子の苦痛」「神々の怨み」を晴らすことを戦いの大義名分として掲げた。

　次に太平天国が滅満興漢をとなえ、旗人を排撃することで漢人である「われわれ」を主張したのに対抗して、曽国藩は「粤匪はわが両湖の人々には、犬や豚、牛や馬にも劣る扱いをしている」と述べ、広東、広西人と自分たちを差異づけることで長江中流域の人々を糾合しようとした。

　ある湘軍の指揮官は太平天国と戦う意義について、「名誉のためでも利益のためでもない。彼らに服従したくないにすぎないのだ」と語っている。彼らにとって当時の中国が矛盾をかかえた社会であることは言うまでもなかったが、この現実を変える試みは自分たちがイニシアティブを取ってこそ意味があった。言いかえれば、太平天国が読書人を味方につけられなかったことが湘軍の登場を生んだのである。

　さらに曽国藩は「官僚となり財産を築いてハハハと笑おう」といったスローガンで士気を鼓舞した。それは彼が社会的成功を求める人々の情熱を巧みに操ったことを示しており、結果として軍の指導者のみに服従する私的な軍隊を生み出すことになった。

　ちょうどこの頃、西征軍が湖南へ進出してきた。両軍は湖南、湖北の省境で交戦し、これに勝利した西征軍は四月に長沙に近い湘しょう潭たん県けんへ進出した。曽国藩は一部の兵を率いて戦いを挑んだが、敗北して投水自殺を図った。戦闘経験のない軍を安易に分けたことが原因だった。

　いっぽう湘軍の水軍が湘潭県に到着すると、清軍将校で旗人ながら湘軍に加わった塔タ斉チ布ブの陸軍が丞相林りん紹しょう璋しょうの軍と戦っていた。湘軍の水陸両軍が協力して太平軍を攻撃すると、太平軍の新兵と古参兵のあいだに内紛が発生した。これを見た湘軍は総攻撃をかけ、洋式大砲を駆使して県城を奪回した。

　のちに李秀成はこの敗北を太平天国の一〇の誤りの一つに挙げ、「林紹璋を湘潭へ行かせるべきではなかった。このとき林紹璋は湘潭で全軍ことごとく敗れた」と述べている。この勝利は曽国藩の失敗を補うと共に、創設間もない湘軍を大いに勢いづけた。








長江を攻めくだる湘軍

　次に湘軍が目標としたのは湖北の省都武昌だった。呉文鎔が戦死した後、武昌は崇綸が守っていたが、六月に太平軍が攻撃すると、城壁をよじ登って突入した陳玉成らの活躍で陥落した。

　曽国藩は先の戦いで戦力とならなかった部隊を整理し、「賊一名を殺した者に銀一〇両の褒美を与え、併せて八品軍功を与える」「戦場で逃亡した者は斬る。功績を偽った者はさらし首にする」などと、賞罰の規定を明確にして将兵の戦闘意欲を高めた。

　七月に湘軍は岳州を攻めて占領し、翌月には太平軍将兵のあいだで信望の厚かった丞相の曽そう天てん養ようを戦死させた。精神的な支柱だった司令官を失った西征軍は敗北を重ね、一〇月に湘軍は武昌を奪回した。

　この知らせが北京へもたらされると、大喜びした咸豊帝は曽国藩を地方長官である湖北巡撫に任命した。だが、このときある大臣が「曽国藩は故郷で休養中の身で、なお匹ひっ夫ぷでございます。かような卑しき男が一声呼びかけただけで、蹶けっ起きしてこれに従う者が万余人とは、恐らくは国家の福とはなりますまい」と述べたところ、顔色を変えた咸豊帝は慌てて命令を撤回し、彼に引き続き無位無官のまま戦いを指揮するように命じた。曽国藩は在野の漢人勢力が台頭することを恐れた咸豊帝の不信感のもとで、太平天国との戦いに挑まなければならなかったのである。

　さて武昌を占領した湘軍は、一八五四年一一月に長江中流域の要害で先に攻防戦が行われた田家鎮を攻めた。すでに南京で軍事を統括していた楊秀清のもとには、湘軍が手ごわい相手であるとの報告が届いていた。だが楊秀清はこれを重視せず、その指示を受けた燕王の秦日綱も拠点の死守を命じた。
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　湘軍が田家鎮に迫ると、秦日綱は長江の両岸を鎖でつなぎ、筏の上に築いた水上要塞で湘軍の攻撃を防ごうとした。だが戦端が開かれると、軍船を擁する湘軍の水軍は民間からの徴用船を主力としていた太平軍の水軍を圧倒し、周到な作戦で太平軍の防衛線を突破した。また岳州と武昌の敗北で西征軍の将兵には湘軍に対する恐怖心が生まれていた。湘軍が南京から派遣されてきた増援軍の指揮官たちを殺すと、太平軍は浮き足立ち、湘軍は敗走する太平軍将兵を徹底的に殺した。

　むろん報告された人数には水増しもあったが、読書人であった湘軍指導者が「敵を効果的に抹殺する」ことにエネルギーを傾けたことは間違いない。この新興エリートの血塗られた組織運営の能力こそは、近代中国を突き動かす原動力になっていく。








形勢の逆転

　次に湘軍がめざしたのは江西の九江だった。一八五五年初め、相次ぐ敗戦に南京の太平天国指導部は司令官のテコ入れを行った。石達開、鎮江を守っていた丞相の羅大綱、検点に昇進した陳玉成らに率いられた太平軍は、伏兵を配置して湘軍を誘い込む戦法で粘り強く抵抗した。また石達開は鹵ろ獲かくした清軍の軍船を参考に建造した三〇隻余りの軍船を戦場に投入した。

　一方の湘軍は補給線が伸びきり、水陸両軍の連携がうまくいかなかったが、太平軍を侮った曽国藩は二月に一部の水軍を長江から鄱は陽よう湖こへ進撃させた。これを見た石達開は湖こ口こう県けんで鄱陽湖と長江をつなぐ水路を遮断し、湘軍の兵力を分断した。また太平軍の水軍は陸上部隊と連携し、長江に残っていた湘軍の大型船を焼き払った。隙を突かれた湘軍は大敗し、乗船を奪われた曽国藩は自殺を図ったところを危うく救われた。
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　この湖口の戦いによって、それまで湘軍優位で進んでいた戦況は一変した。太平軍は敗走する清軍を追撃して湖北へ入り、一八五五年四月に三度、武昌と対岸の漢陽を占領した。さらに一部の軍は湖北北部、南部へ兵を進めた。

　いっぽう曽国藩は江西にいた。湘軍の創設時から水軍を重視していた彼は、鄱陽湖に閉じ込められた水軍の先遣部隊を見殺しにする訳にはいかなかった。また湘軍の兵糧は多くを湖南で集められた寄付に頼っていたが、曽国藩は江西を新たな兵站基地にする構想をもっていた。

　武昌が太平軍に包囲されると、動揺した湘軍の将校たちは救援のために軍を江西から撤退させることを求めた。このとき曽国藩は厳しい口調で次のように言った。




　ならぬ！　賊が武漢（三鎮）へ向かったのは、我らが必ず救うところを攻めたのだ。わが軍が九江を攻め、真っ直ぐに南京へ向かうのも、賊が必ず救うところを攻めている。もし輾転して後方を顧み、あちこちの言うことを聞いていたのでは、わが大軍を誤らせることになる。士気が一度失われてしまえば、再び高めることは容易ではない。




　ここで曽国藩の主張した「敵の必ず救うところを攻める」という戦略は、湘軍、太平軍共に重んじた兵法の鉄則だった。その実、湘軍と太平軍は敵味方に分かれたとはいえ、参加者の出身地や敵の後方へ回り込んで優位を確保しようとする戦法など共通点が多かった。








太平軍と湘軍の違い

　むろん両軍にはそれぞれの個性と特徴があった。この時期の太平軍は指揮官や将校が広西人、下士官が湖南、湖北人といったように、参加の時期や出身地、功績の有無で階級を分けながら、部隊内で将兵の出身地が偏らないように工夫していた。これに対して地縁重視の湘軍は将校と兵士が半径一〇キロに満たない狭い地域の出身者で固められていた。

　次に太平軍は陣地に黄旗を林立させて大軍を装ったり、蟹の足が伸びたような多様な陣形を取ることで敵を惑わせた。また戦場では敗走したと見せかけて敵を誘いこみ、伏兵と共にこれを痛撃する「回かい馬ば槍そう」と呼ばれる戦術を得意とした。

　いっぽうの湘軍は「守るは主、攻めるは客」という原則のもと、しびれを切らした太平軍が動き出すまで陣形を崩さないことを鉄則とした。両軍が使用した兵器について見ると、湘軍は砲兵部隊を擁していたものの使用する武器に大差は無かった。

　続いて軍の統率について見ると、太平軍は上帝信仰によって部隊の結束を図った。石達開は「天父・天兄が大いに権能をあらわされる」と勝利への確信を力強く語り、臨機応変な指示を与えて部下を励ますことを忘れなかった。太平軍が攻撃に失敗したときも秩序立って撤退し、算を乱して敗走しないことを湘軍側は高く評価している。

　これに対して湘軍の陣地では羅沢南のように熱心な読書人が儒教の経典を兵士に暗唱させた。ただし湘軍兵士の信仰を集めたのは三国志の英雄で、武勇の神として名高い関帝（関羽）だった。関帝が他の神々を引き連れて霊験をあらわし、太平軍を打ち破ったとする報告も残っている。

　いまこうした現象に注目すれば、太平軍と湘軍の戦いはヨーロッパと中国という二つの文明間の観念戦争という様相を呈していた。ただし、太平天国自身は上帝を中国古来の神と認識しており、めざしていたのも「いにしえの中国」の復活だった。その論理に従えば、太平軍と湘軍は「大同」の理想実現による社会的な格差の解消か、それとも「礼教」すなわち神々に代表される社会秩序の維持かという、それ自体はきわめて中国的な価値観に基づいて争ったことになる。

　いずれにせよ両者は指導者がエリートであるか否かの違いを除けばライバルの関係にあり、中国の次の時代を担う後継者の座をかけて争ったと言えよう。








地域支配をめぐる争い

　ところで江西で軍の立て直しに努めていた曽国藩には、もう一つ油断できない相手が存在した。清朝の地方長官が率いる官僚機構と軍、そして地元の有力者たちである。彼らは湘軍を私的な利益の拡大を図る新興勢力と見なし、事あるごとに非協力あるいは敵対的な態度を取った。

　のちに曽国藩が提出した弾劾文によると、江西巡撫の陳ちん啓けい邁まいは湘軍に兵糧を支給することを渋り、部下の敗北を取りつくろうために湘軍の部隊を各地へ転戦させて酷使した。また曽国藩が自分の呼びかけに応えて団練を結成した新興のエリートを登用しようとすると、陳啓邁はこの団練指導者を厄介者扱いした有力者の意をくんで処罰しようとした。

　もともと太平軍が江西へ進出すると、旧来の有力者は「団練を結成することはみずから災いを招くことだ」と考え、太平軍に貢物を献げて模様眺めをする傾向が強かった。これは地方官や清朝の地方軍も同じで、身の安全を図って太平軍と真剣に戦わない者も多かった。彼らにとって見れば、太平軍との死闘を辞さない湘軍の登場は迷惑以外の何者でもなく、自分たちの既得権益を脅かす点で脅威に他ならなかった。

　のちに曽国藩は当時を振り返り、「私は権限も勢いもない地位に置かれ、常に他人と権力と威厳をめぐって争った」と述懐している。言いかえれば湘軍は太平軍、清朝の地方政府と三つどもえの争いを演じながら、自分たちの勢力基盤を固めようとしたのである。

　いっぽう湖北各地へ進出した太平天国はどうだろうか。一八五五年四月に陳玉成は湖北北部の徳とく安あんを占領した。この一帯は五四年にも西征軍が占領したが、南京の各王府から使者が次々とやってきて貢納を迫った。

　このとき住民たちは先に貢物を納めた証明書を見せて断ろうとしたが、使者は「それは東王府のものだ！　わしは北王府、翼王府から派遣された者だ！　貢物を出さないならお前たちを斬り、家に火を放つぞ！」と脅した。聖庫制度による食糧の分配が公平でなかったために、諸王の部下たちが無秩序な取り立てを行ったのである。

　これに恐れをなした人々は慌てて貢物を納めたが、度重なる負担に苦しんだ。また新たに太平軍に加わった反乱勢力が略奪、暴行をくり返すと、これに反発した住民たちは団練を組織して太平軍に抵抗した。

　そこで陳玉成は安徽で成功していた郷官制度を実行し、混乱を防ごうと試みた。だが任命された郷官たちは資質が一定せず、今度は郷官が「住民の銭米を巻き上げ、各郷を略奪した」と言われる厳しい取り立てを行った。また郷官の任務に徴兵があり、陳玉成は徳安の北にいる清軍に対抗するために兵力を増強し、陣地の構築を行わせた。だが従軍や労働を強要された住民は秘かに清軍に連絡を取り、清軍は太平軍将校の内紛に乗じて徳安府城を一度奪回した。

　これに怒った陳玉成が報復攻撃を行って住民を虐殺すると、今度は太平天国の郷官たちが清軍に投降し、城をあけ渡してしまった。結局のところ湖北北部の戦いでは太平軍が軍事的に優勢だったものの、陳玉成は住民の支持を取りつけることができず、最後には郷官が離反して地域支配は失敗した。このとき陳玉成はまだ一九歳、最前線での安定的な支配を実現するには若すぎたと言えるだろう。








西征の終焉

　一八五五年秋、湖北から度重なる援軍要請を受けた曽国藩は、ついに精鋭である羅沢南の軍五〇〇〇人を救援に向かわせた。湖北南部へ入った羅沢南は湖北巡撫の胡こ林りん翼よくと合流し、武昌から出撃してきた韋志俊の太平軍と激突した。

　胡林翼は太平天国がどれ程南京に財貨を集めようとも、長江上流からの食糧補給を断ちきってしまえば長続きはできないのであり、武昌を奪回してここから強力な水軍で長江を攻め下るべきだと主張した。太平天国側も武昌の戦略的重要性はよく認識しており、石達開が安慶から二万人の兵を率いて韋志俊軍に加勢した。両軍は湖北南部で一進一退の戦いをくり広げた。

　このとき江西の湘軍兵力が手薄であることを知った石達開は、一一月に突然軍を分けて江西へ進入した。「敵の必ず救うところを攻める」戦略に基づいて曽国藩の本陣を突き、武昌に対する軍事的圧力を軽減しようと図ったのである。江西西部の諸都市はまたたく間に太平軍に占領され、湘軍の残留部隊が大敗すると、省都南昌とその周辺は太平軍に包囲されてしまった。

　策に窮した曽国藩は羅沢南へ手紙を送り、「いつ城を奪回できるかわからない湖北に兵を置くよりも、汲々として今にも危うい江西を救う方がよい」と述べて救援を求めた。そこで羅沢南は一〇日間に限って総攻撃をかけ、一刻も早く武昌を奪回して江西へ戻ろうとした。だが彼は焦って城下に迫ったところを太平軍の一斉射撃を受け、顔面に銃弾を浴びて戦死した。

　この頃ある宣教師が中国人商人から聞いた情報などによると、石達開は江西でも郷官を置いて地域支配を行い、地方の紳士や読書人を文書係として登用した。太平軍は布告のなかで軍事行動に伴う負担を求めたが、将兵の略奪や暴行を厳しく禁じ、とくに女性に対しては屋内に留まって将兵と接触しないよう注意を促した。

　この間に別の反乱勢力が新たに太平軍に加わったが、石達開はこれを武力で威嚇しながら統率し、彼らが略奪を働くことを許さなかった。また太平軍が統治した地域の税額は清朝のそれに比べて軽く、商業も奨励されて、安徽の太平軍占領地から薙髪姿で江西の清軍支配地域へ取引に行くことも可能だった。

　主要な商品は湖北東部で生産された綿布、綿花で、これを江南で売った利益で淮わい南なんの私し塩えん（密売の塩）を購入し、湖北東部、江西北部の消費に充てた。実は曽国藩も浙江の塩を江西へ持ち込み、これを販売した利益を湘軍の兵糧に充てており、石達開軍が江西東部に進出して浙江塩の輸送ルートを断つと、湘軍は財政的にも苦境に陥った。もし石達開が南昌に対して兵糧攻めを続けていたら、曽国藩は敗北していたに違いない。

　だがこのとき楊秀清は石達開を南京へ呼び戻し、南京周辺にいた清軍を一掃させた。九死に一生を得た曽国藩は弟である曽そう国こく華かの応援を得て体制を立て直し、江南大営の崩壊後に江西へ進出してきた韋昌輝の太平軍を打ち破った。石達開も武昌の救援に向かったが、過酷な用兵で将兵が疲れ切っていたうえに、兵力、火力の不足から勝利することはできなかった。

　一八五六年九月初め、武昌郊外に布陣していた石達開軍が突然撤退を始めた。南京で天京事変が発生し、楊秀清が殺されて内部分裂が発生したのである。太平軍が優位に進めていた西征もこれによって終結し、戦いの主導権は湘軍の手に握られたのである。






五　天京事変への道















イギリス公使の南京訪問

　太平天国の南京占領から間もない一八五三年四月、イギリス公使ボナムはヘルメス号に乗って上海から南京へ向かった。以後一年余りにわたるヨーロッパ諸国と太平天国との外交交渉の始まりだった。
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　彼らはキリスト教の影響を受けた太平天国とはいったい何者なのかを見極めようとしていた。また清朝と太平天国の戦争の行方が見通せないために、当面のあいだ中立、不干渉の政策を取ることに決めたイギリスの立場を太平天国に説明する予定だった。さらには太平天国のヨーロッパ諸国に対する態度を探り、一八四二年の南京条約締結後に新たな貿易センターとして発展しつつあった上海に太平軍が進攻する意図があるのか、条約で保障された外国人の権益が守られるかどうかを確かめようとしていた。

　一行は南京に到着すると、まず会談実現のために翻訳官のメドウスらが北王韋昌輝、翼王石達開と会見した。彼らは自分たちが南京へやって来た目的を説明し、イギリスの代表であるボナムにふさわしい指導者との対等な会談を望んでいると告げた。

　韋昌輝はこの質問には答えず、イギリス人の信仰について確かめようとした。彼は「天条を知っているか」と問い、メドウスがそれは十戒のことではないかと言ってその一部を暗誦してみせると、韋昌輝は「われわれのものと同じだ！」と叫び喜んだ。そして太平天国とイギリスは「親しい友人」になることができると言ったが、ボナムの会談相手とその方法についての交渉はまとまらなかった。

　メドウスが「太平王」、つまり洪秀全の名前を挙げると、韋昌輝は筆をとって「真主」という文字を書き記し、彼は中国の王であるだけでなく、全世界の王でもある。洪秀全は上帝の第二子であり、全世界の人々はみな彼の言うことに従わなければならないと説明した。メドウスがこれに反応しないでいると、韋昌輝はさらに次のように言った。




　真の君主は単なる中国の王ではない。彼はわれわれの王であると共に、君たちの王でもあるのだ。




[image: ]

　この言葉を聞いたメドウスは、太平天国が中国の皇帝を「天下」、つまり全世界に君臨する主宰者と見なす華夷思想から抜け出しておらず、ヨーロッパにおける主権国家同士の対等な条約関係を全く理解していないと考えた。

　その晩、会談申し込みに対する回答書が届いたが、そこでも洪秀全は「天下万国の真主」であり、拝謁を願う「天下の臣民」は礼儀に従って履歴書を提出するように命じていた。イギリス側がこの文書に抗議すると、翌日高官が来て謝罪し、東王楊秀清との会談が行われることになった。だがボナムはこの会談が儀礼上のやっかいな問題を引き起こすと考え、悪天候を理由に辞退した。また書信でイギリスの中立政策について説明し、太平軍が上海に進攻する意図があるのかを問いただした。

　この間、ヘルメス号には多くの太平軍将兵がつめかけた。彼らは一様に友好的な態度を見せ、イギリス人も彼らに良い印象を抱いた。その一人は太平軍の将兵が使命感に満ち、厳格なモラルで男女の隔離政策を行っていること、彼らの法廷はオープンで、清朝の役所のように拷問に頼らないことを指摘した。そして太平天国が成功すれば、中国では三億人が非道徳や偶像崇拝、専制支配から解放され、ヨーロッパ人の目から見て「文明的」になると考えた。

　結局会談は実現しないまま、ボナムは南京を離れた。太平天国は楊秀清の名義でボナムに返書を送り、イギリスがキリスト教の「真理を伝え、福音を保」ってきたことを称えた。またイギリス人が太平天国の領内を「自由に出入り」して「商業を営む」ことを認めたが、イギリスの中立政策には触れず、「妖魔を撃滅するために我々を援助する」ことに期待を表明した。

　だがボナムはイギリス人が「わが王朝に帰順した」という文書の一節に反発し、「イギリス人が貴君主に従属することを暗示している点について、本使は理解することができない」と抗議した。また太平天国がイギリスと清朝のあいだで結ばれた条約を尊重せず、イギリス人の生命と財産を侵害した場合、アヘン戦争のときと同じく報復行為に出ると警告した。

　さらにヘルメス号は帰途鎮江に立ち寄り、ここの守将でかつて広東の宣教師と交際があった検点の羅大綱、呉ご如じょ孝こうらと会見した。そして太平軍が上海を攻撃した場合は反撃すると再び警告したところ、太平天国側は「どうしてあなた方を撃ったりするでしょうか？　我々は同じ神を崇める兄弟ではありませんか」と答えたという。
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フランス・アメリカ使節の交渉

　ボナムが南京を去って半年後の一八五三年一二月、フランス公使のブルブロンが南京を訪問した。本国フランスでは太平天国の南京占領時にカトリック信者が迫害を受けたというニュースが大きく報じられたため、彼らの目的の一つもその真偽を確認することにあった。同行したカトリックの神父が南京城内へ入ると、一人の元神学院学生が彼のもとで十字を切り、カトリック信者の生存が確認された。また面会した太平天国の丞相は彼らを「兄弟」と呼んで慇懃にもてなし、ブルブロンと燕王秦日綱との会談が用意された。

　だがブルブロンが会見に臨むと、猪突猛進で知られる秦日綱は彼に下座の席に座るように促した。フランス側がこれは対等な立場での会談ではないと抗議すると、二人は別の部屋で壁を隔てたまま非公式の会談を行うことになった。

　ブルブロンはフランスの中立政策を説明し、フランスが清朝とのあいだに結んだ条約はいまも効力をもっていると伝えたが、太平天国を合法的な政府として承認したり、条約を締結して同盟関係を築く可能性については言及しなかった。この慎重な態度は太平天国側の失望と怒りを招いた。彼らにとってみれば「一人の人間がはるか数千里も離れた場所にやってきて、たったこれだけのことをするとは想像がつかない」というのである。

　とくに問題になったのはブルブロンがフランスと清朝の条約に言及するときに、咸豊帝を「皇帝」と呼んだことだった。神父を呼び出した先の丞相は、「皇帝の称号は上帝ヤハウエ以外に使ってはならず、洪秀全でさえこの称号は用いない。フランス人が咸豊帝を皇帝と呼んだことは、彼らが清朝を支持し、太平天国と敵対していることの表れであり、いま彼らが南京を訪ねたのはスパイ行為が目的に違いない」と非難した。

　こうしてフランスも目立った成果をあげられないまま南京を離れたが、ブルブロンは「この革命運動の力強さ」に強い印象を受けた。また太平天国の人々が必勝の信念を持ち、組織力と戦略において清軍を凌駕しており、その勝利を断定することはできないが、少なくとも清朝は深刻な打撃を受けたと結論づけた。

　また秦日綱の副官と会談した神父は太平天国の宗教について、キリスト教が主要な地位を占めているが、実際は「東方的なスタイルと習慣」によって構成されている。彼らは聖書の内容をきちんと理解しないまま借用し、自分たちの教義体系に加えた結果、「この宗教全体に誰も想像がつかないような独特な色彩を付与した」と報告した。

　一八五四年五月になって、今度はアメリカ全権委員マクレーンがサスケハナ号で南京へ向かった。彼らは鎮江で太平軍から警告の砲撃を受けると、書信を送ってこれに強く抗議した。守将の呉如孝はこれに陳謝し、外国使節はまず楊秀清の許可を得てから南京へ向かうことになっているので、しばらく鎮江に留まるように求めた。だがサスケハナ号の艦長はこれを聞き入れず、翌日南京へ向けて出航した。

　はたしてその後の交渉は暗礁に乗り上げた。南京へ到着したマクレーン一行は楊秀清との会談を求めたが、太平天国側は規則違反を理由にこれに応じなかった。また彼らがアメリカ側に送った返書は「天王は天下万国の真主であり、天下万国はみな天を敬い、主に従うべきである」と述べたうえで、「なんじらに毎年、貢物を持って朝廷に来ることを許す」と記されていた。これに怒った艦長は抗議の手紙を送ったが、同乗していたアメリカ人が太平軍に無断で南京城外を歩き回り、城内を一望できる雨花台の塔に登ろうとして拘束されると、もはや交渉の余地は残っていなかった。

　マクレーンは南京を離れた後、アメリカ本国への報告書で「彼らと対等な立場で関係を築いたり、それを維持することは不可能である」と述べて、性急過ぎた交渉の失敗について弁解した。また貢物とは中国と朝貢関係にある国々に対して用いられる言葉であり、「彼らの態度がいかに友好的であろうとも、われわれアメリカ人が彼らと交流するときは、必ずや遠路はるばるやって来て彼らの信仰と君主を受け入れた兄弟となり、この君主が全世界を統治するように神から派遣された人物であることを認めなければならない」と解説した。もっとも彼は清朝政府が「条約に基づいて負うべき責任を履行する力も意志もない」ことを認めざるを得なかった。そして当面は条約によって与えられた権利を拡大することが重要であると述べた。








救世主としての洪秀全

　ここまで太平天国が南京に到達して一年余りのヨーロッパ諸国との外交交渉を見たが、アジアに突然キリスト教を奉じる国家が誕生したことに対するヨーロッパ人の驚きと、それが条約に基づく主権国家間の関係を理解していないことへの失望がうかがわれる。この時期のイギリス国会文書は太平天国のことを「中国の内戦（Chinese Civil War）」と呼び、彼らの目から見て「文明的」な国家が誕生することに期待を寄せていた。

　だが彼らの前に現れたのは洪秀全が「天下万国の真主」であると主張し、外国人であるヨーロッパ人に対しても朝貢を求める華夷思想に基づく伝統王朝の姿だった。ただし太平天国の場合、「華夷」を分かつ基準は儒教文明ではなく、キリスト教だった。このためヨーロッパ諸国は「夷狄」ではなく、太平天国のいう「文明（華）」の側におり、だからこそ彼らはヨーロッパ人を「洋よう兄きょう弟だい」と呼んで友好的にもてなした。
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　こうした太平天国の対外観念は「変相の華夷思想」などと呼ばれるが、なお説明のつかない部分が一つある。

　古来中国で「天下」に君臨できるのは皇帝であり、王ではなかった。太平天国において「皇帝」を名のることが許されるのは上帝ヤハウエのみであり、だからこそフランス使節が咸豊帝を「皇帝」と呼んだときに太平天国側は激怒した。洪秀全に与えられた「天王」という称号は、太平天国の他の王たちとの決定的な違いを示すものではなく、ましてや全世界に君臨する君主の称号ではなかった。また洪秀全自身も「中国」と「西方」の間に優劣をつけない『勧世良言』の影響によって、ヨーロッパ諸国が中国と同じく上帝ヤハウエの加護を受けた国という認識をもっていたはずである。

　ここで問題となるのが「真主」である。韋昌輝がイギリス使節にわざわざ書いて見せたこの称号は、世界の終末にこの世に降臨して地上を救う救世主のことで、「真命天子」や「牛八」といった名前で白蓮教などの民間宗教で信じられていた。

　キリスト教の世界では本来「救世主」とはイエス・キリストをさす言葉であった。そこで洪秀全はイエス・キリストを「天下万国の救世主」「私のはらからの兄」と呼び、自分が救世主に準じる存在であると位置づけた。後になると彼は聖書のなかからアブラハムに祝福を与えた祭司王メルキゼデクに関する記述を見つけ出し、自分こそはこの上帝の最高祭司であり国王でもあるメルキゼデクなのだと主張した。

　また中国の皇帝は地上の主宰者である天子とは異なり、天に等しい絶対者として君臨するという性格を帯びていた。いま洪秀全は皇帝の称号を否定したが、「真主」となることで宗教的権威と世俗的権威を併せもつ存在となったのである。それは太平天国が五王制をしき、軍師であった楊秀清に政治、軍事の権限を多く委ねたという事実と矛盾していた。

　だが洪秀全はキリスト教の受容にあたって、「天上のもの」と「地上のもの」との区別をつけられなかった。中国では死者の供養に紙銭を焼くなど、人間は死後の世界で生前とさして変わらない生活を送ると考えられており、天上と地上の区別はヨーロッパのように明確ではなかったからである。しかも太平天国で洪秀全は上帝の子として地上を救う使命を受けたと考えられていた。洪秀全が「真主」となったからには、単に地上に君臨するのみならず、天上でも天父・天兄と並んで君臨するのは当然だと考えられたのである。

　結局のところ、太平天国がヨーロッパ使節に求めたのは洪秀全の「真主」としての地位の承認であった。だが「真の君主（The True Load）」とは甚だ曖昧な概念であり、彼らは世俗の権力と宗教的権威を区別する発想をもたなければ、それらが及ぶ範囲についても明確な認識を欠いていた。むしろ世界が救済されるためには、すべての国々が真の君主である洪秀全に従わねばならず、「自分の国、他の国などという私心に動かされてよいのか」と述べるなど、国家間の区別についても無頓着だった。

　もともと中国は古典的な「文明」社会であり、儒教という光源が放つ光によって照らされる範囲はすべて中国文明の影響下にあると考えられていた。いま太平天国は儒教の代わりにキリスト教を光源にすえたが、その範囲に明確な境界線などは存在しなかった。言いかえるなら、太平天国は自分たちが上帝を戴く「文明」の中心であると考えていた点で、典型的な中国王朝だったと言えるだろう。こうした発想は主権国家として政教分離の進んだヨーロッパ人には想像のつかないことであった。








多妻制をめぐる論争

　ヨーロッパ人の南京訪問は、太平天国の刊行した聖書と共に様々な情報を上海にもたらし、多くの議論を生んだ。ある宣教師は太平天国が「一つの神権政体」であり、彼らはイスラエル人がモーセに率いられたように、自分たちが神の意志を実行する使命を受けた人物（洪秀全）に率いられていると考えている。彼らの政府に皇帝はいないが、王たちの集団がおり、やはり一種の君主専制体制である。さらに彼らはキリスト教徒と言うよりは、強硬な偶像崇拝否定論者であり、その教義も借り物で本当に意味するところを理解しないまま使っていると指摘した。またある論評は太平天国の宗教の「良い点」として唯一神に対する信仰、十戒の受容などをあげた。また「誤り」として太平天国諸王の多妻制と三位一体説の否定をあげている。

　洪秀全をはじめとする太平天国の諸王が多数の妃をもったのは、蜂起間もない時期にさかのぼる。永安州で清軍に捕らえられた洪大全は洪秀全が三六人の妻を娶っていると供述し、武昌では多くの美しい娘を妃として宮廷に入らせた。南京到達後、洪秀全は八八人の妻をもち、楊秀清は三六人、韋昌輝は一四人、石達開は七人と妻の数には違いがあった。また毎年各王の誕生日にはそれぞれ異なる数の娘たちを王府に入れた。

　ヨーロッパ人はこれを太平天国が新約聖書をきちんと学んでいないためと考えたが、実際は妃の数によって統治者としての権威を示す中国歴代王朝のやり方を踏襲したものだった。王ごとに妻の数が異なるのも、彼らの呼称が万歳（洪秀全）、九千歳（楊秀清）、六千歳（韋昌輝）、五千歳（石達開）と異なっていたのと同じく、「兄弟」である王たちの序列を明確にするためだった。さらに洪秀全は天上に「正東宮」という想像上の妻とその息子がおり、他の王と差異づけられていた。

　この太平天国の多妻制は後々までヨーロッパ諸国が太平天国を「異端」として論じるときの重要な論拠となり、香港でオーソドックスなキリスト教に触れた洪仁玕が南京で干かん王おうとなった後、やはり多くの妻をもうけたことは非難の的となった。一八五四年六月に南京を訪ねたイギリス人は楊秀清に書簡を送り、王たちの妻の数は何を根拠に決められているのかを尋ねた。また楊秀清が人々に代わって病苦を贖う「勧かん慰い師し」を名乗り、三位一体説の一つを構成する「聖霊（聖神風）」を体現する存在とされている理由などを問いただした。

　これに対して楊秀清は「婚姻は天が定めるもので、妻の数は天による」と述べ、東王がこれらの称号をもつのはヤハウエの意志によると回答した。また洪秀全が上帝の次男で、「天下万国の真主」となったのは、ヤハウエがそう宣言しただけでなく、洪秀全自身が天上に昇って直接命令を受けたのであり、確かな根拠があると主張した。








聖書の出版停止

　だが当然ながら、これらの回答はイギリス人を納得させることはできなかった。彼らは楊秀清に宛てた返信のなかで「聖書をよく調べなさい」と忠告した。また彼らはヤハウエこそが本当の「王の中の王」であるが、彼の王国はこの世界にはなく、我々はそこに朝貢することはできない。洪秀全は自分が世界に君臨する真の君主であると主張しているが、それは根拠のない憶測であって、自分たちは彼が真の君主であるとは信じないと述べた。さらに自分たちは太平天国が満洲人を一掃する使命をヤハウエから与えられているとは思わないし、あなたがたの戦いに加わることはないと言い切った。

　この率直すぎる意見に対して、楊秀清の反応は厳しかった。一八五四年七月、彼は天父下凡を用いて次のように宣言した。




　今日の下凡は他でもない。なんじらは西洋の番国に伝えられた旧約聖書、新約聖書を頒布しているが、これには誤りが多い。韋昌輝、翼王に知らせ、東王に上奏し、東王から天王に言上して、以後この書を用いることはやめよと伝えさせよ。




　『天父聖旨』によると、天父ヤハウエがこのようなお告げを下した原因は「世の人々が聖旨を軽んじて、新旧約聖書ばかりになずみ、囚われている」ためであった。ここで聖旨とは楊秀清と蕭朝貴のシャーマニズムの記録のことで、後にこれを「真約」と称したが、このお告げがイギリス人との論争が発端となって出されたことは明らかである。

　一八六〇年以後、洪秀全は独自に改訂を行った聖書を出版したが、そこでも三位一体説を否定し、洪秀全がヤハウエの次男であること、聖霊はすでに死亡していた楊秀清に体現されていることを強調した。彼は自分が救世主であることを否定できなかったのである。

　このように太平天国とヨーロッパの出会いがすれ違うなかで、一八五三年九月に上海で天地会系の組織である小刀会が蜂起した。その首領である劉りゅう麗れい川せんは太平天国に援助を求める手紙を送り、楊秀清も元天地会首領だった羅大綱を通じて太平天国に合流するように働きかけた。だが偶像崇拝やアヘン吸引をめぐる信条の違いなどが理由となって両者の連携はならなかった。また清朝側は小刀会が立てこもった上海県城を攻めあぐんだが、一八五四年末にフランス軍の協力を得て攻撃を行い、一八五五年二月に蜂起は失敗した。

　この間、広東出身の商人で上海を統括する地方官（道どう台だい）でもあった呉ご健けん彰しょうは小刀会軍に捕らえられたが、助け出されて上海の税関にイギリス人などの外国人を雇用する制度を始めた。また租そ界かいとして確定された外国人居住区に避難しようとする中国人の居住や土地取得に関する交渉も行われた。

　結果としてみれば、清朝は太平天国とヨーロッパの交渉が進まなかった間隙を利用して、現地レヴェルで対外交渉の経験を積んでいたと言えるだろう。その後数年間にわたり、太平天国とヨーロッパ諸国の関係は中断する。そして第二次アヘン戦争後の条約締結を前に、ヨーロッパ諸国が太平天国と清朝のどちらを交渉相手として選ぶかを決めるときに、この経験の違いは影を落とすことになる。








天父の洪秀全叱責

　さて太平天国の指導者がヨーロッパ人と交渉と論争を行っている間、太平天国の内部でも大きな変化が起こっていた。それはシャーマニズム（天父下凡）を行う楊秀清と洪秀全、他の王たちとの緊張関係の高まりである。

　最初にこの問題が表面化したのは一八五三年一二月のことだった。この日突然下凡した天父は、洪秀全は自分に似て気性が激しすぎるが、度量も自分のように広くならねばならない。天下を主宰するためには何事にも寛容でなければならず、天王府に仕える女官に不都合な行為があっても、ゆっくりと教え導くべきである。また洪秀全の息子である洪こう天てん貴き福ふくに奔放な行いを許してはならないというお告げを下した。さらに天王府で働く四人の女官に休息を与え、「東王府で天の福を受けられるようにせよ」と命じた。

　この知らせを聞いた韋昌輝らが東王府へ駆けつけると、楊秀清と共に天王府へ参殿してその内容を伝えることになった。だが楊秀清が天王府に到着すると再び天父が下凡し、「秀全よ。なんじには過ちがある、知っているか？」と尋ねた。洪秀全ら一同が「私は過ちを知っております。どうぞお赦しください」と答えると、天父は「なんじが過ちを知っているなら、杖で四〇打ちすえよ」と言った。これに驚いた韋昌輝らは地にひれ伏し、泣きながら天王に代わって罪を受けたいと願い出た。しかし洪秀全は「弟たちは天父の命令に逆らってはならぬ。なんじらの兄が責めを受ける」と言って、ひれ伏して杖じょう刑けいを受けたという。

　トランス状態から醒めた楊秀清は、改めて洪秀全に天父下凡の内容について上奏した。このとき楊秀清は太平天国の官吏が罪を犯した場合、先に楊秀清が調査、報告してから死罪にするかどうかを決めるように求めた。これに対して洪秀全は「清せい胞ほう（楊秀清をさす）の言うことはきわめて正しい」「なんじの兄は気性が激しいから、なんじの上奏がなければ、誤って殺してしまったかも知れぬ」「これより後、兄は必ず清胞と相談してから行うことにする」と答えた。また楊秀清に韋昌輝、秦日綱を加えて開かれた金竜殿での晩宴で、洪秀全は「清胞こそはいにしえの硬骨の臣である。正せい胞ほう（韋昌輝）は兄（洪秀全）を愛する心は深く、誠実だが、清胞の隠すことなき直言には及ばない」と述べ、洪秀全に続くナンバーツーとしての楊秀清の地位を改めて明確にした。








恣意的な天父下凡

　このように楊秀清が洪秀全の政治的権限に干渉しようとしていたこと、楊秀清と韋昌輝以下の各王は同じく洪秀全の臣下でありながら、その立場には違いがあることは、一連のやりとりが『天父下凡詔書二』として公刊されたために、ヨーロッパ人も含めて広く伝えられた。だが楊秀清が「軍師」として政治、軍事面で大きな権限を握り、また韋昌輝以下の各王が彼の統率を受けなければならないのは、永安州で五人の王を封じたときに宣言されたことで、このとき新たに始まったことではない。

　むしろこの事件がもった意味は、洪秀全の臣下であり、上帝の四男として彼の「弟」であるはずの楊秀清が、天父下凡が始まったとたんに洪秀全の「父親」となり、彼を杖刑にするほどの絶対的な権限を握ってしまうことだった。この「弟」と「父」の立場を使い分ける楊秀清の行動は、太平天国が上帝ヤハウエを中心とする一つの擬似家族であると考えた場合、中国社会で世代の尊卑を重んじ、同じ世代に属する宗族成員が名前に同じ漢字を一文字用いることでその序列を明確にしてきた世代ランクを紊乱する行為に他ならなかった。

　現在残されている『天父聖旨』巻三の内容を見ると、楊秀清は天父下凡を用いて洪秀全の許可を得ることなく生殺与奪の権をふるった。男女隔離政策が行われていた一八五四年二月に丞相の陳ちん宗そう揚よう夫妻が密会を重ねた罪に問われたのはその例で、下凡した天父は陳宗揚がすぐに罪を認めず、発覚を恐れて目撃者の口封じを試みたことに激しく怒り、二人を公開斬首刑にした。だが同じ日にやはり夫婦密会を告発された別な高官は、楊秀清の関係者だったこともあって解任処分を受けただけで済んだ。

　また一八五五年六月には東王府の丞相たちが楊秀清の病気治療を怠った罪、女官たちが「東王が亡くなったら、東王府の官吏は大変なことになる」と話すのを聞かない振りをした罪によって、即刻首を斬られた。

　これらのお告げのなかで楊秀清は、「東王は天下万国の軍師であり、大権はことごとく掌握に帰している」と語っている。だがその権力の行使は恣意的で、人々が夫婦密会をした者の処罰に差があることに納得していないと見るや、一転して天父下凡を通じて楊秀清自身に「杖五〇」の罰を与え、事態を取り繕おうとした。








諸王の処罰と不和

　次に楊秀清が天父下凡を用いて王クラスの高官を処罰した例として、秦日綱の王位剝奪があった。一八五四年一一月に西征軍が田家鎮で湘軍に大敗すると、楊秀清は秦日綱を牢屋に監禁し、翌年二月に天父下凡によって彼を三年間奴隷とするように命じた。

　この頃楊秀清はほぼ完全に軍事権を掌握していたが、北伐軍の救援が絶望的になるなど失敗が許されない情況があった。彼は天父のお告げのなかで「東王の霊魂が各地に向かい、大いに妖魔と戦って、無数の妖魔を殺した」と述べるなど、自分の立てた戦略の「正しさ」を強調した。また武昌の防衛に失敗した石達開のいとこを処刑している。

　田家鎮の敗戦も楊秀清が湘軍の実力を認識せず、充分な増援を行わないまま固守を命じたことが原因であったが、その指揮官だった秦日綱を処罰したのは敗戦の責任を彼に転嫁したと見るべきだろう。

　その半年後に秦日綱は原職に復帰することを許されたが、もう一人南京到達後に豫王に封じられた胡以晄は安徽で敗北したことを理由に王位を剝奪され、こちらは復帰することなく病死した。彼らは建前のうえでは上帝を父とする統治者家族（小家族）の一員であったが、次第にそのことは語られなくなった。世代ランクを飛び越えて天父の命令を発する楊秀清のもとでは、他の王たちは必ずしも王という身分を保障されなかったのである。

　さらに楊秀清の圧力を最も強く受けたのは北王韋昌輝だった。彼はチワン族と同化した漢族移民の後裔で、周囲の差別を免れるために学生身分を購入したが、漢人のエリートから学位詐称で訴えられる屈辱を味わった。彼が父親と共に上帝会へ加わったのも社会で行き場を失ったためであり、下凡した天兄から「なんじの子昌輝の身体はなんじが産み育てたもので、なんじの子だが、天にあっては私の弟である」と宣言されて感激するなど、他人から侮辱を受けることには敏感だった。

　韋昌輝は楊秀清らがシャーマニズムを始めて以来、いつもその現場に立ち会ってお告げの伝達や刑の執行などを取り仕切ってきた。だが楊秀清は彼に対して容赦がなかった。一八五三年に待遇に不満だった水軍将兵の抵抗事件が発生すると、楊秀清は韋昌輝を数百回の杖刑にして「起きることができない」程にした。

　その後も楊秀清は天父下凡でしばしば韋昌輝を屈服させ、一八五六年四月にも韋昌輝は天父下凡が始まったときにすぐに人々を集めなかった罪で杖四〇の刑を受けた。一八五五年に太平天国の内情を調べて刊行された『賊情彙纂』は「楊秀清と韋昌輝は互いに疑い憎んでいる。遠からず併吞の事があるだろう」と述べており、韋昌輝と楊秀清の不和は清朝側にまで伝わっていた。

　こうした太平天国諸王の内部対立について、李秀成は次のように述べている。




　東王の命令の厳しさには、軍民ともに恐れをなしたが、東王はみずから威勢を張り、つつしむことを知らなかった。そしてわが王朝のなかで絶対的な力を握ってしまった。韋昌輝と石達開、秦日綱は、家にいたときには心を一つにし、挙兵から行動を共にした間柄だった。のちに東王の専横ぶりが目に余るようになってからは、この三人は心に怒りがつもり、口では従っていても、心のなかでは怒りが収まらなかった。小さな怒りが積み重なって大きな災いとなり、恨みは深まって、東王、北王、翼王の三人は不和となった。




　天父下凡によって世代ランクを飛び越え「父」として振る舞う楊秀清のやり方が、他の王たちの怒りを増大させてしまったことがわかる。ただし楊秀清が「威勢を張り、つつしむことを知らなかった」というのは正確ではない。彼は政治、軍事上の権限を掌握しながら、必ずしも成果をあげることができず、幹部たちの反発が強まることに不安を覚えて、強圧的な手法に頼ってしまったというのが真相に近い。








くり返される専制

　巨大な権力を握りながら、結果を出せず不安に陥り、さらに大きな権力を握ろうした楊秀清の行動は、近代中国でその専横ぶりを批判された指導者たちと共通する特徴を帯びている。日本の二一カ条の要求に屈した袁えん世せい凱がいは、周囲の批判を封じ込めるために帝制復活に突き進んだ。また大躍進の失敗で国家主席の座を失った毛沢東は、権力奪回の機会をうかがって文化大革命を発動した。

　さらに辛亥革命のリーダーとして有名な孫文も、武装蜂起の失敗をくり返すなかで独善的な振舞いが増え、「（態度は）専制跋ばっ扈こに近く、人に耐えがたい思いを与える」などと批判された。洪秀全にも当てはまることだが、厳しい競争のなかで権威や権力を失うことへの恐怖が、中国社会で専制政治を生み出す要因だったことがわかる。

　加えて太平天国の諸王は形のうえでは「兄弟」であったが、同時に彼らは明確に序列づけられていた。韋昌輝や石達開は軍事に関わる問題をまず楊秀清に報告し、彼の承認を得て初めて洪秀全の裁可を得ることができた。韋昌輝が緊急の案件で直接洪秀全に上奏しても、楊秀清の印鑑がなければ洪秀全は読まなかったという。韋昌輝の地位は楊秀清と「一等」違うに過ぎなかったが、その発言力には大きな差があったのである。

　皇帝の称号を廃し、五王制という一見分権的な制度を行った太平天国であったが、実際には長く中国で行われてきた官僚的な等級制度に基づく専制的な統治を否定することができなかった。中国の王権は統一王朝の成立以来、複数の権威が並び立つことを制度として育ててこなかったのである。








楊秀清「万歳をせまる」

　一八五三年に太平天国が南京に到達すると、これを追撃して来た向栄は南京城の東に江南大営を設立した。長江北岸にも江北大営が設けられ、両陣地の清軍は南京に軍事的な圧力を加えた。太平軍も初め南京の東にある揚州、鎮江を占領して清軍を牽制したが、やがて兵力不足から揚州を放棄した。その後主な戦場は長江の河面および沿岸各地へと広がり、南京周辺では必ずしも大規模な戦闘は行われなかった。江南大営も各地に援軍を派遣したため、その兵力は数千人に減っていた。

　一八五六年一月、楊秀清の命を受けた秦日綱は、安徽から動員された丞相の陳玉成、李秀成らの軍を率いて鎮江の救援に向かった。清軍を撃破した太平軍は長江の北岸へ渡り、揚州の江北大営を攻めた。清軍は敗走し、江南大営は連携可能な友軍を失って孤立した。

　六月に秦日綱の軍は南京近くへ軍を返し、江西から駆けつけた翼王石達開の軍と合流して江南大営に猛攻を加えた。慌てた向栄は各地に展開していた清軍を呼び戻したが、六月二〇日には南京城内から出撃した太平軍も加わって江南大営を崩壊させた。

　江南大営による重圧から解放された太平天国は、西征の有利な戦況と相まって建国以来最も安定した時期を迎えたかに見えた。ここで楊秀清は間髪を入れず、秦日綱に命じて江南大営から撤退した清軍を追撃させた。また石達開を急ぎ湖北戦線へ戻らせると共に、それまで外地へ出征することのなかった韋昌輝を江西へ派遣した。

　だが将兵に休息を与えない過酷な用兵は勝利に結びつかず、秦日綱は病死した向栄に代わって指揮を執った提督張ちょう国こく樑りょう（元天地会首領）の抵抗に遭った。また韋昌輝は湘軍の援軍に敗北し、石達開も武昌郊外で胡林翼の軍と戦ったが勝利できなかった。だが三人の王が慌ただしく出撃した結果、南京に残ったのは洪秀全と楊秀清の二人だけになった。これこそは楊秀清が意図した結果であった。

　一八五六年八月一五日に楊秀清は天父下凡を行い、洪秀全に天王府を出て東王府へ来るように命じた。洪秀全が東王府に到着すると、天父は洪秀全に対して「なんじが何年も天下を取ったのは誰のおかげか？」と問いかけた。

　洪秀全が「四弟（楊秀清）です」と答えると、天父は「なんじは四弟がかくも大きな功績があるとわかっていながら、なぜ彼を九千歳の称号に止めておくのか？」と問うた。洪秀全が「彼は万歳となるべきです」と答えると、さらに天父は「東王の子は千歳なのか？」と問い、洪秀全に「四弟が万歳となるからには、東王の子も万歳であり、子々孫々にわたって皆万歳です」と答えさせた。

　このとき洪秀全は「天父」即ち楊秀清の命令を受け入れ、楊秀清の誕生日に彼を「万歳」に封じる儀式を行うことに決めた。むろん洪秀全は内心怒りに震えていたに違いない。のちに『天父聖旨』を公刊するにあたって、彼はこのやりとりを削除してしまったからである。ここで問題は「万歳」のもつ意味にあった。

　もともと「万歳」は皇帝のみに許された長寿を祝う呼称であった。この頃までに洪秀全は政治、軍事面の権限をほぼ楊秀清に託してしまっており、楊秀清が軍師の立場から洪秀全と同等の世俗的権威を要求すれば、洪秀全もこれを容認せざるを得ない。だがいま楊秀清が「万歳」となって、宗教的な権威においても洪秀全と対等になるなら話は違ってくる。それは洪秀全を他の王から区別していた「真主」の地位を侵犯することになるからである。

　『天父聖旨』に記録されている天父の最後のお告げは、「朝廷内の諸臣はなお努力が足りぬ。力を尽くして帝である真の神を敬愛していない」であった。これは一見臣下たちに一層の努力を求めたお告げのようだが、その意味するところは深長である。「帝」とは言うまでもなく上帝ヤハウエであり、「真の神」も上帝のことであるが、これを言っているのは楊秀清である。

　もともと中国社会において兄弟の関係は対等であり、同時に競争をはらんでいた。帝位の継承も厳しい競争を経て皇帝が判断するのであり、そもそも「天命」は誰に降りるかはわからない。いま天父の代言人である楊秀清が「万歳」となって宗教的権威を代表できるとなれば、彼は「真の神」として自分に天命を下してしまうのではないか。つまり洪秀全の「弟」と「父親」の立場を自由に行き来できる楊秀清の天父下凡は、洪秀全の救世主としての地位に対する挑戦となったのである。








ヨーロッパ人の見た天京事変

　この頃二人のヨーロッパ人が南京に滞在していた。彼らは鎮江で太平天国に加わり、秦日綱に従って南京へやってきたのだった。彼らは秦日綱に伴われて楊秀清に会い、射撃の腕前を披露した。このとき彼らの楊秀清に対する印象は「朝早くに起き、夜遅くに寝て、大量の仕事を成し遂げている」温和な人物と映った。

　だが九月二日の早朝、彼らは突然の砲声で目を覚ました。夜が明けて外に出てみると、街には東王府の関係者の死体が転がっており、韋昌輝と秦日綱の軍が東王府に突入して略奪を行っていた。

　彼らが聞いたところによれば、南京郊外にいた秦日綱が安徽への移動を命じられると、途中で南京へ戻る韋昌輝に会った。韋昌輝は秦日綱に一緒に南京へ戻ろうと言い、洪秀全から「楊秀清を殺せ」という極秘の命令を受け取ったことを告げた。このとき秦日綱は東王府の側近と共に楊秀清にクーデター計画があることを洪秀全に通報し、これを察知した楊秀清から「救うわけにはいかぬ」と指弾されていた。そこで彼らは城内へ入ると、東王府へ行って楊秀清を殺した。もし彼らの軍が入ってこなかったら、洪秀全は楊秀清に殺されたに違いないと軍官たちは言っていた。

　翌日このヨーロッパ人が秦日綱を探して天王府へ行ってみると、秦日綱と韋昌輝は首に鎖を懸けられて跪いていた。女官が洪秀全の命令を伝え、二人は五〇〇回の杖刑を受けることになった。それは楊秀清殺害の責任を二人に負わせるための芝居であり、楊秀清の部下たちも首に重い鎖や縄を巻き付けられながら刑を見つめていた。

　その後、東王配下の将兵六〇〇〇人が閉じ込められていた天王府の部屋に爆薬が投げ込まれ、銃が乱射されて全員が殺された。彼らが部屋に入ってみると、死体が幾重にも折り重なっていた。そして天王府の前には楊秀清の首が長い間ぶらさげられていた。

　続いて南京城内のすべての家に同居する者を申請し直す命令が出され、潜伏している東王府関係者のあぶり出しが行われた。数週間にわたって人々が捕らえられ、「女でも子供でも、楊秀清の飯を食った者は誰でもみな殺された」。長江には縛られた東王府官員たちの遺体が無数に浮かんだという。それは韋昌輝らが彼らの復讐を恐れただけでなく、人々が諸王の誰か一人に所属して庇護される太平天国の社会制度が生んだ結果だった。

　楊秀清殺害から六週間ほど経って、事変発生を知った石達開が武昌郊外から南京へ戻ってきた。韋昌輝らと面会した石達開は、「一緒に戦ってきた長髪の兄弟をなぜこんなに殺したのか？　楊秀清とその部下数人を殺すだけでは満足できなかったのか」と批判した。韋昌輝が「お前は賊だ！」と返すと、石達開は「お前もだ！　我々は同じ目的のために戦ってきたのだから、我々はみな賊だ」と言った。そして「ここまでやってしまったからには、その始末はお前たちが自分でつけろ！」と突き放した。

　その夜、韋昌輝に殺される危険を察知した石達開は秘かに南京を脱出した。はたして翌朝、南京城内は石達開を探す北王、燕王配下の将兵であふれた。彼らは翼王府を襲撃して残っていた石達開の家族と部下を皆殺しにした。

　その後秦日綱に従って安徽へ行った二人のヨーロッパ人は、一一月に大軍を率いて南京へ向かっていた石達開の軍に加わった。このとき石達開は洪秀全に対して「韋昌輝を殺さなければ、軍を率いて南京を攻撃する」と強硬に要求していた。やがて塩漬けにされた韋昌輝の首が石達開のもとに届けられ、石達開は納得して南京へ入った。また秦日綱も捕らえられて殺された。太平天国に見切りをつけた二人は南京を去り、上海へ戻った。彼らによるとこの事変による死者は四万人にのぼったという。








「上帝の大家族」の挫折

　石達開が南京へ入城すると、彼は楊秀清に代わって政務を担当することになった。数カ月のあいだ恐怖に怯えていた人々はこれを喜んだが、洪秀全は再び自分が脅かされるのではないかと恐れた。そこで彼は二人の兄を王に封じて重用したが、この二人は「才能もなければ策略もない」と不評な人物で、上帝教の教義や洪秀全の命令を盾にひたすら石達開に圧力を加えた。

　これにいたたまれなくなった石達開は、一八五七年六月に数万人の部下を率いて南京を離れた。彼はこのとき発した布告のなかで、天京事変後に南京へ戻って「愚かな忠義」を尽くそうとしたが、逆に「疑忌」をもたれて身の危険を感じた。いま自分は出征して上帝の徳に報いることにしたが、みなは天国のために力を尽くせと述べている。

　もともと石達開は南京に都を置くのではなく、長江上流の四川を根拠地にしようと考えていたという。初めのうち石達開は南京の中央政府との連携を拒みながらも、かつて支配していた安徽、江西で活動した。彼はここで南京の太平天国、湘軍に続く第三の勢力として影響力をふるうべきだったろう。

　だが江西南部で湘軍に敗北すると、石達開は東の浙江、福建へ向かった。その後華南各地を転戦した石達開は故郷の広西へ戻ったが、そこに安住の地はなかった。最後は四川の大だい渡と河かで軍が壊滅し、石達開自身も捕らえられて殺された。

　このようにして蜂起当初から太平天国を支えていた五人の王たちはすべて失われた。それは皇帝の称号を否定し、諸王の協力のもと統治を行う太平天国の支配体制が崩壊したことを意味した。自分が「真主」であることに固執した洪秀全の救世主信仰と、洪秀全の「父」と「弟」の立場を使い分ける楊秀清のシャーマニズムは、人々が諸王の統率のもとで「上帝の大家族」として庇護される分権的な社会の芽を摘んでしまった。

　天京事変の後、人々のあいだで次のような歌が流行したという。




　天父が天兄を殺した。天下は争っても取れぬ。長毛は本当の主人じゃない。これまで通り咸豊に委ねよう。




　皇帝以前の中国への回帰をめざした太平天国の復古主義それ自体は、現実の社会に対する強烈な否定であった。太古の時代こそが理想の社会であり、そこに回帰することは矛盾の解決につながると考える復古主義は中国思想における批判の一つのかたちであり、近代と直面したアジアにおいて広く見られる反応だったからである。

　だが太平天国が構想した世界観はあまりに古典的で、外交使節に「真主」の地位を承認するように求めたことは、太平天国のキリスト教的性格に期待したヨーロッパ人を失望させた。また彼らは中国の王朝権力と官界がかかえる暗闇に対して無警戒でありすぎた。

　太平天国は「一君万民」の支配体制に代えて諸王による共同統治をうたったが、諸王の関係は対等でないうえに厳しい競争原理が働いた。洪秀全の臣下であり、弟であったはずの楊秀清が天父下凡によって強大な権力を握ると、その専横ぶりに人々の不満が高まった。これに不安を覚えた楊秀清は、権限の恣意的な行使でこれらの不満を抑え込もうとした。

　しかし諸王に対する厳しい処罰は互いの不信感を助長し、楊秀清と彼らのあいだに深刻な対立が生まれた。そして楊秀清が洪秀全の「真主」としての宗教的な権威を手に入れようとしたとき、洪秀全の拒絶反応を招いて凄惨な内部分裂をもたらした。

　結果として太平天国は長く中国で行われてきた暴力的な専制支配から脱却することはできなかった。古典的な「文明」の論理と厳しい競争原理ゆえに分権的な政治体制を実現できない中国社会の問題点は、その後の中国近代史に大きな課題を残したのである。






六　「救世主の王国」の滅亡






殲滅戦の始まり




　翼王が天京を出てから、また東王、北王が殺された後は、人心は一変し、まつりごとは一つとならず、それぞれが二心をいだくようになった。それというのも主上が臣下をきちんと信頼せず、東、北、翼王の前例に懲りたために、外臣を信頼しようとしないで、もっぱら同姓の者を重んじたためであった。

　この頃人々はそれぞれ解散したいという気持ちをもっていたが、自分から解散しようとはしなかった。清軍の将兵はおよそ広西の人を捕らえれば、殺して赦さないと聞いていたためである。




　以上は天京事変後の太平天国について李秀成が回想した言葉である。「上帝の子」とされた諸王が人々を統率して、皇帝以前のあるべき中国を回復するという太平天国の理想が崩壊したとき、残ったのは専制君主の親族以外の者に対する猜疑心だった。李秀成が「同姓」の者を重んじる洪家王朝の出現に失望した様子がうかがわれる。彼はまた「その頃朝廷に部将はなく、国内には頼りになる人材もいなかった。翼王が兵をみな連れて行ってしまったためである」と述べている。
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　この間、曽国藩の率いる湘軍は長江上流からの攻勢を強めた。一八五六年一二月に武昌は奪回され、湘軍は江西北部の要地である九江に迫った。湘軍は湖口県を占領し、石達開によって湖内に閉じ込められていた湘軍の水軍が本隊と合流した。羅沢南の軍を引きついだ弟子の李り続ぞく賓ひんは九江城の周囲に幾重にも濠を作り、兵糧攻めをして太平軍を殲滅する作戦に出た。このとき江西南部には南京と決別した石達開の軍がいたが、彼らも拠点を失うと浙江、福建へ去り、援軍の望みは絶たれた。

　九江の太平軍守備隊は一八五八年五月まで持ちこたえたが、最後は城壁を爆破した湘軍が城内へ攻め入り、一万七〇〇〇人の将兵は「ただ全城を虐殺することを求め、一人たりとも取り逃がすな」という曽国藩の指示通りに皆殺しにされた。それは太平天国の滅亡まで続く殲滅戦の始まりだった。またこの間、湖北巡撫の胡林翼が漕米の税制改革に取り組み、中間搾取を取り除くことで人々の負担を軽減し、通行税である釐金などの徴収によって湘軍の兵糧確保に努めた。

　南京周辺でも清軍の圧力は強まり、一八五七年に東の鎮江とその対岸が失われた。向栄の死後に欽差大臣となった旗人の和ホ春チュンと提督の張国樑は、七月に江南大営を再建して南京に対する包囲を狭めた。長江北岸でも江北大営が再建され、南京の対岸を占領して南北の連絡を絶とうとした。








報復の応酬

　こうした危機を前に、洪秀全は二人の兄の王号を剝奪し、楊秀清がもっていた軍師の地位に自らついて指導部の再建に取り組んだ。蜂起当初にあった五軍主将の制度を復活させ、陳玉成、李秀成と彼のいとこである李世賢の三人を任命した。彼らは同じく広西藤県大黎郷の出身で、普通の兵士から頭角を現した優れた指揮官だった。とくに陳玉成は猪突猛進の武勇で知られ、目の下にホクロがあるために清軍から「四つ目の犬」というあだ名で恐れられていた。

　また天京事変で生き残った韋志俊（韋昌輝の弟）、楊秀清の一族で石達開に従って太平天国を離脱し、後に南京へ戻った楊よう輔ほ清せいをこれに加えた。

　一八五八年七月に李秀成と陳玉成は江北大営を破るための作戦を練り、まず八月に陳玉成が清軍に奪回されていた廬州を攻め落とした。南京の長江対岸近くで会合した二人の軍は清軍を破り、九月に江北大営を攻めた。清軍が敗走すると、太平軍はこれを追撃して一〇月には揚州を占領した。これによって江北大営は再び崩壊し、南京と長江北岸の連絡ルートが確保された。

　この頃九江を陥落させた湘軍は安徽への進出を図っていた。一八五八年秋に湘軍は二手に分かれ、安慶と廬州へ向かって進撃を開始した。李続賓の率いる北路軍は廬州南部の要衝である三さん河か鎮ちんに迫った。陳玉成は李続賓の軍が単独で深入りしてきたのを見て、その後方を遮断して殲滅する作戦を立てた。

　一一月一五日の明け方に戦いが始まると、深い霧のなかを陳玉成の軍は李続賓軍の背後から襲いかかった。ちょうど戦線に到着した李秀成の軍と廬州の守備隊がこれに加勢し、李続賓と曽国藩の弟である曽国華を含む七〇〇〇人を全滅させた。

　当時父親の喪に服していた曽国藩は知らせを受けて驚愕し、「軍情は変幻して測りがたい。春夏のあいだは近くこの賊を平定できると願っていた。図らずも七月に廬州が奪われ、八、九月に江北大営の敗戦があった。ここでまた三河鎮の大敗があり、全局は破壊されてしまった。咸豊四年（一八五四年）の冬と似た情況であり、耐えがたい思いだ」と記した。湘軍兵士の出身地だった湘郷県では、いたるところで戦死者の霊魂を招いて鎮める儀礼が行われ、地域全体が深い悲しみに包まれた。殲滅戦は報復の応酬を生み、以後死者の数はうなぎ上りに増えていくことになる。








洪仁玕の南京到着

　江北大営の崩壊と三河鎮の勝利によって太平天国が当面の危機を脱した一八五九年四月、洪秀全のいとこで初期の信者だった洪仁玕が香港から南京へ到着した。

　洪仁玕は金田蜂起に合流しようとして果たせず、広東に残った上帝会の信者が起こした蜂起が失敗すると香港に逃れ、宣教師ハンバーグのもとで洗礼を受けた。洪仁玕から太平天国の話を聞いたハンバーグは、彼を支援して上海経由で南京へ送り届けようとした。一八五四年から一年近く洪仁玕は上海で南京行きのチャンスを待ったが、実現せずに香港へ戻った。そしてロンドン伝道会の宣教師であるジェームズ・レッグのもとでアシスタントとして働いた。

　洪仁玕の運命を変えたのは一八五六年に勃発した第二次アヘン戦争だった。翌年イギリスは広州を占領したが、この軍事行動は広東の人々の反発を招き、洪仁玕のなかでも眠っていた「愛国心」が呼び覚まされたという。また一八五八年に天津条約が結ばれると、長江流域の九江や漢口、南京が開港地とすることが定められ、外国人の内地旅行権も認められた。
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　その後清朝側が条約の批准を拒否し、一八六〇年に北京条約が締結されるまで戦いは続いた。だがそれまでのヨーロッパ諸国の中立政策は大きく転換し、清朝と太平天国のいずれが天津条約の内容を受け入れ、履行するかどうかが焦点となった。

　また洪仁玕は宣教師と接触するなかで、ヨーロッパ人のあいだで中国にキリスト教国家が誕生することへの期待感が薄れ、太平天国の異端的な性格に批判が集まっていることを肌で感じていた。そこで彼は「手遅れになる前に、南京の一党を外国人たちと提携できるように説き伏せたい」と考え、香港を去って陸路南京へ向かったのである。

　洪仁玕の到着に喜んだ洪秀全は彼を干王に封じ、軍師の地位を与えることにした。洪仁玕は到着したばかりの自分が王に封じられれば、周囲が納得しないと考えて辞退した。だが洪秀全はこれを許さず、まず陳玉成を英王に封じ、朝廷内のことは洪仁玕に、軍事のことは陳玉成に指示を仰ぐように命じて洪仁玕に王号を受諾させた。またその年のうちに李秀成を忠王、李世賢を侍王に封じ、他にも楊輔清、先に湘潭の戦いで湘軍に大敗した林紹璋、側近の蒙もう得とく恩おんに王位を与えた。天京事変によって断絶していた諸王による統治の復活である。

　洪秀全はこれらの王たちを「はらからの弟」と呼んだが、彼らはかつての楊秀清らとは異なり、上帝を中心とする小家族の一員とは見なされなかった。李秀成は彼のもとを訪問したある宣教師に対して、自分たちは戦時の司令官あるいは平時の地方長官に過ぎず、洪秀全だけが公認された王であると述べている。諸王は征服した領土を統治し、部下を管轄する権限を与えられているが、必ず洪秀全の命令に従わねばならず、洪秀全は彼らの王位を自由に剝奪することができた。

　宗教的にも上帝ヤハウエ、イエス・キリストと並び称されるのは洪秀全、あるいは「聖霊」を体現するとされた楊秀清までで、洪仁玕でさえ「三子爺や（天父、天兄、天王）」「三兄弟（天兄、天王、東王）」といった宗教的権威の核心的メンバーには数えられなかった。洪秀全は独占した権威を再び分割しようとはしなかったのである。








『資政新篇』と上帝教改革

　さて干王となった洪仁玕が最初に行ったことは太平天国の改革に関する提案だった。『資し政せい新しん篇ぺん』という名で知られるこの改革案は、一八六〇年に洪秀全の批准を経て出版されたものが現存している。それは他国との交渉で「夷狄」「鬼グイ子ズ」といった相手を軽蔑した表現を用いないこと、外国と通商を開いて宣教師、技師に内地での活動を認めること、銀行の設立や鉄道、汽船航路、幹線道路などのインフラ整備、鉱山開発によって国庫収入を豊かにすることなどを提言しており、太平天国の滅亡後に行われた洋務運動や日本の明治維新に先立つ近代化プランとして評価されてきた。

　これらの提言は当時の中国でヨーロッパ世界との窓口だった香港での滞在経験がよく活かされており、洪仁玕も利用した汽船の「朝出て夜には到着できる」利便性が人々の生活に役立つだけでなく、情報やヒトの移動が迅速になることで「徒党を組む弊害」がなくなり、中央集権的な国家建設に寄与すると力説している。また当時香港で刊行されていた中国語新聞である『遐か邇じ貫かん珍ちん』の影響を受け、特許制度に関心を寄せた。さらにこの新聞が日米和親条約の締結について詳細に報じ、ヨーロッパ人のあいだで日本に対する評価が高かったことを踏まえ、開国後の日本について「将来きっと成果を生むでしょう」と記している。

　ところで『資政新篇』は公刊されたもの以外に内容の異なる稿本があり、そのオリジナルな姿は上帝教のキリスト教的改革について多くを語っていた。洪仁玕は洪秀全が否定した「三位一体」の神、キリストに体現される罪の赦しと贖いといったキリスト教の中心的な教義について多く語った。

　それまでの太平天国では、罪とは十戒で定められた偶像崇拝の罪などをさしており、旧約聖書に偏った偶像崇拝否定論者といった批判を受けることが多かった。洪仁玕は上帝教をオーソドックスなキリスト教に近づけることで宣教師たちの期待に応え、太平天国とヨーロッパの和親条約締結を実現させたいと考えていた。

　だが洪秀全は神学的な問題には興味を示したものの、自分が作った上帝教の教義を改める意志は毛頭なかった。

　たとえば一八六一年に南京を訪ねたある宣教師は、三位一体説を否定していた洪秀全にキリストの神性に関する文章を送った。すると洪秀全は四世紀に開かれたニケーア公会議に関する知識を手に入れ、この会議でキリストの神性を否定して異端とされたアリウス派の主張こそが正しいと反論した。

　また香港でキリスト教を学んだ洪仁玕は、楊秀清を「聖霊」あるいは「上帝の四男」と位置づける上帝教の教義に批判的であった。だが洪秀全はこれに疑問を差し挟むことを許さなかった。当初『資政新篇』に書かれていたキリスト教の教義に関する記載も、公刊にあたって削除されてしまった。

　洪仁玕の登場によって、長く刊行を停止されていた聖書が改訂のうえ再刊され、蜂起前に洪仁玕らが洪秀全の幻夢体験と上帝会成立の歴史をまとめた『太平天日』が出版された。だが同時に『天父聖旨』『天兄聖旨』および洪秀全が上帝から使命を受けた救世主であることを強調した『福音敬録』が二人の兄の名で公刊されるなど、上帝教固有の教義を「真約」として強化する動きが見られた。








洪仁玕の内政改革

　洪仁玕が取り組んだもう一つの事業に読書人対策や民衆教化策があった。洪仁玕は一八五九年に南京の科挙試験を主宰し、その後も太平天国の科挙制度を整えた。また『英えい傑けつ帰き真しん』はプロテスタントの伝道パンフレットに影響を受け、洪仁玕が帰順した清朝官僚の質問に答える形で太平天国の政治的主張を展開した。

　そこで洪仁玕は、清朝官僚であった過ちを認めれば、「中国の罪人」として断罪される運命を免れることができると述べている。キリスト教の贖しょく罪ざいの概念が応用されたのである。また太平天国が辮髪をやめた理由について、「髪は上帝から与えられたものだ……。天が母親の胎内にいるうちに定めたものを、勝手に取り去ってしまうのは不孝であり、天に逆らうことではないのか？」と述べるなど、儒教の孝観念を用いて上帝教の原則を説明した。

　みずからも読書人だった洪仁玕は儒教に対して寛容であり、八はっ股こ文ぶんなどの形式主義には反対したものの、多くの読書人を自分の王府に集めて改革を進めようと考えていた。実際に上海でヨーロッパの書籍を翻訳する事業に加わっていた王おう韜とうは、太平天国の支配領域だった故郷に戻り、上海進攻の方法について意見書を提出した。

　さらに洪仁玕はキリスト教を基礎とした民衆の教化を唱え、慈善団体である士民公会を作って貧者の救済や教育に当たることを提言した。それは香港など開港都市のエリートに一定の「自治」的権限を与える植民地当局の政策を移植するものだった。

　洪秀全はこれらの提言に概ね賛同したが、新聞の発行については清朝側の策動を招く危険があるとして認めなかった。また十戒にある「なんじ殺すなかれ」という教えに鑑みて、教育を欠いたままの死刑を抑制すべきだという提言に対して、洪秀全は「妖魔を殺し、罪ある者を殺す」ことは上帝が認めていると反論し、かつて楊秀清に脅かされた生殺与奪の権を決して手放さないという姿勢を示した。








李秀成の蘇州進出

　洪仁玕の南京到着後に封じられた諸王がまず取り組んだのは、江南大営を再び撃破して南京の包囲を解くことだった。洪仁玕は李秀成と協議のうえ、まず李秀成と李世賢の軍が浙江の省都である杭こう州しゅうなどを攻め、南京を包囲している清軍兵力を分散させる作戦を立てた。

　はたして一八六〇年三月に清軍将兵を装った李秀成の一隊が杭州を陥落させると、慌てた清朝は和春に命じて救援軍を向かわせた。これを見た李秀成は急ぎ軍を返し、五月に李世賢、陳玉成、楊輔清および各地の太平軍を糾合して五方面から江南大営を攻めた。江南大営は再び崩壊し、東へ逃れた和春と張国樑はまもなく死亡した。

　戦いに勝利した諸王は南京に集まって次の作戦を議論したが、安慶の救援を第一に考える陳玉成と豊かな浙江、福建への進出を主張した李世賢のあいだで意見が分かれた。李秀成と洪仁玕はこれを折衷し、まず蘇州へ進出して上海でヨーロッパの汽船二〇隻を購入し、戦力を充実させた後に南北に分かれて長江上流に軍を進め、武漢を攻めることで安慶の包囲を解くプランを提起した。先に曽国藩が主張し、太平軍も江南大営の撃破で用いた「敵の必ず救うところを攻める」戦略の再演である。
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　これが洪秀全の許可を得ると、まず一八六〇年五月に李秀成が東へ軍を進め、六月に蘇州を占領した。太平天国は蘇州一帯を蘇福省と名付け、長江中流域と同じように郷官を設置して地方統治を始めた。また清朝がこの地域に重税を課してきたことを考慮し、土地税を一〇パーセント免除するという天王の詔が出された。そして太平天国の地方政府は土地所有者を確定する田でん憑ひょうと呼ばれる証明書を発行し、これをもとに徴税を行う制度が始まった。








ヨーロッパ諸国との交渉

　次にヨーロッパとの交渉については、洪仁玕が太平天国内部で王位についたことが伝えられると、彼を「中国のマルチン・ルター」と期待する宣教師たちが蘇州や南京を訪ねた。洪仁玕は彼らと上帝教の改革について議論し、李秀成も欧米の公使たちに上海進攻と和親条約締結のための交渉を行うように働きかけた。だがすでに清朝に天津条約の批准を迫ることに重点を置いていた公使側の反応は冷淡で、イギリス公使のフレデリック・ブルース（第二次アヘン戦争で特命全権使節だったジェームズ・ブルースの弟）は太平天国からの招聘状の受け取りを拒否した。

　宣教師を通じた外交交渉が成功せず、アメリカ人のフレデリック・タウンゼント・ウォードが洋よう槍そう隊たいと呼ばれる西洋式の傭兵部隊を創設して上海防衛のために動き出したことを知った李秀成は、八月に三〇〇〇人の兵を率いて上海へ向かい、直接交渉を行おうとした。彼はあらかじめ建物の外に黄旗を掲げておけば、決して暴行を行わないと通告した。だがイギリス、フランス軍の攻撃を受けて多くの死者を出し、一発も反撃することなく撤退した。

　この結果に李秀成はヨーロッパ側を「信義に背いた」と非難し、欧米でも英仏現地軍の行き過ぎた行動に批判の声があがった。だが洪仁玕は「（忠王は）わが天王の天下は武力によって取るもので、話し合いによっては取れないと言った。洋人たちは和することができないと知り去ってしまった」と述べて李秀成の行動を批判し、以後二人の対立が深まった。

　一八六〇年一〇月に英仏連合軍が北京を占領し、清朝とのあいだに北京条約が結ばれて戦争状態が終結すると、欧米側の姿勢はさらに強硬になった。一八六一年三月に南京一帯で太平軍を調査していたイギリス海軍司令のジェームズ・ホープは、この年の年末まで上海の付近五〇キロ以内に入らないことを太平天国側に要求し、これを承認させた。外交交渉に失敗した洪仁玕の威信は失墜し、やがて洪秀全の信頼も失っていった。

　一八六〇年一一月に、中国人初のアメリカ留学生で、香港時代の洪仁玕と親交のあった容よう閎こうが宣教師と共に南京を訪問した。容閎は太平天国が士官学校や海軍の創設、聖書を教科書とする国民教育の実施や「文民の政府」の設立といった近代化事業に取り組むならば援助すると申し出たが、「王（洪仁玕）は孤立した状態にあり、彼を支持して提案に賛成する者は一人もなかった」ために交渉はまとまらなかった。さらに一八六一年に安慶救援に向かった洪仁玕が敗北し、非力だった他の王を批判すると、怒った洪秀全は洪仁玕から軍師の地位や一度は王号まで剝奪してしまった。








夢に頼る洪秀全

　一八六〇年六月、長江中流域では態勢を立て直した湘軍が、曽国藩の弟である曽そう国こく荃せんの指揮のもと安慶を包囲した。それまで曽国藩は漢人官僚の勢力拡大を懸念する清朝から実権のある職を与えられなかったが、咸豊帝の側近だった旗人の粛シュ順シュンは胡林翼、曽国藩らの能力を高く評価していた。江南大営が撃破されると、長江流域で湘軍以外に頼れる軍事力はなくなり、粛順の推薦によって曽国藩は両江総督と欽差大臣に任命された。

　だが曽国藩は江南地方の奪回を求める清朝の命令に対して、まず安慶を攻略して長江を攻め下ることが肝要であるとして譲らなかった。なおも清朝が出兵の催促をくり返し、江南地方のエリートたちも曽国藩に救援を求めると、やむなく彼は安徽の東南部へ軍を進め、新たに湖南で軍を編制した左さ宗そう棠とうを浙江方面へ向かわせた。また彼の幕僚となっていた李鴻章に安徽で湘軍にならった義勇軍である淮わい軍ぐんを創設させ、これを上海へ出動させることにした。

　太平天国側は汽船購入による戦力強化が机上プランだったことに気づくと、一八六〇年九月に陳玉成が安慶救援のために安徽北部へ向かった。その直前の八月に、英仏連合軍は天津の大ター沽クー砲台を占領し、一〇月には北京へ進攻して円明園を焼き払った。ユーゴーがその略奪と破壊を「文明」の「野蛮」に対する蛮行として厳しく批判したのは先に紹介した通りである。

　この頃、洪秀全は天京事変後の苦境から立ち直ったことを神の恩寵と受けとめ、夢の内容を楊秀清の天父下凡に代わる上帝のお告げとするようになった。たとえば洪秀全の母親は死んだ楊秀清らが金竜殿の前で万歳を叫び、妖魔を滅ぼすために蘇州へ出撃して奮戦する夢を見た。続いて洪秀全も無数の天兵、天将が宝物を献げ、城や領土を回復したと上奏する夢を見た。今回の蘇州占領はこの上帝のお告げが実現した結果なのだといった具合である。

　また一八六一年初めに洪秀全は太平天国の国号を「上帝天国」に改め、一カ月もたたないうちに今度は「天父天兄天王太平天国」に改称した。上帝、キリスト、洪秀全の権威を強調し、実際に活躍している諸王の功績を認めない一連の詔に李秀成らは反発した。彼と陳玉成、李世賢は文書に「天父天兄天王」の六文字を用いず、李世賢は最後まで抵抗したために王位を剝奪されたという。








自立し始めた諸王

　英仏連合軍が北京を占領すると、洪秀全は当初の作戦計画を変更して李秀成に長江北岸の敵を一掃するように命じた。だが李秀成は帰順を申し入れてきた湖北、江西の反体制勢力を糾合し、兵力を拡大してから安慶に向かうと主張して譲らなかった。

　実際に途中捻軍を糾合して安慶へ向かった陳玉成は、安慶の西北に防禦線を築いていた湘軍と清軍の陣地を攻めたが歯が立たなかった。そこで彼は安慶の東側に回り込もうとしたが、やはり湘軍の水軍および清朝側に投降した韋志俊の軍に敗北した。

　李秀成は兵力を増強しない限り湘軍に勝利できないと考え、性急な「北方の掃討」は無謀であると洪秀全に復命したが、洪秀全は彼の弱気を激しく責めた。そして「朕は天の生みたもうた真の主である。兵を用いずとも天下を太平に統一するのだ！」と言ったという。

　こうした洪秀全の反応について、李秀成は「わが主はとりわけ人の上奏に耳を貸さなかった」「わが主は政治のことを問わず、臣下に天のことわりを信じるように教えるだけで、おのずから天下は太平になると考えていた」と述べている。

　洪仁玕も南京を訪ねたヨーロッパ人に、洪秀全が「地上に足をつけていながら、いかに頭の中が天上のことで一杯であるか」と不満をもらしていた。形のうえでは諸王による統治を復活させながら、救世主としての権威に固執して彼らの考えを受け入れなかった洪秀全の姿勢が、政権の求心力を失わせてしまったのである。

　結局のところ李秀成は軍の一部を蘇州に留め、一八六〇年一〇月に二万の兵を率いて長江南岸を進んだ。一二月初めに李秀成の軍は安徽東南部の峠を越え、曽国藩のいる本陣からわずか三〇キロに迫った。このとき曽国藩の手勢は三〇〇〇人余り、突然の李秀成軍の出現に湘軍陣営は「大いに動揺」し、曽国藩は弟たちに遺書を書いて死を覚悟したという。

　だがこのとき李秀成の意図は「湖北で兵を招く」ことにあり、この地で曽国藩に決戦を挑むつもりはなかった。緑営兵から頭角をあらわした鮑ほう超ちょうの軍が救援に駆けつけ、李秀成の軍を破ると、李秀成は攻撃を中止して迂回しながら江西へ向かった。曽国藩は湖口の戦いや石達開による南昌包囲に続いて、またも九死に一生を得たことになる。








安慶の陥落

　さて一回目の安慶救援に失敗した陳玉成は、一八六一年三月に数万の兵を率いて湖北へ進出し、武昌をうかがう構えを見せた。このときイギリス参事官のハリー・スミス・パークス（のちの駐日公使）は船で陳玉成の陣地を訪ねた。陳玉成から現在李秀成らの軍が西進しており、四月に武昌で落ち合う手筈になっていると聞かされたパークスは、開港地である漢口への攻撃を控えるように要求した。
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　このとき陳玉成は自分が攻撃を控えても、他の王は武昌を攻撃するに違いなく、むしろ漢陽を陳玉成の管理下に置いた方がイギリスの利益になると主張した。だがパークスは武漢三鎮の一つでも攻撃を受ければ、商業活動は大きな打撃を受けてしまうため、攻撃を中止するように重ねて要求した。

　陳玉成はこれを受け入れ、長江沿岸に一部の軍を残して湖北北部へ軍を進めたが、やがて安慶の守備隊から救援を求められると東へ向かった。当時武昌城内の兵力は三〇〇〇人と少なく、湘軍は陳玉成の動きを警戒したが、三月下旬に胡林翼が湘軍の一部を武昌へ急行させたため、武漢を攻めることで安慶の包囲を解く作戦は早くも破綻した。

　この頃李秀成は江西南部にいた。三月に彼の軍はいくつかの城を攻めたが、清朝の地方軍や団練の抵抗を受けて攻略できなかった。四月以後に李秀成は江西西部の要地を占領したが、清軍の反攻を受けるとすぐに城を放棄した。これを見た曽国藩は「李秀成の動きは鈍く、大きな害をもたらすには至らないだろう」と述べたが、彼の行軍が緩慢だった原因は降伏した清軍将兵など資質の悪い者をかかえ込み、彼らをうまく統率できなかったことにあった。

　かつて江西南部を支配した石達開軍は「略奪や殺人はそれほど酷くなかった」が、今回の李秀成軍の規律は悪かった。「放火、略奪や殺人をほしいままに行った」のに加えて、多くの人々を「青年か老弱かの区別なく」連行したという。李秀成は兵力の拡大を焦るあまり、かつて新規参加者を統率できずに敗北した北伐援軍とよく似た過ちを犯していたのである。

　六月にようやく李秀成は軍を二つに分けて湖北へ入った。一隊は長江南岸に到達し、北岸に駐屯していた陳玉成の部隊と連絡を取ろうとした。南部各県を占領した部隊も呼応勢力を糾合し、武昌をうかがう構えを見せた。

　すると漢口のイギリス領事が李秀成を訪ね、武昌攻撃の中止と太平軍に押収された生糸の返却などを申し入れた。このとき李秀成は陳玉成の動きを問い合わせる手紙をイギリス人に託したが、この手紙は北岸の太平軍には届かなかった。やがて湘軍が武昌近郊に集結するのを見た李秀成は、七月中旬に軍を江西へ撤退させてしまった。

　後に捕らえられた李秀成は、曽国藩の幕僚からあのとき武昌を攻めていれば、湘軍は動揺して安慶の包囲も解けたのに、なぜ軍を返したのかと訊ねられた。このとき彼は新兵が多く、湘軍、とくに鮑超の軍と戦うだけの力がなかったからだと答えた。また彼は自分が切り拓いた蘇州地域の経営が道半ばで、江西で敗北した李世賢から救援を求められたため、武昌攻撃をあきらめて浙江へ向かったのだと述べている。

　実のところ、このとき李秀成が自らの政治資本である兵力を失うことを恐れ、湘軍との決戦を避けたことは否定できないだろう。また太平軍の意図を見抜いた曽国藩は「よしんば武昌が占領されようとも、安慶の包囲を決して解くな」と曽国荃に厳命し、みずから安慶付近に陣地を移して湘軍将兵の動揺を抑えた。

　これを受けた曽国荃の湘軍は安慶を厳重に包囲しつつ、攻め寄せる太平軍の援軍に痛撃を加えた。陳玉成らは安慶の北側から湘軍陣地を攻撃したが、精鋭部隊を失うなど大きな損失を出した。また安慶城の東にある湖の岸辺に置かれた太平軍の陣地も攻め破られ、湖を渡って城内へ食糧を運び込むことも、手紙を取り交わすことも困難になった。これを知った李秀成は「安慶は守り切れないと悟った」という。
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　その後安慶の太平軍は長江を航行する外国船から高価な食糧を購入して飢えをしのいだ。だが曽国藩が清朝経由でイギリスにこれを禁止するように働きかけると、補給も完全に途絶えた。一八六一年九月についに安慶は陥落した。一部の将兵は地下道を通って脱出したが、残された者は住民共々皆殺しにされた。先に投降して虐殺された者、戦死した者を含め、三万人が殺されたと先の幕僚の日記は記している。

　安慶の陥落によって長江中流域における太平天国の敗北は決定的になった。陳玉成の部下は生き残った将兵を集めて軍を立て直すことを進言したが、陳玉成はこれに同意せず、兵士たちも命令に従わなかったという。洪秀全の叱責を受けて王号を剝奪された陳玉成は廬州まで落ちのびたが、やがてここも清軍に奪われ、一八六二年五月に地方の武装勢力に誘い出されたところを捕らえられて殺されてしまった。








李秀成らの浙江進出

　さて江西で左宗棠に敗北した李世賢は一八六一年五月に浙江へ入った。浙江は江蘇と並んで清朝の財政を支える豊かな地域であったが、一八五八年に石達開軍がここを経由して福建に入ったのと、李秀成らが江南大営を撃破するために杭州を攻めたのを除くと、本格的な進攻作戦は行われてこなかった。李世賢は浙江中央部の要地である金きん華かを占領するとここに王府を置き、一一月に浙江へ入った李秀成の軍と手分けして各地へ軍を進めた。

　李秀成がまず向かったのは杭州だった。部下に浙江の東部を占領させ、食糧の補給ルートを遮断した李秀成は、杭州城の周囲に陣地を構築して兵糧攻めを行った。多くの敗残兵が逃げ込んだ杭州城内はたちまち食糧不足に陥り、飢えた人々が街にあふれた。やがて将兵たちの食糧もなくなり、城内で略奪を始めて住民と衝突した。この間李秀成は城内へ矢文を送って盛んに投降を呼びかけた。

　杭州には将軍瑞ルイ昌チャンが率いる八旗兵もいたが、李秀成は「和議のことを言うのは、老弱男女の生命を傷つけたくないという思いからである」「かつて満洲人は漢人を情け深く扱ってきた。今はそれぞれ別な君主を戴いており、互いにやむを得ない立場にある」などと説得した。彼は満洲人を「妖魔」と見なして排撃する上帝教の教義とは距離を置いていたのである。一二月に漢人将兵の投降がきっかけで外城が陥落すると、李秀成は帰順した漢人官僚を上海へ送り届けた。だが瑞昌らは勧告を信頼せず、旗人居住区である内城が陥落すると多くの者が自殺するか抵抗して殺された。








諸王による地域支配

　浙江の主要地域を版図に収めた太平天国は郷官を設置して地方統治を始めた。先に李秀成が占領した蘇州では、敗走した清軍が激しい略奪や暴行を行ったため、憤激した住民が清軍だけでなく進駐してきた太平軍にも抵抗した。また江蘇、浙江には広大な耕地を所有する不在地主が多くおり、太平軍の進出に伴って小作料の不払いである抗こう租その風潮が広がった。太平天国の地方政府は確実な税収を上げるため、地主が逃亡した土地に小作人を招いて耕作させた。だが地主が戻ってきた場合は従来通り小作料を納めるように命じ、収しゅう租そ局きょくを設けて代わりに小作料を徴収することもあった。

　太平天国が取り決めた税額は清朝の徴収額に比べて低かったが、打先鋒によって集められた貢物や食糧はまず諸王が拠点としていた地方都市へ送られ、将兵とその家族を養うために用いられた。当時南京ではなお聖庫制度が続けられていたが、王たちは支配地の拡大と物資の獲得に熱をあげた。洪仁玕によると、李秀成が江蘇東部と浙江西部、李世賢が浙江東部を支配したほか、その他の王たちも安徽東南部や南京近郊に根拠地を作り、そこから上がる税収で兵力の増強に努めた。

　この点最も成功したのが李秀成で、蘇州占領後の忠王府には多くの絹織物が貯蔵されて天王府よりも豊かだったという。彼はこれを用いてヨーロッパ商人から多くの銃砲を購入し、ヨーロッパ人の傭兵も雇っていた。さらに李世賢軍のある部将の供述によると、金華一帯に駐屯した兵力は一〇万人ほどで、湘軍の進攻に備えて一年間籠城できるだけの食糧を蓄えていた。これだけの食糧を短期間で備蓄するとなれば、実際にはかなり厳しい取り立てが行われたことだろう。

　加えてこの時期の太平天国が地方統治を進めるうえで深刻だった問題は、軍の規律の弛緩だった。李世賢の部隊に加わったある読書人の記録によると、太平軍のなかには住民に激しい暴行や略奪を行う者が多くいた。そうした将兵はみな元ゴロツキあがりの清軍将兵で、太平軍に投降後、金を払って老兄弟の地位を獲得した者たちだったという。また李世賢の軍には花か旗きと呼ばれる天地会系の反乱集団が加わっており、太平軍は彼らを厳しく統率するだけの力をもっていなかった。

　この読書人は「真の粤えつ賊ぞくは情け深く穏やかで、彼らのように残忍ではない」と述べている。この頃、広東、広西出身者は前線にほとんど残っておらず、軍を率いていた「真の粤賊」とは多くが一八五二年頃に湖南、湖北で軍に加わった人々だった。だがこれら古参幹部のあいだでも金華一帯を守備した湖南、湖北人の部将と浙江東部へ進出した広西人部将との間には反目があり、うまく協力することができなかった。

　また当時の太平軍には「主兵」「客兵」の区別があった。外地からやって来た「客兵」が食糧の調達を行うと、そこを縄張りとする「主兵」との間にしばしば衝突が発生した。また部隊のなかでは就寝中にうなされたり、男色に慰めを求める者も多かった。蜂起当初の理想が失われて中央政府の求心力が低下するなかで、諸王の軍でも結束を維持することが難しくなっていたのである。

　太平天国が安定した地域支配を実現できないのを見ると、住民たちは太平軍に抵抗するようになった。その中で影響力の大きかったのは浙江東部の諸しょ曁き県けん包村に住んでいた包ほう立りっ身しんだった。彼は普通の農民であったが、「神人」と出会って未来を予知する能力を与えられた。人々は包立身を中心に東とう安あん義ぎ軍ぐんと呼ばれる自衛軍を組織し、「劫ごう難なん」のカタストロフを免れるための宗教共同体を作った。

　はじめ太平軍は彼を帰順させようとしたが効果がなく、包村を攻撃したが敗北をくり返した。これを見た清朝側や有力者の団練は包立身に協力するように求めたが、彼は村に立てこもったままこれらの要請に応じなかった。やがて太平軍は大軍を投入して包囲し、兵糧攻めのうえで包村を陥落させた。太平天国は清朝の統治を必ずしも支持しない人々を自分たちの陣営に引き寄せることができなかったのである。








決裂した外交交渉

　この間、清朝にも重大な変化が起こっていた。一八六一年八月に咸豊帝が死去すると、一〇月に咸豊帝の側妃で皇太子（後の同治帝）の母だった西せい太たい后こうと咸豊帝の弟であった恭きょう親しん王のうの奕イー訢ヒンがクーデターを起こし、咸豊帝の重臣であった怡い親しん王のうの載ザイ垣ユエンや曽国藩の後ろ盾となっていた粛順を粛清して実権を握ったのである。

　奕訢は北京条約の締結に関わり、外交を扱う役所である総そう理り衙が門もんを設立した人物であった。彼は太平天国を「心しん腹ぷくの害」、欧米列強を「肢し体たいの患」と呼び、ヨーロッパの協力を得て太平天国を鎮圧することに乗り出した。イギリスもこれを歓迎し、太平天国を中国における貿易の拡大を阻害する反乱集団と見なすようになった。

　一八六一年一二月、一年間上海近郊に近づかないことを取り決めた太平天国とイギリスとの申し合わせが期限を迎えると、イギリスは上海不進攻を無期限に守ることを要求した。また通商が拡大していた鎮江、漢口、九江にも近づかないこと、イギリス国旗を掲げた中国帆船に長江の自由航行を認めることなどを求めた。

　同じ頃、李世賢の部下である黄こう呈てい忠ちゅうらの軍は浙江東部の港町である寧ニン波ポーを占領した。するとイギリス、フランス、アメリカはこの地の外国人居留地を急ぎ租界として定め、太平軍の租界に対する干渉を許さないと通告した。太平軍がこれを受け入れると、続いて城上の太平軍陣地から租界に向けて設置されている大砲を撤去すること、攻撃してくる清軍に対しても発砲しないことなどを要求した。

　開港地への進攻を認めず、自国の権益を確保しようとする欧米諸国の圧力に対して、南京の太平天国政府は「貴国にとっては通商が生活の手段かも知れませんが、われわれにとっては領土の所有はなによりもまして重要です」と反論した。また「全中国の回復こそがわが国の目的であります。韃だつ妖よう（清朝）がまだ除去されていないかぎり、全中国を回復する偉大な事業は未完成であり、われわれは貴国がここに提示した諸要求に同意できません」と述べるなど、要求を拒否する姿勢を明確にした。

　寧波の黄呈忠らも清軍の攻勢を撃退することは自分たちの責務であり、まず外国側が清軍に対して租界方向からの攻撃を禁止すべきだと回答した。








上海、寧波の戦い

　こうして太平天国と欧米諸国との交渉が決裂するなか、一八六二年一月に李秀成は二度目の上海攻撃を開始した。出撃にあたって彼はヨーロッパ人に対しても、抵抗する者は破滅を招くと警告した。だが太平軍はおりからの悪天候もあって一気に上海に進攻せず、南北から包囲網を形成して圧力を加えた。

　この頃、李秀成は「ヨーロッパの奴らは私と戦おうとしなかった。彼らは戦えばすぐに負けた」と述べるなど、洋槍隊の戦力を低く見ていた。彼は杭州攻撃のときと同じく、降伏を迫って交渉に持ち込むつもりだったのかも知れない。

　また太平天国の正月を前に李秀成は軍の指揮を腹心の部下である譚たん紹しょう光こうに任せ、みずからは長く留守にしていた蘇州に戻った。蘇州の有力者のあいだに不穏な動きがあったのに加え、蘇州の守備を任されていた部将が彼の命令に従わなくなり、事態を収拾する必要があったのである。四月に李秀成は上海近郊へ出かけて陣頭指揮を取ったが、いずれにせよ太平軍の動きが緩慢だったことは、清朝とヨーロッパ側に防衛力強化のための時間的猶予を与えてしまった。

　一八六二年二月に清朝が正式にイギリス、フランスと協力して太平天国を鎮圧する政策を決定すると、常じょう勝しょう軍ぐんと改称した中国人傭兵部隊が清軍、英仏軍と共に上海を攻める太平軍と交戦した。ウォードは南北戦争や日本の戊辰戦争でも威力を発揮したエンフィールド銃など最新の兵器を常勝軍に配備し、攻め寄せた太平軍を撃退した。

　四月には安徽で編制を終えた淮軍六五〇〇人が、長江の自由通行権を用いたイギリス船によって上海に到着し、江蘇巡撫に任命された李鴻章の指揮のもと戦線に投入された。太平軍は数の上では優勢だったが、各部将の軍は連携を欠いて勝利を収めることはできなかった。また南京救援の命令を受けた李秀成が上海近郊を離れると、形勢は近代的な装備によって訓練を受けた淮軍の優勢に傾いた。

　これと並行して五月に寧波でも太平軍と清軍、外国軍とのあいだの戦闘が始まった。上海から動員された常勝軍に加え、イギリス軍人の組織した常じょう安あん軍ぐん、定てい勝しょう軍ぐん、フランス軍人が率いる常じょう捷しょう軍ぐんなどの傭兵部隊が清軍と協力して、浙江東部で太平軍と戦った。

　寧波を失った太平軍は、その後の戦いで常勝軍の指揮官ウォードを戦死させた。だがその後任をめぐる紛糾の後にイギリスの現役軍人チャールズ・ジョージ・ゴードンが常勝軍の指揮を引きつぐと、太平軍は劣勢一方に追い込まれていった。上海でも一一月に最後の攻撃が行われたが敗北し、以後太平天国は蘇州、杭州一帯の拠点を淮軍、常勝軍などに次々と奪われた。

　これら様々な軍隊が入り乱れて戦った地域では、難民となった住民は耐えがたい苦痛をこうむった。世界各地の戦いを見慣れてきたはずのイギリス、フランス兵ですら、略奪や暴行に怯え、飢餓と疫病の前に生気を失った人々の姿にショックを受けた。また一時は太平天国統治下の南京で伝道することをめざしていた宣教師たちも、「彼らの運動は破壊でしかなく」「王朝の交代は必要とは認められない」と考えるようになった。なお一部には太平天国に同情的な意見も存在したが、宣教師たちの退出はヨーロッパと太平天国との間に最後に残っていた窓口を閉ざす結果となったのである。
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雨花台の南京攻防戦

　一八六二年五月、曽国荃らは水陸合わせて二万の兵力で長江を下り、南京城外へ到達した。南京攻防戦の始まりである。安慶の陥落後、長江沿岸の太平軍守備隊は南京防衛のために有効な対策を取ることができず、城南の最重要拠点である雨花台のふもとは湘軍に占領されてしまった。

　慌てた洪秀全とその側近が李秀成に南京の救援を命じると、李秀成は六月に蘇州で軍事会議を開いた。そして現状では水軍を擁する湘軍に対抗することは難しいため、南京に食糧を補給して防禦を固め、二年後に湘軍が疲弊するのを待って撃滅するという作戦を立てた。

　これに先立って洪仁玕は李秀成に手紙を送り、長江を一匹の竜に喩たとえたうえで、頭や胴体（湖北や安徽）が失われてしまえば尻尾（江南）だけでは長く生きのびることはできないと指摘した。李秀成が蘇州一帯で自立を図り、南京や長江上流を顧みていないと批判したのである。だが李秀成は「現在敵は打ち負かすことができないような勢いである。もし時至らずに果実を食せば、その味はひどく苦いものになろう」と回答し、なかなか南京の救援に動き出そうとしなかった。

　この頃始まった王号の濫発も南京の中央政府と諸王の対立を深めた。一八六〇年に太平天国の王は天王を除いて七人だったが、翌年陳玉成が死ぬと彼の部下に対する王号の授与が始まり、やがて李秀成の部下も次々と王に封じられた。

　もともと多くの部将は自分の功績が評価されていないと感じ、「一年に九回昇進してもまだ不満」であったという。王号の授与は彼らの戦意を高める目的で始まったが、それは強大な軍事力を握った李秀成らの勢力を分割する意図を含んでいた。一八六二年秋に三〇人、翌年初めに九〇人を数えた王号の授与は、売位売官の風潮を引き起こして歯止めがきかなくなり、最終的には二七〇〇人まで増えたという。

　洪秀全から再三の催促を受けた李秀成はまず救援軍を南京へ送り、七月に雨花台付近の湘軍陣地を攻撃させた。だが曽国荃は安慶攻略のときと同じく陣地の周りに深い濠を築き、太平軍の攻勢を寄せつけなかった。その夏、湘軍の陣内で疫病が流行し、戦力が減じたのを見た李秀成は、一三人の王と大軍を率いて南京へ向かい、一〇月に李世賢の軍と協力して雨花台に攻勢をかけた。

　李秀成はヨーロッパ商人との交易で手に入れた大量の洋式銃や大砲などもてる戦力を投入し、地下に坑道を掘って湘軍陣地に突破口を開こうとした。だが四〇日間の戦いでも勝利できず、食糧不足のために作戦は失敗した。王号の濫発によって指揮系統が混乱したのに加え、将兵の士気がふるわず、長江を湘軍に押さえられていたために物資の補給が続かなかったのである。
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蘇州の陥落

　雨花台の戦いに敗北し、長江上流に残っていた幾つかの拠点も失うと、洪秀全は李秀成にただちに長江北岸へ向かい、南岸にいる湘軍を引きつけて南京の包囲を解くように厳命した。だがこれは自殺行為に均しい無謀な作戦だった。もともと貧しかった長江北岸は長年の戦乱で荒れ果てており、雪のなかを進んだ李秀成軍は安徽北部の城をいくつか占領したが、たちまち食糧が底をついて餓死する兵が続出した。

　一八六三年六月に洪秀全から南京へ戻るように命じられた李秀成は、南京の対岸まで撤退してきたが、おりからの増水で渡河地点は一面の水につかっていた。渡河を図った部隊は追撃してきた湘軍とその水軍に捕捉されて大打撃を被り、河岸に取り残された者は餓死するか湘軍に殲滅されて、十数万人の兵を失った。

　これより先に洪秀全は軍を天軍、民を天民、兵を御ぎょ林りん兵へいと呼ぶように命じ、「わが軍、わが兵」という者がいれば「お前には反逆の心がある！　どこにお前の兵がいるのだ？」と叱責した。洪秀全は再び他人に自分の権力を脅かされることを恐れていたのである。この敗戦について李秀成は「私一人が機敏さを失ったために、国の危急を招いた」と回想したが、同時に洪秀全とその側近たちが「私の勢いを憎み、ひそかに私の軍を失わせようとしたのだ」などと述べている。この作戦の結果、太平天国で最大の規模を誇った李秀成の軍団は崩壊した。

　この頃、李鴻章の淮軍と常勝軍は李秀成の拠点である蘇州に迫っていた。この地の守将の多くは戦況が絶望的となるのを見て戦意を失い、清軍に投降したいと考えた。李秀成も彼らの考えを知っていたが、「お前たちは湖南、湖北の人だから、それぞれ好きな道を歩むがよい」と言って咎めなかった。

　一八六三年一二月に蘇州の王たちは元太平軍将校だった淮軍の武将を頼り、徹底抗戦をとなえた広西人の王である譚紹光を殺して降伏した。だが李鴻章は彼らとその兵を殺してしまった。翌年五月には最後の砦だった常じょう州しゅうも陥落し、大勢が決したと見たゴードンは常勝軍を解散した。

　このとき李秀成が南京へ戻ろうとすると、李世賢が使者を送ってきた。すでに洪秀全を見限っていた李世賢は、「別にはかりごとをなそう。南京へ戻ることは許さない」と言って李秀成にも洪秀全と決別するように求めた。そして李世賢自身は軍を率いて江西へ入り、一八六五年に広東で殺されるまで独自の戦いを続けた。
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拒絶された首都脱出策

　一八六三年一二月、李秀成はわずかな部下と共に南京へ戻った。母親が人質にとられていたからだという。彼は早速洪秀全に南京の防衛はもはや不可能であり、城を脱出して他の地へ行くべきことを上奏した。洪秀全は李秀成の弱気を激しく責めたが、李秀成は湘軍の包囲は厳しく、補給路も遮断されていること、城内の食糧は少なく、援軍も来ないことを告げた。そして「私の言うことに従って頂かなければ、滅亡は必至です」と言上した。すると洪秀全はおよそ次のように言った。




　朕は上帝の聖旨、天兄イエスの聖旨を奉じてこの世にくだり、天下万国ただ一人の真の主となったのである。何を恐れることがあろう！　朕の天下は鉄壁だ！　おまえが支えてくれなくとも、他に支える者はいる。朕の天兵は水よりも多い。なにゆえ曽国藩ごときを恐れることがあろう！　今後まつりごとは朕の次兄にまかせ、従わない者がいれば処刑する！




　これを聞いた李秀成は「今すぐ私を斬っていただきたい。そうすれば後日処刑されないですむ。願わくは殿前で死に、心を尽くして主にむくいたい！」と言い、涙ながらに宮廷を退出した。この李秀成の懸命の進言はすぐに曽国藩の耳にも届いた。彼は「忠逆（李秀成）は南京に至り、洪逆（洪秀全）に城を棄てて共に逃げるように勧めたが、洪逆は従わなかった。忠逆は安徽南部から江西へ入るべきだと献策した」と報じている。もはや太平天国の内情は湘軍に筒抜けになっていたのである。








マナを食え

　一度は城を出ることを決意した李秀成であったが、周囲の慰留を受けて南京防衛の指揮を引き受けた。だが洪秀全は彼への疑念を捨てず、城門に洪氏一族の兵を配置して脱走、密通する者を厳しく取り締まった。李秀成は南京の包囲を完成させようとする湘軍と戦ったが敗れ、城内は深刻な食糧不足に陥った。

　聖庫制度が有名無実になるなかで、地方に割拠することで食糧を調達した諸王に対して、洪秀全とその側近たちには直轄地と呼べる場所がほとんどなかった。彼らは南京へ持ち込まれる米に税をかけ、自分たちの必要分を確保したが、南京と外地の連絡が遮断されると備蓄も底をついた。

　一八六三年冬に洪仁玕はみずから兵を率いて残っていた太平軍の占領地を回り、食糧の供出を求めた。だが「どこでも城門を閉じて米を納めなかった」という。また六四年二月に李秀成の部隊も外地で集めた三〇〇〇石の米を南京へ運び込もうとしたが、湘軍の攻撃を受けて失敗した。

　李秀成は城内の人々が飢えに苦しんでいると洪秀全に訴えたが、洪秀全は「甜てん露ろを食え。さすれば長生きできる」と答えただけだった。甜露とは旧約聖書の出エジプト記に出てくるマナのことで、モーセらが荒野で飢えたときに神から与えられた食物をさす。洪秀全は城内の雑草を甜露と呼び、これを食えば食糧不足は解消すると言ったのである。やむなく李秀成は自分が蓄えていた食糧を放出し、城門を開いて十数万人を城外へ脱出させた。

　一八六四年五月下旬、洪秀全は病気に倒れた。だが彼は服薬を拒否し、六月一日に死亡した。最後に彼が残した詔は「朕はいまから天上に昇り、天将天兵を得て天京を守る」だったという。救世主としての自分の権威に執着し続けた最後だった。








太平天国の滅亡

　洪秀全の死後、彼の長男である洪天貴福が王位を継いだが、幼い君主を支える臣下たちは湘軍の攻勢になす術もなかった。李秀成は城壁に迫った湘軍に夜襲をかけたが、最後まで残っていた三〇〇〇人の将兵もやがて空腹のあまり潰えていった。七月一九日に湘軍は雨花台と向き合う南門の地下に坑道を掘り、城壁を爆破した。湘軍将兵が城壁の崩落部分から突入すると、太平軍はこれを迎え撃ったが、やがて抵抗は下火になった。湘軍は他の場所からも侵入し、南京城は占領された。

　入城した湘軍は南京の住民に対する激しい略奪と殺戮を行った。太平軍の兵士で湘軍将兵を倉庫へ案内したり、略奪品を運ぶのを手伝った者は釈放されたが、老人や年輩の女性は片端から殺され、幼児も面白半分に殺された。天王府にあった金銀もすべて略奪され、証拠隠滅のために焼き払われた。曽国荃はこのとき奪った財宝を故郷に持ち帰り、豪勢な屋敷を建てたために曽国藩になじられたほどである。だが「官となって財産を築こう」と勝利後の成功をうたって湘軍の将兵を戦いに駆りたてたのは外ならぬ曽国藩本人だった。

　南京城が陥落すると、李秀成は洪天貴福を連れて湘軍将兵を装い、城外へ脱出した。彼は愛馬を幼い君主に譲って「愚かな忠義」を尽くしたが、みずからは逃げ切れずに捕らえられた。曽国荃の陣営に引き出された李秀成は約五万字に及ぶ長大な供述書を書いて処刑された。

　南京が陥落したときに浙江西部にいた洪仁玕は洪天貴福と合流し、江西まで落ち延びたが捕らえられ、清朝側の訊問を受けた。このとき洪仁玕は李秀成の書いた供述書を見せられたが、そこには太平天国の誤りの一つとして「わが主が外臣を信じず、その二人の兄を補佐役としたが、これらの人に才能がなく、国を保つことができなかったこと」が挙げられていた。これに怒った洪仁玕はみずから筆を執り、「忠王は天王を非難して多くの罪を着せたが、実は自分に定見がなく、悪人（林紹璋をさす）を信頼した過ちを理解していない」と反論した。

　だが二人とも挙げなかった太平天国の失敗が一つある。洪秀全は挫折のなかでキリスト教と出会い、中国に長く君臨してきた皇帝の称号を否定した。そして上帝のもとですべての人々が救済される大家族を創ることをめざしたが、みずからを「天下万国の真主」とする救世主信仰に固執した。彼と世俗的権威を担った楊秀清は、いずれも自分の権力が脅かされるかもしれないという専制君主の不安から逃れることができず、凄惨な内部分裂を引き起こした。そして太平天国の滅亡に至るまで、洪秀全は自分を支えようとする他者への猜疑心を捨てることができなかった。

　「いにしえの中国の復活」や「上帝のもとでの大家族」という理想を掲げながらも、意見の異なる相手を排除する不寛容な教義を克服できなかったこと、さらには権力の分割によって生まれた厳しい緊張関係を調停する術を持たなかったことが、太平天国を失敗に導いた本当の原因だった。

　李秀成は供述書のなかでヨーロッパ列強の脅威に備えるべきことを曽国藩に建議した。また彼は、曽国藩に太平天国に代わって漢人を中心とする王朝を建てることを勧めたとも言われる。だが曽国藩は後者の提案には従わなかった。穆彰阿、粛順といった後ろ盾が失脚するのを目の当たりにした彼は、中国の官界がもつ権力闘争の恐ろしさをよく知っていた。彼は中央政界から一定の距離を置きつつ、地方において影響力を拡大することに自分たちの居場所を見出したのである。

　皮肉なことにそれは李秀成が洪秀全とのあいだでめざした関係でもあった。またそれは西太后ら清朝の中央政府が曽国藩らの存在を認めざるを得なかったがゆえの結果であり、一つの王朝の衰退期においてこそ可能な構想だったかもしれない。だが同時に彼らの行動は、中央集権的な専制王朝において「分権」的な支配体制は成立可能かという問いに答えようとするものだった。巨大な中央政府の統合圧力を前に、どのように社会の多様性を確保するかは、一七〇年前から続いている中国の課題なのだと言えよう。






結論






否定的な評価

　一四年にわたる太平天国の内戦は終わった。戦場となった地域とくに江南三省（江蘇、安徽、浙江）の被害は大きく、江蘇だけで死者は二〇〇〇万人を超えた。読書人たちは流亡の苦しみに遭い、死んだ男女を「忠義」を尽くした者や「烈女」として顕彰した。死者の記憶は儒教を中心とする伝統文化の再興という形をとって伝えられた。

　清朝は南京占領後も太平天国の生き残りに対する捜索と弾圧を続けた。捻軍などの反乱勢力と合流して抵抗を続けた者はやがて敗北した。楊輔清は上海からマカオへ脱出し、一〇年間潜伏した後に捕らえられた。また逃亡先の香港で李世賢の軍を支援しようとして捕まった者、苦クー力リーとなってキューバへ移住した者のエピソードもある。

　太平天国に献策したことが発覚して清朝の追及を受けた王韜は、逃亡先の香港でキリスト教と儒教の接点を追い求めた。南京を訪問して太平天国の近代化改革を提案した容閎は、曽国藩の招きを受けて李鴻章と兵器工場の設立に尽力した。

　太平天国に共鳴したイギリス人のリンドレーは、帰国後に太平天国に関する著書を出版した。彼はイギリスが太平天国に対して取った態度はどうかと問いかけ、「私はイギリス人であることが恥ずかしくて顔が赤らむ」と述べている。そして植民地を擁した帝国の多くが没落した歴史を振り返り、今こそイギリスは「非侵略（Non-aggression）」の政策を取るべきだと訴えた。日本の伊藤博文も晩年、イギリス人の記者に対して「あなたたちイギリス人が、中国との交渉で犯した一番の誤りは、清朝を助けて太平天国を鎮圧したことだ」と語ったという。

　洪秀全が創設した上帝教は、太平天国の滅亡と共に中国社会からその姿を消した。それは一つの宗教が信徒の内面的な実践に充分な時間を割かずに政治運動化した結果だった。また読書人の太平天国に対する反感はキリスト教への拒否反応となって残り、反キリスト教事件がくり返し発生した。二〇世紀に入ると、香港の中国人キリスト教社会から「第二の洪秀全」を自任する孫文が登場し、太平天国を反満革命として評価する動きが始まる。ただし辛亥革命によって太平天国の評価が一気に変わった訳ではなく、一九三〇年代になっても江南では太平天国に対する否定的評価が残った。








他者への不寛容さ

　太平天国がその掲げた理想にもかかわらず、矛盾と混乱に満ちた運動であったことはこれまで本書で見たとおりである。洪秀全は「神はただ一つであり、偶像崇拝は誤りだ」というキリスト教のメッセージから、中国の歴代皇帝は上帝ヤハウエを冒瀆する偶像崇拝者であり、清朝を打倒して「いにしえの中国」を回復すべきだという主張を導き出した。そして太平天国は上帝の庇護のもと、これを信仰する「中国人」の大家族を創り出そうと試みた。また彼らは公有制の実現をうたい、人々は「天父の飯を食う」ことで生活の保障と死後の救済が与えられると説いた。

　だが太平天国は、満洲人や漢人の清朝官僚、兵士とその家族を「妖魔」と見なして排撃した。彼らは太平天国の言う「中国人」の範疇には入らなかったのである。太平天国の「われわれ」意識はヨーロッパとの出会いのなかで発見されたものであったが、同時に客家など辺境の下層移民がもっていた「自分たちこそは正統なる漢人の末裔である」という屈折した自己認識に裏打ちされていた。また彼らが「大同」世界の実現のために実行した政策は強圧的なもので、江南の都市など他地域に住む人々の習慣や考え方に対する包容力を欠いていた。

　こうした不寛容さは元をたどればユダヤ・キリスト教思想の影響にたどりつく。抑圧された民の異議申し立ては、しばしば自分たちがかかえた苦難の大きさゆえにエスノセントリズム（自民族中心主義）に陥り、他者の苦悩に対する理解を欠いてしまうからである。また宣教師の活動を含むヨーロッパの近代が「文明」を自任し、それと異なる他者を「野蛮」とみなして攻撃する側面をもっていたことも影響した。「唯一の神を信じるか」という問いは、それを受け容れない他者に対する暴力を後押ししたのである。








分権か、権力の独占か

　さて太平天国は皇帝の称号を否定し、洪秀全と彼を支える五人の王からなる共同統治体制をしいた。軍師として政治・軍事の権限を任された楊秀清と、主として宗教的な権威として君臨した洪秀全のあいだには一種の分業体制が生まれた。それは秦の統一以前の封建制度を模範とした太平天国の復古主義が生んだ結果であり、皇帝による専制支配が続いた中国に変化をもたらす可能性をもっていた。占領地の経営のために実施した郷官制度も中央集権的な統治の弊害を改め、新興の地域リーダーに地方行政への参加を促す分権的な側面をもっていた。

　だが太平天国の分権統治には大きな矛盾があった。洪秀全に与えられた「真主」という称号は天上、地上の双方に君臨する救世主を意味し、中国のみならず外国に対しても臣従を求める唯一の君主だった。そこには権限を明確に区別し、分散させるという発想が欠けていた。

　また洪秀全の臣下で「弟」だったはずの楊秀清は、シャーマンとして天父下凡を行うと洪秀全の「父」として絶対的な権限をふるった。彼の恣意的な権力行使に対する不満が高まると、楊秀清は「万歳」の称号を要求して洪秀全の宗教的な権威を侵犯した。逆上した洪秀全は楊秀清の殺害を命じて天京事変が発生し、石達開の離脱によって建国当初の五人の王はすべていなくなった。その後諸王による統治は復活したが、洪秀全は独占した権力を手放さず、かえって中央政府の求心力の低下と諸王の自立傾向を生んだ。

　この結果をどのように考えればよいのだろうか。下層移民の異議申し立てから始まった太平天国は、同じ境遇にある人々に希望を与えたが、自分たちと異なる相手を受け入れ、これを包摂していく寛容さを欠いていた。この排他性は満洲人など清朝関係者を太平天国の掲げる「上帝の大家族」に包摂できなかっただけでなく、偶像破壊に反発した読書人や豊かな江南に住む漢族住民を遠ざけ、太平天国が新王朝として彼らの支持を広げるチャンスを失わせた。








そして「党国体制」へ

　また太平天国のかかえた不寛容さは、その後の中国で進められた西欧諸国および日本の侵略に対する抵抗運動へと受けつがれた。中国だけではない。ヨーロッパとの出会いをきっかけに始まったアジア近代の歴史は、しばしばその内部に復古主義的な傾向をもち、列強の植民地化が深まるほど抵抗は激しく非妥協的なものとなった。

　だが、この抵抗の歴史においても、異質な他者に対する排斥の論理はくりかえし現れた。外国勢力に対してだけでなく、国内においても「敵」を創り出し、これを攻撃することで「われわれ」の結束を強化したのである。中国の場合はこれに階級闘争の理論が結びつき、毛沢東によって「一つの階級が他の階級をひっくり返す」革命の暴力が肯定された。それが中華人民共和国の建国後、反右派闘争や文化大革命などの政治運動で「革命の敵」とみなされた人々に対する迫害を生み出したことはよく知られている。

　いっぽう太平天国の王制や地域支配に見られる分権的な傾向は、郡県制の中央集権的な統治がかかえる構造的な問題を改める可能性を含んでいた。だがその実態は混乱していた。洪秀全と五人の王たちは身分のうえでは同じであったが、厳密に等級づけられており、権限にも大きな差があった。郷官に与えられた権限も小さく、中央から派遣される軍や上級将校の命令と地域社会の板挟みになることが多かった。

　そして何よりも問題だったのは、様々な王位や官職がもつ権限が曖昧で、複数の権威や組織のあいだで常に激しい競争原理が働いていたことだった。その最たるものは「万歳」の称号と救世主の権威をめぐる洪秀全と楊秀清の争いであり、他の王たちも庇護を求める人々の声に応えるために競合した。公有制が充分に機能せず、中央政府の求心力が低下するほど、諸王の地方における勢力拡大は進み、中央以上の富と兵力を蓄積する者も現れた。そして洪秀全とその側近によるコントロールのきかない諸王に対する不信と抑圧は、政権そのものの崩壊を招いたのである。

　その結果、後世の人々は太平天国が失敗した原因を内部分裂に求めた。そして「中国は常に強大な権力によって統一されていなければならない。少しでも権力を分散させれば破滅をもたらす」という、中国の歴史においてくり返し唱えられてきた教訓を読み取ろうとした。

　実際には清末に李鴻章をはじめとする地方長官の権限が拡大し、二〇世紀に入ると省を単位とした連邦政府構想である「聯れん省しょう自治」論が模索された。だがいっぽうでそれを「軍閥割拠」あるいは外国勢力と結託する「分裂主義」と批判する傾向も強まった。そして蔣介石の国民党であれ、中国共産党であれ、強大な権力を握って異論を許さない「党国体制」が生まれていくことになる。








あり得たかもしれない可能性

　急速に大国化へ向かう現在の中国を見るとき、太平天国に現れた中国社会の問題点は、なお未解決のまま残っていることがわかる。自分と異なる他者を排斥してしまう不寛容さと、権力を分割してその暴走を抑える安定的な制度の欠如は、中国国内だけでなく、台湾や香港、少数民族をはじめとする周辺地域に深刻な影響を与えている。

　あるいは「それが今も昔も変わらない中国の姿なのだ」と醒めた見方をすることも可能だろう。もはや中国に「民主化」を期待できないのであれば、外圧で抑え込む以外に方法はないと考えるのもやむを得ないことかもしれない。

　だがそれは中国が多様な相手の存在を認め、権力の一極集中を是正することにはつながらないだろう。西欧世界や日本にとって普遍的な価値も、中国にとっては近代社会の「排除」の論理がもたらした「屈辱」の歴史を想起させるものであり、今なお中国が引きずる被害者としてのトラウマから解き放ってくれるものではないからだ。

　「中華の復興」を掲げて強国化の道をつき進む中国に、我々は粘り強く冷静に向き合うしかない。そのために中国社会がもっていた異なる可能性を発見し、検証していくことが求められていると言えよう。









あとがき







　「わが家は正月に餅を食ってはならない！」

　筆者は子供の頃、よく父親からこう諭された。父は茨城県北部の生まれで、先祖は幕末の天狗党に加わった。仲間と合流して京都へ向かうつもりで、餅をついて出発を祝おうとしたところ、藩兵の攻撃を受けて敗北し、追及を逃れて山奥の村に隠れ住んだ。父親は祖父に連れられて、先祖が住んでいた場所を眺めに行ったそうだ。当時家は没落して貧しく、祖父は村の祭りに参加できなかったためキリスト教に入信した。

　この話がどこまで本当なのかはわからない。むしろ自分たちの貧困を理由づけるために創作された物語かも知れない。だが洪秀全や客家の「自分たちこそは正統なる漢人の末裔だ」という屈折した自己主張を耳にして、他人事とは思えない感情を抱いたのは事実である。キリスト教が絡むとなればなおさらのことだ。

　日本で尊皇攘夷運動の激化事件が発生した頃、中国では太平天国が清朝と戦っていた。どちらも敗者あるいは反逆者であり、勝者によって書かれる正史において彼らが評価されることはなかった。むしろ天狗党の関係者が明治政府によって靖国神社に祀られ、太平天国が「中国革命の先駆」として賞賛されたように、彼らの記憶は勝者の歴史を正統づけるために回収されてしまった。ちょうど二〇二〇年に新型コロナウイルスの流行が始まった時、「社会の声は多様であるべきだ」と警鐘を鳴らした武漢の李文亮医師が、感染し亡くなった後に中国共産党の正しさを示す「烈士」として祀られたのと似ている。

　革命史という歴史の語りが色あせて久しい現在、中国で太平天国が注目を集めることは多くない。だからこそ今、筆者はこの事件を「勝者の物語」から取り戻すことが必要だと考えてきた。彼らはいったい何を求め、なぜ挫折したのか。その失敗は現在のわれわれにどんな問いを投げかけているのか。本書はそうした問題関心から続けてきた研究のささやかな成果である。

　本書の執筆は二〇一九年初夏に始まったが、ちょうど香港で逃亡犯条例に反対するデモが始まった時だった。九月に香港を訪ねたこともあり、中国政府の強硬な姿勢には愛想が尽きる思いだったが、その圧政の原型を示すかのごとき太平天国の姿と向き合うことは悩ましい作業だった。一度は脱稿してみたものの、新型コロナウイルスの影響で作業は中断を余儀なくされ、なかば出版をあきらめていた。

　このような本書がなんとか出版にこぎつけられたのは、ひとえに岩波書店編集部の中山永基氏の励ましのおかげである。また原稿の段階で研究の大先輩である白川知多氏、武内房司先生（学習院大学）、および倉田明子先生（東京外国語大学）に読んでいただき、多くのアドバイスを頂いた。ここに記して感謝したい。

　本書の内容は多くが現在の勤務校である国際基督教大学での授業に基づいている。クラスで太平天国とキリスト教の関係について話すと、いつも学生からは「ＩＣＵらしい内容ですね」という反応が返ってくる。筆者がこのテーマで研究を続けてこられたのは、まず日本や中国、台湾の恩師や友人の方々のご指導と支援の賜物であるが、またＩＣＵの学生や同僚の先生方の支えがあらばこそだろう。

　本書がとりあげた、異議申し立ての暴力は容認されるかという問いは、近年の世界で改めて焦点として浮上している。国家権力や警察が行使する暴力と、それに抗議する人々が見せる抵抗の暴力は性質が異なるという認識は、「暴徒」というレッテルを繰り返し宣伝する政府やメディアの前にかき消されてしまいがちである。また民衆がふるう暴力が常に「正しい」とは限らず、そこに社会的格差に対する報復的な憤怒や文化的背景の異なる他者に対する差別意識が抜きがたく入り込むのも事実だ。こうした現実を前に、相手を非難して対話を拒否したり、敵視し排除することでは問題は何も解決しない。一七〇年昔の太平天国の歴史は、社会的な弱者が声をあげようとするとき、暴力を伴う形でしか自分の意思を表現できない社会のあり方こそが問題なのだと、今なお我々に問いかけている。

　最後になるが、新婚当時に調査で世話になった方々に挨拶するからと広西の金田村まで付き合ってくれて以来、常に私の中国研究を支えてくれた妻・真樹子と子どもたちに感謝して本書のしめくくりとしたい。




二〇二〇年一一月

菊池 秀明
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第4章「田家鎮の戦い」……白雲山人撰『蕩平髪逆図記』二十二巻，首一巻（全四冊），上海書局，1891年

第5章「フランス人が描いた洪秀全」……徐宗懋図文館編『世界華人与華人世界：19世紀西洋画刊図文精選』新世語文化有限公司，2012年
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地図は以下に掲載されたものを参考にして，新たに作成した（作図：前田茂実）

第1章「洪秀全の布教と金田蜂起」,「上帝会の金田蜂起（1850年）」……菊池秀明『太平天国にみる異文化受容』

第2章「太平天国の南京進撃（1851-53年）」……『岩波講座 東アジア近現代通史 １ 東アジア世界の近代』岩波書店，2010年

第3章「太平天国の北伐（1853年5月-55年5月）」……郭毅生主編『太平天国歴史地図集』中国地図出版社，1989年，および菊池秀明『北伐と西征──太平天国前期史研究』汲古書院，2017年

第4章「太平天国の西伐（1853-55年初め）」……『太平天国歴史地図集』および『北伐と西征』

第5章「太平天国当時の南京（1853-56年）」……『太平天国歴史地図集』およびJ. D. Spence, God’s Chinese Son: The Taiping Heavenly Kingdom of Hong Xiuquan, New York: W.W. Norton, 1996

第6章「安慶攻防戦（1860-61年）」……『太平天国歴史地図集』

第6章「李秀成の蘇州進出と上海進攻」……岡本隆司『李鴻章』岩波新書，2011年，および『太平天国歴史地図集』








関連年表








1814年　洪秀全，広東花県官禄[image: ]村に生まれる．

1837年　洪秀全，科挙受験に失敗し幻夢を見る．

1840年　アヘン戦争．

1843年　洪秀全，『勧世良言』を読み上帝教を創設する．

1847年　洪秀全，宣教師ロバーツから洗礼を拒否され，広西で偶像破壊運動を始める．

1848年　馮雲山が捕らえられる．楊秀清，蕭朝貴の天父・天兄下凡が始まる．

1850年　12月　上帝会が金田村で武装蜂起．

1851年　9月　太平天国が永安州を占領し，新王朝のひな形をつくる．

1852年　4月　太平天国が北上して桂林を攻撃．6月　太平天国，蓑衣渡で江忠源の楚勇に敗北し，馮雲山が戦死．道州を占領．9月　太平天国が長沙を攻撃し，蕭朝貴が戦死．

1853年　1月　太平天国が武昌を占領．3月　太平天国が南京を占領．4月　イギリス公使ボナムが南京を訪問．5月　北伐開始．6月　西征開始．9月　石達開が安慶に到着し，地域経営を始める．10月　北伐軍が天津郊外へ到達．12月　フランス公使ブルブロンが南京を訪問．

1854年　1月　太平天国が廬州を陥落させ，江忠源が戦死．2月　曽国藩が『粤匪を討伐すべき檄文』を発布して湘軍が出撃．太平天国，対儒教政策を転換．北伐援軍が安慶から出撃．3月　北伐軍が束城村脱出戦で大損害受ける．4月　湘潭の戦い．5月　北伐援軍が壊滅．7月　楊秀清が天父下凡で聖書の出版停止を命じる．10月　湘軍が武昌を占領．11月　湘軍，田家鎮の戦いで西征軍に勝利．

1855年　2月　石達開の太平軍が湖口の戦いで湘軍に勝利．3月　連鎮の北伐軍が壊滅．4月　西征軍が武昌と漢陽を占領（三度目）．5月　馮官屯の北伐軍が降伏し，北伐軍全滅．9月　太平天国が南京での男女隔離政策を廃止．11月　石達開が湖北から江西へ進攻．

1856年　3月　曽国藩が南昌で包囲される．6月　太平天国が江南大営を撃破（第一次）．9月　天京事変が発生し，楊秀清と東王府の関係者が殺される．10月　韋昌輝が石達開の関係者を殺害．アロー号事件が発生し，第二次アヘン戦争始まる．11月　石達開が洪秀全に韋昌輝らの処罰を迫る．12月　湘軍が武昌を奪回．

1857年　6月　石達開が太平天国を離脱．7月　清軍が江南大営を再建．10月　洪秀全が陳玉成，李秀成らを五軍主将に抜擢．12月　英仏連合軍が広州占領．

1858年　5月　湘軍が九江を占領．8月　陳玉成と李秀成が江北大営を撃破．11月　陳玉成と李秀成が三河鎮で湘軍を撃破．

1859年　4月　洪仁玕が南京に到着し，干王に封じられる．『資政新篇』を提出して太平天国の改革に着手．

1860年　3月　李秀成が杭州を占領．5月　太平天国が江南大営を撃破（第二次）．6月　李秀成が蘇州を占領．8月　李秀成が上海へ進攻し，英仏現地軍に撃退される．10月　英仏連合軍が北京を占領し，円明園を焼き払う．北京条約が締結される．李秀成軍が安徽，江西へ向かう．

1861年　1月　清朝が総理衙門をもうける．3月　陳玉成が湖北へ進出し，イギリス参事官パークスと会談．イギリス海軍司令ホープが上海への年内不侵攻を要求．洪秀全が国号を天父天兄天王太平天国に改める．6月　李秀成軍が湖北へ入ったが，武昌を攻撃せず7月に江西へ撤退．9月　湘軍が安慶を占領．10月　清朝内部で政変，西太后らが実権を握る．12月　イギリスが太平天国に上海に対する永久不進攻を要求．李秀成が杭州を占領（第二次）．李世賢軍の黄呈忠らが寧波を占領．

1862年　1月　李秀成が上海進攻作戦を開始．2月　清朝が正式にイギリス，フランスと協力して太平天国を鎮圧することを決定．4月　淮軍が上海到着．5月　湘軍が南京付近へ到達し，南京攻防戦始まる．6月　李秀成が上海を攻撃したが，南京から救援要請を受けて中止．9月　常勝軍の司令官ウォードが寧波付近で戦死．10月　李秀成が雨花台付近の湘軍陣地を攻撃したが失敗．

1863年　1月　イギリス軍人ゴードンが常勝軍の指揮をとる．6月　石達開軍が四川で壊滅．湘軍が南京対岸を占領し，李秀成軍が敗北．12月　蘇州の太平軍部将が降伏し，李鴻章に殺される．李秀成，洪秀全に南京の放棄を提案したが拒否される．

1864年　6月　洪秀全死去．7月　湘軍が南京を占領．太平天国滅亡．
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岩波新書新赤版一〇〇〇点に際して




　ひとつの時代が終わったと言われて久しい。だが、その先にいかなる時代を展望するのか、私たちはその輪郭すら描きえていない。二〇世紀から持ち越した課題の多くは、未だ解決の緒を見つけることのできないままであり、二一世紀が新たに招きよせた問題も少なくない。グローバル資本主義の浸透、憎悪の連鎖、暴力の応酬──世界は混沌として深い不安の只中にある。

　現代社会においては変化が常態となり、速さと新しさに絶対的な価値が与えられた。消費社会の深化と情報技術の革命は、種々の境界を無くし、人々の生活やコミュニケーションの様式を根底から変容させてきた。ライフスタイルは多様化し、一面では個人の生き方をそれぞれが選びとる時代が始まっている。同時に、新たな格差が生まれ、様々な次元での亀裂や分断が深まっている。社会や歴史に対する意識が揺らぎ、普遍的な理念に対する根本的な懐疑や、現実を変えることへの無力感がひそかに根を張りつつある。そして生きることに誰もが困難を覚える時代が到来している。

　しかし、日常生活のそれぞれの場で、自由と民主主義を獲得し実践することを通じて、私たち自身がそうした閉塞を乗り超え、希望の時代の幕開けを告げてゆくことは不可能ではあるまい。そのために、いま求められていること──それは、個と個の間で開かれた対話を積み重ねながら、人間らしく生きることの条件について一人ひとりが粘り強く思考することではないか。その営みの糧となるものが、教養に外ならないと私たちは考える。歴史とは何か、よく生きるとはいかなることか、世界そして人間はどこへ向かうべきなのか──こうした根源的な問いとの格闘が、文化と知の厚みを作り出し、個人と社会を支える基盤としての教養となった。まさにそのような教養への道案内こそ、岩波新書が創刊以来、追求してきたことである。

　岩波新書は、日中戦争下の一九三八年一一月に赤版として創刊された。創刊の辞は、道義の精神に則らない日本の行動を憂慮し、批判的精神と良心的行動の欠如を戒めつつ、現代人の現代的教養を刊行の目的とする、と謳っている。以後、青版、黄版、新赤版と装いを改めながら、合計二五〇〇点余りを世に問うてきた。そして、いままた新赤版が一〇〇〇点を迎えたのを機に、人間の理性と良心への信頼を再確認し、それに裏打ちされた文化を培っていく決意を込めて、新しい装丁のもとに再出発したいと思う。一冊一冊から吹き出す新風が一人でも多くの読者の許に届くこと、そして希望ある時代への想像力を豊かにかき立てることを切に願う。
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